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第 ２ 回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第 2 日）

平成 29 年 3 月 3 日（金曜日）

                                        

議 事 日 程

平成 29 年 3 月 3 日 午前 9 時 30 分 開会

１ 開議宣告

日程第  １ 議案第 4 号 大山町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条

例の制定について

日程第  2  議案第 5 号 大山町防災行政無線施設条例の全部を改正する条例について

日程第  3  議案第 6 号 大山町特別医療費助成条例の一部を改正する条例について

日程第  4  議案第  7 号 大山町介護保険条例の一部を改正する条例について

日程第 5  議案第 8 号 大山町水道事業の設置及び給水に関する条例の一部を改正す

る条例について

日程第 6  議案第 9 号 大山町特別会計条例の一部を改正する条例について

日程第 7  議案第 10 号 大山町個人情報保護条例の一部を改正する条例について

日程第 8  議案第 11 号 大山町税条例等の一部を改正する条例について

日程第 9 議案第 12 号 大山町簡易水道事業の一部に地方公営企業法の全部を適用す

る条例を廃止する条例について

日程第 10 議案第 13 号 大山町と鳥取県との間の地方公共団体における情報通信技術

の共同化に関する事務の委託に関する規約を定める協議につい

て

日程第 11 議案第 14 号 町道路線の認定について（町道 中山インター線）

日程第 12 議案第 15 号 大山町豊房辺地に係る総合整備計画の策定について

日程第 13 議案第 16 号 大山町過疎地域自立促進計画の一部変更について

日程第 14  議案第 17 号 平成２９年度大山町一般会計予算

日程第 15  議案第 18 号 平成２９年度大山町土地取得特別会計予算

日程第 16  議案第 19 号 平成２９年度大山町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

日程第 17  議案第 20 号 平成２９年度大山町開拓専用水道特別会計予算

日程第 18  議案第 21 号 平成２９年度大山町夕陽の丘神田特別会計予算

日程第 19  議案第 22 号 平成２９年度大山町国民健康保険特別会計予算

日程第 20  議案第 23 号 平成２９年度大山町国民健康保険診療所特別会計予算

日程第 21  議案第 24 号 平成２９年度大山町後期高齢者医療特別会計予算

日程第 22  議案第 25 号 平成２９年度大山町介護保険特別会計予算
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日程第 23 議案第 26 号 平成２９年度大山町農業集落排水事業特別会計予算

日程第 24 議案第 27 号 平成２９年度大山町公共下水道事業特別会計予算

日程第 25 議案第 28 号 平成２９年度大山町風力発電事業特別会計予算

日程第 26 議案第 29 号 平成２９年度大山町温泉事業特別会計予算

日程第 27 議案第 30 号 平成２９年度大山町宅地造成事業特別会計予算

日程第 28 議案第 31 号  平成２９年度大山町索道事業特別会計予算

日程第 29 議案第 32 号 平成２９年度大山町水道事業会計予算

日程第 30 特別委員会の設置及び付託

日程第 31 特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告

────────────────・───・─────────────────

   本日の会議に付した事件

議事日程に同じ

────────────────・───・─────────────────

出席議員（16 名）

１番 加 藤 紀 之 ２番 大 原 広 巳

３番 大 杖 正 彦 ４番 遠 藤 幸 子

５番 圓 岡 伸 夫 ６番 米 本 隆 記

７番 大 森 正 治 ８番 杉 谷 洋 一

９番 野 口 昌 作 １０番 近 藤 大 介

１１番 西 尾 寿 博 １２番 吉 原 美智恵

１３番 岩 井 美保子 １４番 岡 田   聰

１５番 西 山 富三郎 １６番 野 口 俊 明

────────────────・───・─────────────────

欠席議員(なし)

────────────────・───・─────────────────

欠員(なし)

────────────────・───・─────────────────

事務局出席職員職氏名

局長 …………………… 手 島 千 津 夫 書記 ………………… 提 嶋 護 大

────────────────・───・─────────────────

説明のため出席した者の職氏名

町長 ……………………森 田 増 範   教育長 ……………………山 根   浩

副町長 …………………小 西 正 記   教育次長……………………齋 藤   匠

総務課長 ………………酒 嶋   宏   人権・社会教育課長 …… 門 脇 英 之
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地方創生本部事務局長補佐…大黒 辰信    幼児・学校教育課長 …… 林 原 幸 雄

企画情報課長 ………… 井 上   龍   税務課長…………………岡 田   栄

建設課長 ………………野 坂 友 晴   水道課長 ………………野 口 尚 登

農林水産課長……………山 下 一 郎  農業委員会事務局………田 中 延 明

福祉介護課長 …………松 田 博 明   健康対策課長 …………後 藤 英 紀

観光商工課長 …………持 田 隆 昌   住民生活課長 …………森 田 典 子

会計管理者 ……………野 間 一 成

────────────────・───・─────────────────

午前 9 時 30 分 開会

○議長（野口 俊明君） おはようございます。ただいまの出席議員は 16 名です。

定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

────────────・───・─────────────

日程第 1 議案第 4 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 1、議案第 4 号 大山町行政手続等における情報通信の

技術の利用に関する条例の制定についてから、日程第 29、議案第 32 号 平成 29 年度

大山町水道事業会計予算までは、すでに提案理由の説明が終わっています。

本日は、質疑のみを行いますので、よろしくお願いいたします。

日程第 1、議案第 4 号 大山町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条

例の制定についてを議題にします。これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（14 番 岡田 聰君） 議長、14 番。

○議長（野口 俊明君） 14 番 岡田 聰君。

○議員（14 番 岡田 聰君） すみません、昨日全協で説明があったんですけども、ち

ょっと風が強くて、風の音で聞き取れなかったんで聞きますけど。もうちょっと詳しい

説明いただきたいんですけども。町の電子機器、パソコンと個人のあれとつなげて電気

通信回線でつなぐということで、その回線はどのようなものを考えておるのか。

それから謄本や抄本とか、まあ条例にございますが、印鑑証明とかはどうなるか、個

人情報も守る必要があるんですが、どういう形でセキュリティーを確保するのか、それ

から他の自治体ではやっていますが、入札なんかでも使えるのかどうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当よりお答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。
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○総務課長（酒嶋 宏君） 今回の行政手続きにおける情報通信のリースの利用に関する

条例ですけども、これにつきましてですね、県内の 13 市町村で、今回電子申請の取り

組みを行うということで、条例化をはかろうということをしております。で、今回のも

のはですね、コンビニで抄本とか謄本とかとれるものではありませんで、そこまでのも

のではないんですけれど、電子申請、インターネットを使ってですね、申請をしてそれ

についてたとえば住民票であれば休日交付が受けれるというような、まだ簡易な手続き

を行うというようなものです。ですので、コンビニですけれど、電子申請、インターネ

ットを使ってですね、申請をしてそれについてたとえば住民票であれば休日交付が受け

れるというような、まだ簡易な手続きを行うというようなものです。ですので、コンビ

ニで印鑑証明とか住民票がとれるようなものではございません。ただ今後これを使いま

して、マイナンバーと絡むんですけど、保育の申請とかですね、児童手当ての申請、児

童扶養手当の申請などに使えるような形になってくるものになっております。あとで言

いましたものについては、国のほうでマイナンバーが動きだしてから徐々に整備してい

くことになると思いますけれども、そういうものに関してですね、包括的な条例を今回

定めさせていただくということになります。

で、内容を見ていただきますとかなり抽象的な表現になっておりまして、具体的なも

のにつきましては、それぞれのたとえば住民票の休日交付の申請というようなものがあ

れば、それに基づいた規則を作りまして具体的に定めていくというような形になってお

ります。以上です。

○議員（14 番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田 聰君。

○議員（14 番 岡田 聰君） 第 2 条の定義のところで 7 番目にございます処分通知等

とございます、この処分とはどういうものを想定されていますか。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） これも具体的にこの処分というようなものではなくて、行政

のほうが行いますものを一応、ずっと網羅してあるという形です。ですので、該当のな

んていうんですかね、申請、使える申請にあたってですね、処分行為があればその処分

をするということでここには一応町が実際はできるようなものはだいたい網羅してある

というような包括的な条例ということでご理解いただけたらと思います。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑ありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 4 号の質疑を終わります。

────────────────・───・─────────────────
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日程第 2 議案第 5 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 2、議案第 5 号 大山町防災行政無線施設条例の全部を

改正する条例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長、11 番。

○議長（野口 俊明君） 11 番 西尾 寿博君。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 昨日説明があったわけですけども、デジタルになって 1

本になってという話でしたけども、中継局が増えるということを聞いたんですけれども、

どれくらい増えてですね、費用はどれぐらい今後掛かるかなと、まあ便利になるという

ことは分かりますよ。ただ町負担というかね、放送局も増えるというようなことを聞い

たんですけど、そんなようなことで、実は具体的に、実は昨日 7 時ぐらい 7 時半まで、

議会の方もみんな頑張ったんですけれど、みんな早く帰りたくて、なかなか聞き出せな

かったかというようなことだったと思います。お願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当からお答えをさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 中継局が増えたということですけれども、デジタルとアナロ

グで方式が違いますんで、中継局にあたるものはですね、今回一つおいとりますが、ア

ナログの時にも 1 台おいております。で、その下に再送信局というものがありまして、

それは 8 カ所できております。で、中継局はですね、再送信局というのは電波があまり

飛ばない、小範囲です。で、中継局というのはかなり広域的に飛ばせるということでし

て、中山のほうがどうも飛びにくいということで中山にいっぺん送ります。それが中継

局、これはアナログの時も一緒です。で、再送信局というのがちょっと増えたと。これ

は放送のスピーカーと同じ形になっておりますんで、スピーカーの数は若干増えておる

というような形です。経費につきましてはちょっと細かい経費持っておりませんけれど

も、維持費としてはそう掛かるものではございませんので、設置してあとは通常の維持

管理費ということで、そう、額としては大きなものではございません。ちょっと金額は

今、持っておりませんので、申し訳ありません。（「ざっとでいいだで」と呼ぶ者あ

り）ちょっと申し訳ないですけど、持っておりません、すみませんが。ちょっと後で調

べて報告したいとは思います。(「今、調べや」と呼ぶ者あり 〕ちょっと後で報告させ

ていただけたらと思うんですけど。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 西尾 寿博君。

○議員（11 番 西尾 寿博君） あのね、私が言いたいのは、物を買ったり物を変える

のにどれぐらい掛かるかって当たり前です、そんなものは。何してやっとっだかいな、

おかしぞ、把握してけ、って俺は思います。言葉は悪いですけど、ざーとしたもんでも

いいんですよ。例えば見積りってそんなもんですよ。見た積もりという意味なんですけ。

分かりますかいな。100 万掛かろうが 500 万掛かろうがオッケーと誰も言いませんよ。

どれぐらいかかるだろうか。これが見た積もり、見積りなんですよ。見積り、分からん

ですか。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） すみません、ちょっと今持っておりませんので、あとで報告

させていただきます。(「今調べないって言っとるが」と呼ぶ者あり)まあ進行もあると

思いますので。今がいいですか、はい、休憩で。(「議長、休憩をお願いします」と呼

ぶ者あり)じゃあ休憩をお願いします。

○議長（野口 俊明君） 休憩します。

午前 9 時 40 分休憩

午前 9 時 51 分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） すみません、平成 29 年度の当初予算事業概要説明書のほう

にも光熱水費等あがっておりますけれども、年間の維持管理費が平成 27 年で 812 万で

す。平成 29 年度は、870 万を予定しておりまして、これは業者のほうに委託で一括で

出しておりますので、個別のものがなかなかちょっと分からないと、管理のものがです

ね。いう状況です。ですので、増えておりますけど、年間分で約 60 万ほど増加してい

るという形になっています。申し訳ありません。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾 寿博君。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 昨日の説明でね、4 号、5 号、13 号に関連するというこ

とで、便利になるということでしたよね、それで、何が言いたいかというのは、便利に

なるのは誰もが喜ばしいっていうかね、あまり関係ない方は関係ないと思いますけどね、

ただ負担がですね上がって、便利になる。逆に負担は一緒で、便利になるというような

ことであればまあ誠に喜ばしいわけですけれども、そういったことを説明してほしいわ

けですよ。私は最初言ったのは、若干のオンボラした金額でもいいんですよ。

逆に言うと、上がったり下がったりするのは当たり前ですから。そういった話をして

ほしいなと。皆さんが改めてやるような話なので、そういった話を住民の皆さんに教え
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てあげたらなということなんです。

○議長（野口 俊明君） 今のは質疑ですか。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 質疑です、どういうふうに変わって負担はどういうふ

うに変わるか、維持費もどうですかっていう話なんですよ。

(「議長、ちょっと関連して」と呼ぶ者あり)

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 失礼しました。防災無線につきましては、機能的にはアナロ

グの防災無線で十分その業務ができる状況でした。ただ、電波のほうの関係で、アナロ

グが使えないとういう形になりまして、デジタルに移行せざるを得ないということで今

回かなりの金額が掛かっておりますけれども、変えさせていただいたという形になって

おります。申し訳ありませんでした。

(「いくらかぐらい掛かってって言う話をして、維持費もどのぐらい掛かって、でもこ

れになりましたっていうこと、ひとつも答えてない」と呼ぶ者あり)

○議長（野口 俊明君） まあ、すんでからあとでしてしてください。もう 3 回終わった

で。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） これについて今の前任者の西尾議員さんが言われたよう

なことに関連するわけでございますけれども、この設置のなかで無線局のまず名称でで

すね、防災大山町がかなで書いてございますけれど、これから先ずっととにかく防災大

山町と書くのはかなでやるのが正しい表示の仕方ということになるかということが一つ

でございますし、それから親局の設置場所については、ここの役場だということは分か

ります。その次に遠隔制御局設置場所とか、中継局設置場所とか再送信設置場所とかあ

りますが、これらがどういうような役目をするかということと、それから地区遠隔装置

の設置場所ということで、各これ農協が書いてあるでないかと思いますけども、農協は

ですね、農協から放送ができるようなことになるのかということをちょっとお尋ねいた

します。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 西尾議員さんのトータルということですが、5 億 5,000 万ほ

ど掛かっております。申し訳ありません。それから防災無線の名称ですけれども、これ

につきましてはですね、古い条例のほうもひらがな表示になっております。古い条例の

ほうは、防災大山町、防災大山町なかやま、防災大山町だいせん、この 3 つになってお
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りまして、ひらがな表示でするということになっております。

それから中継局は先ほどの西尾議員さんには説明いたしましたが、電波の距離の関係

でですね、中山の方に中継局を設けまして、そこから広域に、中山方面に向けて飛ばし

ております。それから再送信局というのはですね、もう少し小さな範囲をカバーするた

めに 8 カ所設けております。ですので中継局のほうがある程度、広い範囲、ですので、

大きな電波をですね、ここの本町から飛ばしまして、中山のほうに一度飛ばします。で、

中山のエリアをカバーすると。それから本町と中山のエリアからまた転送してですね、

再送信局のほうに飛ばして小さなエリアをカバーするというような仕組みになっており

ます。

それから遠隔装置の設置場所ですけれど、以前は農協さんも 3 か所、放送設備を持っ

ておられましたが、これもかなりの経費が掛かりますので、今回は農協からは直接放送

はできません。農協のほうは、遠隔装置の設置場所ということで、電話でこちらのほう

に電話をかけてきて、それで放送を入れるというような形のシステムということで、こ

れは電話代だけですむということで、経費的にはかなり安くなるという形で、されてお

ります。親局は、この本町が親局になっております。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 今農協はですね、電話でっていうようなことでございま

したが、電話でこれから農協で放送しますというようなことを言うのか、言ったらええ

ぐあいに流れるのか、それともこれこれを放送してくださいということを親局に言って、

親局のほうからそれを伝えるのか、そのへんはどうですか。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 農協さんの時間枠は決まっておりますんで、そこに電話で録

音した形で流すという形で随時という形ではございません。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他にありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 5 号の質疑を終わります。

────────────────・───・─────────────────

日程第 3 議案第 6 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 3、議案第 6 号 大山町特別医療費助成条例の一部を改

正する条例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕
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○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 6 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 4 議案第７号

○議長（野口 俊明君） 日程第 4、議案第 7 号 大山町介護保険条例の一部を改正する

条例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 7 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 5 議案第 8 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 5、議案第 8 号 大山町水道事業の設置及び給水に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 8 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 6 議案第 9 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 6、議案第 9 号 大山町特別会計条例の一部を改正する

条例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 9 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第７ 議案第 10 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 7、議案第 10 号 大山町個人情報保護条例の一部を改

正する条例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

    〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 10 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 8 議案第 11 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 8、議案第 11 号 大山町税条例等の一部を改正する条

例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。
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    〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 11 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 9 議案第 12 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 9、議案第 12 号 大山町簡易水道事業の一部に地方公

営企業法の全部を適用する条例を廃止する条例についてを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 12 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 10 議案第 13 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 10、議案第 13 号 大山町と鳥取県との間の地方公共団

体における情報通信技術の共同化に関する事務の委託に関する規約を定める協議につい

てを議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 13 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 11 議案第 14 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 11、議案第 14 号 町道路線の認定について(町道 中

山インター線)を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長、7 番。

○議長（野口 俊明君） 7 番 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） この町道中山インター線については以前から合併協議会

の中で挙げられていることだからこれを行うということがあったわけですけども、途中

何年か挙がっては来ておりませんが、ここにきてかなり進んだのかなというふうに思い

ますけども、改めてですね、この町道中山インター線 600 メートルほどですけど、それ

の必要性ですね、住民の要望はどの程度なのかということが 1 点。

それから 2 点目に路線は以前計画してあったのとは変更があります。全協で説明があ

りましたけども、橋をかけるとかなり経費が高くつくので、橋をかけないように以前は

避けていた計画だった思いますし、その他 9 号線との交差点についても問題があるとい

うことで、あったんで以前のような路線だったということを聞いていましたけども、今

度は逆にそういうデメリットな点があるところに路線変更になっていると。それはどう



- 99 -

してなのか、という 2 点目の質問。

それから 3 点目として、地権者の反対もあったということを聞いておりますけども、

その地権者の同意は得られたか。その状況はどうなっているのかということをお聞きし

ます。

それから 4 点目ですか、この道路の建設によって、まっすぐになるわけですから、利

便性が高まるってことは分かりますけども、それに対するデメリットもあるんではない

かというふうに思いますので、この道路の建設によってメリット、デメリット、どうい

う点があるのかお答えいただきと思います。一応以上です。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 補足は担当のほうから述べさせていただきますけれども、4 点

質問いただきました。この路線の経過については、議員ご承知のように合併協のなかで

も計画が組み入れられているところであります。この実現に向けて取り組みをそれぞれ

のステージで進めてきた経過があります。一番最初の当初の計画は、ナスパルタウンか

ら降りてきましてつきあたります。で、そこから橋を川を渡って東のほうに向かってい

くラインというのが最初の計画でありました。で、私が預からせていただく前の段階で

は、いろいろな経過があったと思いますけども、橋を川を渡らないで西側のほうに出て

いくという計画があり、それのなかでいろいろと対応して取り組みを進めて参った経過

があります。ご案内かと思いますけれど、なかなか地権者の方の同意が取れないという

ところがありまして、ここについては断念せざるを得ないところがあったというのが実

情であります。で、そののちにやはりこのインター線の建設着工ということは、やはり

中山のエリアの中での活性化をしていく、あるいは利便性を高めていくなかで重要な路

線であるというふうに私は認識いたしておりますので、このことについてもう一度、白

紙に戻して検討していくなかで、当初の計画であります東のほうに向けての路線の計画

を進めたいということでスタートしたのが経過としての流れがあります。特にその路線

を進めていくことになりますとご案内のように JR が走っておりますので、陸橋をかけ

なければならないということがまず 1 点あります。さらに進めていきますと、甲川があ

りますので、橋をかけて橋梁をかけて国道 9 号につなげていくということになります。

非常にそういう意味合いでコストが掛かるということでありまして、この路線を進める

にあたっては、県の方に精力的に働きかけをさせていただきながらいろいろなまたお知

恵をいただきながら取り組んできたところであります。現在、このインター線について

議案として出させていただいておりますけど、実は橋の部分と JR の部分については県

代行ということでお願いをし、今県議会のほうでこのことについて予算立てをしていた

だいて、当初予算のなかに組み入れていただいているという現状があります。議決をし
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ていただくということになりますれば、この橋の部分と陸橋の部分が特に経費の部分も

ありますけども、技術的にもかなりレベルの高い工法になるわけでありまして、是非と

も県のほうにお願いしたいということを足掛け 3 年ぐらいになると思いますけども、は

たらきかけをさせて頂きながら今日にいたったというところであり、ようやくこちらの

ほうからの要望を県のほうでもお認めていただいて進んできたということで今回ここに

議案を挙げさせていただいております。

地元の方の要望はということでありますけども、これもこの話を進めていくにあたっ

ての 3 年前にたぶんなると思いますけども、地元の方々でいろいろな要望を含めたワー

クショップをしていただいて、このいろいろな地域活性の中での提案をしてもらってい

ますけど、その中にもこのインター線の重要性ということも記していただいて、是非と

もこのインター線を構築することによって、中山エリア全体の利便性であり、活性化に

つながっていくというようなことも報告書としていただいており、これもまた県のほう

にもつないだりしている一つの資料でもあります。変更によるコストということについ

ては先ほど見させていただきましたので、そういうことでありますので、町としてはそ

れを除く部分について町費で臨んでいくということになりますし、もう一つ国道 9 号線

の取り付けの部分があります。この件についても国交省のほうに働きかけをさせていた

だいたりするなかで、取り付けの部分についても国交省のほうで前向きに今、検討をし

ていただいているという現状もありますので、それぞれの分野でそれぞれの持ち分を整

理をしながら進めていけれる今目途がたってきたかなというふうに思っています。地元

の方からしますと 10 年以上たってしまった計画でありますけれども、コストのことを

含めて、あるいは県のほうの力をいただいたり、国交省のほうのいろいろなお力をいた

だいて着実に実現できるめどがたってきたなというふうに思っています。そういう意味

あいでコストという部分についてはかなり当初と比べれば、地元の町費の持ち出しとい

うのは軽減できているいうふうに思っています。また具体的な部分については県議会の

ほうの終了を待って、あるいは県のほうとの協議等々をするなかでまた議会のほうにも、

お示しをさせていただいたり相談させていただくということになると思っております。

あと、不足しているところは担当のほうから述べさせていただきます。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） 補足をさせていただきます。議員お尋ねの内容につきまし

ては、先ほど町長が縷々ご説明をさせていただいたとおりでございます。敢えて申しま

すと、平成 25 年度に大山町内の山陰道が開通いたしました。3 年ちょっと経過してお

ります。利便性につきましては、議員ご承知のとおり、町内の異動について、あるいは

住民生活に非常に大きなものがあったと考えております。しかし中山インターにつきま
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しては、国道 9 号まで、直線的分かりやすく現道 9 号との結ぶ路線がありませんでした。

この完成を持って、町内の高速道路網の完成というぐあいに担当課としては考えておる

ところでございます。

さらに町内、中山地区の役場支所、あるいは農協を中心とした一つの拠点、さらにフ

ォーラムなかやまを中心といたしました小さな拠点、この二つの小さな拠点を直線的に

いち早く連結する路線といたしましてさらに重要なものと考えておるところでございま

す。

その他につきましては町長が申し上げたとおりでございます。デメリットは何かとい

うお問合せでございますが、現在のところ、デメリットというものは考えていないとい

うぐあいに思っておるところでございます。以上です。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） まず路線変更された。でもそれは橋の部分、JR の部分、

結構経費が掛かるけども、それは県がもってくれるからという説明でしたし、それから

もう一つの問題点として挙げられていたのが、9 号線との交差点ですね。あそこ、東側

のほうから傾斜があるので、坂になっているので、そういう坂の部分での交差点になる

と交通安全上、非常に危惧されるところがあるということで問題点として挙がって路線

を変更したということを聞いているんですけど、またそこになったという、そういう安

全上の交通安全上の心配はないのか、国のほうで返答をするということですけども、大

丈夫なのか、という点がもう一つお聞きしたいですし、それからもう一つ、デメリット

はないというふうにおっしゃいましたが、そういう言葉で表現していいかどうか分かり

ませんけども、特に米子方面からの山陰道から降りて来られた車が増える可能性もある

かもしれません。今もあると思いますけども、今の路線でも東側にも西側にも行けます

ので、増えたと仮定してですね、そういう騒音の心配、あるいはそこには中山みどりの

森保育園はがあるわけで、当初からあそこの交通安全上の問題が心配されておりました

けども、これが中山インター線が付くことによって交通量も増え、また大型トラックな

んかも増えるかもしれませんですよね。それの交通安全状の心配はないのかということ

を私もちょっと思っておるんですけども、いかがなもんでしょうか、2 点お聞きします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当のほうから述べさせていただきますけれども、取り付けの

場所の件について担当のほうからまた述べさせていただきたいと思います。

それから交通量の関係でございますけれど、便利がよくなれば増えるのかなというふ

うなご意見かと思いますけれど、今現在中山インター線につながっていかれる場合のな
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かで、特に私の耳の方に入っております現実の中では、赤坂の集落の中、非常に狭い道

路がありますけれども、そういったところも通られながら、この中山の方に向かってい

かれる車も多々あるというふうに思っています。非常にそういう面では集落内の交通安

全というのは、今が逆に非常によろしくない環境であると思っています。

それから 9 号線を走っている流れのなかで、今こう見受けられるのはほとんど大山町

内の方々、中山・名和・大山の方々が中心として 9 号線を走っておられる。まあ業務用

ということもあるかもしれませんけれど、いうようなところであると思っておりまして、

開通をしてから中山インター線の交通量が激増したという状況も実はないというふうに

私自信は思っています。それから中の交通安全の部分についても、いろいろとスピード

アップされないような工夫をしながら、取り組んでいる経過があります。もちろんこれ

をインター線開通することによって、利便性が高まるということで、非常にこのライン

での動きということはあるのかもしれませんけれども、そういった安全運転については、

対応してまいりたいと思いますし、生活道路という位置付の中での路線であると思って

おりますので、かなり町民の方々には利便性は向上していくんじゃないかと同時に、今

おられるナスパルタウンの方々が、買い物に行かれたりするなかで、直線的に 9 号線の

スーパーのほうへ行かれたりあるいは役場のほうや農協のほうにいかれたりという形に

なってきますので、そういう意味合いでも生活をしていただいている方々にとっても利

便性高まると思ってますし、正にそこにはご意見があったり図書館があったり温泉があ

ったり、生活想像館があったりということのエリアでありますので、一体的な空間に、

将来に向かって展開できるんでないかなとというふうに期待をしているところでありま

す。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） 国道 9 号とのタッチの安全対策につきましては、先ほど町

長が申しましたように、国土交通省と共に、道路構造については施行していくというな

かで解消できるものと考えているところでございます。

そして議員ご心配の、主にフォーラム中山地内の交通量の増加ということだと思いま

すけれど、全く増えないというわけではないと思っております。しかながら、現在、町

長が申しましたように、ここを整備することによって、まず今、赤坂地内の通行車両が

ほとんどなくなるんではないかと。むしろ、現在のほうが危険であるというぐらいにと

らまえておるところでございまして、中山インターが開設オープンする際に、速度抑制

の道路標示、あるいは速度の調整等につきましては、地元と協議をしながら安全対策に

つきましては、その際に施行したところでございます。今回の事業を完成するにあたり

ましては、やはり地元の皆さんと協議をしながら講じていきたいというぐあいに考えて
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いるところでございます。以上です。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） まずもう少し聞きたいのは、2 つですけど、答弁漏れも

あったんですけど、1 点は、その交差点での危険性ですね、国のほうが考えてくれるだ

ろうと思うと、いうような推測的はことだったんですけども、そこはまだ国からのきっ

とした安全性については、確証が得られていないということですか。

それからもう一つは地権者の同意は、きちっと得られているのかどうなのかというこ

とをもう一度お聞きします。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） 国道 9 号とのタッチにつきましては、まだ詳細の設計等々

はこれからの話でございます。したがいましてこれから、少なくとも議員が最初お尋ね

になられました、現道 9 号が勾配があるために、接続ができないというような構造、あ

るいは交差点の改良については当然現在の道路構造、あるいは安全施設の設置によりま

して整備をするものと考えておりますので、そういう点では心配はないというぐあいに

考えておるところでございます。

土地の関係者の同意は得られたかというところでございますが、先ほど町長も申し上

げました。現在、県代行の部分につきましては、県議会で審議をされているところでご

ざいまして、町議会におきましても現在こういうぐあいにインター線の路線認定を含め

まして予算を審議していただいているところでございますので、現時点で地権者の方の

了解を得ているというわけではございません。今月中にも、地権者を始め関係者の皆様

に事業説明会を開催することとしておるところでございますので、今後もよろしくお願

いしたいというぐあいに考えておるところでございます。以上です。

○議長（野口 俊明君） 他にありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 先ほどの答弁を聞いて少し疑問に思いましたので、お聞

きしたいと思います。

まず利便性ですけれども、確かに言われるようにナスパルから買い物に下りられるの

は非常に便利になると思います。それから逆に下から上がるほうですね。今、曲松住ん

でますけれど、小学校道路上がれば全然問題ない。この道ができてインターに乗るのに

2 分でも早くなるでしょうか、もしかすると。それからですね、この今回の議案をみま

すと当然町道赤坂石井垣線の交差点が始点になるわけですけれど、想像してみるのに当
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然ＪＲを上を超えて今の言動にタッチしますから、ここの下りはかなりの勾配が考えら

れるんだろうと思います。そうした時にですね、路面が凍結した時、9 号線はなるほと

本当にこれでもかと、雪と見間違えるほど凍結防止剤を撒かれるんでここ近年スリップ

するというのはあまりみたことはありませんけれども、本当に町道までそうやって冬の

安全対策をとられるかっていうことを聞きたいということと、それから先ほど町長の答

弁の中では、どうも赤坂バイパスのような位置付でこれを計画されるのではないかとい

うふうに聞きました。実際あそこを使われる方をみてみますとですね、実は、中山も奥

の方から、石井垣を経由して農道を通ってそのまままっすぐ赤坂の村中を入られる方も

結構見受けられます。

そういった時にですね、本当にこの道を作ってですね、先ほど町長が言われたように

赤坂バイパスのような位置付けで利用されるのが、非常に疑問を持ちましたけれども、

そのあたりについてお答えをお願いします。

それからですね、デメリットはないというふうに言われましたけれども、あそこ現在

予定されているところに井出がありますけれども、あの井出そのものも現在の 9 号線が

できる時にですね、地元の人に聞きますと、当時の建設省との話で水路の有効断面がと

れないので、深さが取れないからしかたがない幅で、縦×横のこの流量でこう設計して

あるということですけれども、先ほど課長の答弁から言うとですね、どうも縦断を直す、

もしかするとですね、9 号線の縦断を一回さらに下げることもあり得るのかなというふ

うに思いましたけれども、そのあたりについてお答えをお願いいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） たくさん質問いただきましたけれど、私のほうからは赤坂バイ

パスという、初めての言葉をいただいたので、どのような趣旨でお話されたかちょっと

分かりませんけれど赤坂の集落の中をとおり抜ける車が多い、ということを意味して先

ほどは申し上げたということでありますので、赤坂バイパスというこの発想自体初めて

聞かせていただいたので、充分理解ができておりません。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長(杉谷 洋一君) 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） 赤坂バイパスということにつきましては、先ほど町長と同

じ考えでございます。議員おっしゃいました、お尋ねいただきました、その井出の関係

につきましては初めてちょっと私も認識したところでございまして、当然今後、道路設

計をするにあたりましてですね、地元の皆さんの意向を反映しながら当然進めるものと

考えておるところでございます。

そして道路維持、現在の終点側のほうの話だと思います。ＪＲの跨線橋から現道タッ
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チの間、確かに現在は山が、小山がございます。そういったところにつきましてはおそ

らくまだ設計いたしておりませんので想定での話になろうかと思いますが、削平して現

道に合わせていくというぐあいに考えておりますので、当然議員も御承知の通り、道路

構造令にあった、道路構造にしないと県あるいは町につきましても国の交付金事業を使

用して行うわけでございますので、維持管理につきましては、またその時々の状況を見

ながら対応してまいりたいというぐあいに考えておるところです。  

以上です。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 国道 9 号線は今国土交通省が本当に頻繁に融雪剤を散布

されています。だから 9 号線についてはそんなに心配しないんですけれども、今回出て

るのは町道ですよね。町道中山インター線ということで、町がそうやって融雪剤の散布

をするということはたぶん機械もたぶんないと思いますし、今後もそうやってされるも

のでもないと思います。

ところがですね、9 号線に話を戻しますけれど、かつて坂の、現道タッチ、9 号線で

の現道タッチをするところでまだコンビニエンスストアがあった時代に、入りたいって

いう車がいたので、あっこれはまずいなと思ってブレーキを踏んだらスピンをして、上

側の田んぼに突っ込んだことがありますけれども。そうやって今の 9 号線の勾配、２％

ぐらいでしょうか、あれぐらいでも、実際融雪剤が散布してなければ今後、交差点にな

りますから、当然あそこで一時停止なりを求められるわけですけど、冬、本当で事故誘

発することになるんじゃないかという非常に危惧するわけですけれど、そのへんをです

ね、今後の除雪体制もひっくるめてこれをすることによって本当に大丈夫なのか、再度

答弁をお願いしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 建設を進めるにあたってはおっしゃる点については、しっかり

と対応していくなかで、進めるものであるというふうに考えています。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑はありませんか

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 14 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 12 議案第 15 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 12、議案第 15 号 大山町豊房辺地に係る総合整備計画

の策定についてを議題にします。



- 106 -

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 15 号の質疑を終わります。

───────────────・───・─────────────────

日程第 13 議案第 16 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 13、議案第 16 号 大山町過疎地域自立促進計画の一部

変更について を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 3 ページ、一番上のブロックですけれども、棒線部分に

は働きながら子育てしやすい環境づくり及びというふうに書いてありますけれども、真

ん中のブロックにも一番下のブロックにも家庭保育支援給付事業のことしか書いてあり

ません。働きながら子育てしやすい環境づくりについて記述されていない理由をお聞き

したいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当よりお答えさせていただきます。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（野口 俊明君） 林原幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） お答えいたします。まず過疎地域のこの計画で

ございますが、過疎債を利用するために、計画の中に載せているものでございまして、

過疎債に充てる事業については、家庭保育支援給付金給付事業ということになります。

で、働きながら子育てしやすい環境づくりというのは、もう既に保育所の整備あるいは

保育料の軽減、それから無償化ということで対応しておりますので、そちらのほうで行

っているというふうにご理解いただければと思います。以上です。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 一番下のブロックにですね、子育てにとって大切な乳幼

児期に家庭で育児に専念することができる支援が必要となるというふうに書かれていま

す。ところがですね、実際に今、国は 1 億総活躍社会の実現に向けて、緊急に実施すべ

き対策というものを出していまして、この中には仕事と子育てを両立できる環境、保育

サービスなど結婚から妊娠・出産・子育てまで切れ目のない支援というふうに書かれて

いますけれど、本当に大山町で必要なのはこの仕事と子育てを両立できる環境や、保育
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サービスなどを切れ目のない支援が必要ではないかと思います。29 年度の予算でも保

育所の広域入所児童委託料が 1,000 万を超えました。これを見ても私はそう思いますけ

れど、町長どのようにお考えなのかお聞きしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） まずここの案件については、過疎債ソフトを適用していくとい

うことのなかでこの文言を入れさせていただいているということでありますので、まず

この 1 点については整理をお願いしたいと思います。

それから国のほうで進めております子育て環境の整備等々、おっしゃるとおりであり

まして、私自身も同様な思いを持っております。子育てを進めていくなかで、働く環境、

あるいは働いていくお父さん、お母さんもたくさんおられます。一方では、働かないで

家庭で育児もされる方々もたくさんあります。そうした方々、両方の方々にしっかりと

対応していく仕組みということが非常に重要であろうというふうに思っています。で特

に大山町のほうでは、昨年から議会の皆さんのご理解もいただきながら、この家庭保育

支援給付事業というものを勧めさせていただいております。特にこれについては家庭で

保育をされていられる方、もちろんですけど、勤めながらもやはり家庭保育は重要です

よという意味合いでこの家庭保育という言葉を使わせていただいています。県のほうで

はこの 4 月からスタートするのは、なんでしたっけ、在宅ですね、在宅という言葉の中

で子育ての支援をするということであります。大山町としては在宅ということにこだわ

らないで、逆に家庭保育の重要性、大切さ、このことを家庭で保育される方々、あるい

は努めておられる方々にもこの思いを感じていただきたいなという思いでこの言葉を使

わせていただいておりますし、努めておられる方々にとっても、保育料の無償化であっ

たりとかいろいろな形で先ほど担当のほうから述べましたように、いろいろな支援等の

制度も設けておりますので、合わせてよろしくお願いを申し上げたいと思います。

○議長（野口 俊明君） いいですか。そういたしますと質疑なしと認め、議案第 16 号

の質疑を終わります。

ここで休憩をいたします。再開は 10 時 45 分といたします。休憩します。

午前 10 時 35 分休憩

───────────────・───・─────────────────

午前 10 時 45 分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

〔 「議長」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 副町長。

○総務課長（酒嶋 宏君) 議長、総務課長。
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○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君)  すみません。先ほど、議案第 16 号のなかでですね、字句に

一部誤りがありましたので、大変申し訳ありません、訂正をお願いしたいと思います。

2 ページ目になります。変更後の下の欄、情報通信設備等更新事業ですけれど、一番下

の行、2 段目の行、通信サービスが正しいですが、サービズになっておりますので訂正

のほうお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（野口 俊明君） ただいま執行部より議案の訂正がありました。これを許可する

ことにご異議ありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 異議なしと認め、許可することに決定しました。  

───────────────・───・─────────────────

日程第 14 議案第 17 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 14、議案第 17 号 平成 29 年度大山町一般会計予算を

議題にします。これから質疑を行います。

まず歳入について、ページをおって質疑を受けます。

平成 29 年度大山町一般会計予算に関する説明書の 3 ページ第 5 款町税から 10 ペー

ジの第 50 款使用料及び手数料まで質疑はありませんか。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） そちらのほうで分かりにくいと思いますので、事項別明

細書の町税についてお聞きしたいんですが、町税がですね、ここ何年だったかな、減額

になってたのが今回だけなんかちょっと上がっているような気がするんですけども、実

際町内の住民の皆さん、もうだいぶ働き、って言いますか納税者っていうのが少なくな

っているのに上がっているというこの実態についてどういうふうにとらえておられます

か。お聞きします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 29 年度の会計予算についてそれぞれ担当のほうから延べさせ

てこれからいただきますので、どうぞよろしくお願いします。

○税務課長（岡田 栄君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 岡田税務課長。

○税務課長（岡田 栄君） 失礼いたします。ただいまの米本議員のご質問でございます

が、だいたい担当者は、28 年度実績を基に 29 年度を計上させていただいております。

去年の確定申告、27 年分の確定申告におきましては、やはり所得において個人の所得
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において、収入実績が上がっているということが判明しております。そのために個人住

民税のほうは上げさせていただきました。ただ法人税のほうは、28 年度と比べて 700

万の減になっておりますが、やはり法人税といたしまして、各企業が例えば大山町内に

あります大きな企業におきますと、ここ 2，3 年におきましては、設備投資のほうに費

用を回しているということもあり、当然収入ですか、そういった法人税のほうは少なく

なってきている現状があるということを踏まえて法人税は少なくなっております。

あと固定資産税は、30 年度に、来年に見直しがあるのですが、固定資産税のほうも

年々担当者がいろいろ現状を踏まえて、土地なり家屋を調査したところ多少課税標準な

り評価額が上がっている現状があるということも踏まえてこのたびの予算を計上させて

いただきました。

〔 「はい、いいです」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議員（7 番 大森 正治君） あっ、議長、7 番。

○議長（野口 俊明君） 7 番 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） 今、ちょっと場所が分からなかったんで遅れましたけど

も、53 ページになりますか・・

○議長（野口 俊明君） ああ？

○議員（7 番 大森 正治君） ああ、すみません、失礼しました。

○議長（野口 俊明君） 皆さん、お手元に今の基本的なもの持っておられるでしょう。

今朝お渡ししたもの、あれに添っていきますからもう少し気を付けてあれしてください。

ゆっくりいきますんでお願いします。今ただいま 3 ページ第 5 款町税から 10 ページの

第 50 款使用料及び手数料までということになっていますから、3 ページから 10 ページ

まででありますんで。理解をしてください。他にありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 次、10 ページの第 55 款国庫支出金から 21 ページの第 60 款

県支出金まで、質疑はありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 14 ページです。総務費県補助金の広域バス路線維持費補

助金 350 万円です。昨年の当初予算は 229 万円だと思いましたけれど大幅に増えた理由

をお聞きしたいと思います。

それからですね、19 ページ、一番上の商工費県補助金の自然環境整備交付金 1,058

万 4,000 円についても説明をお願いいたしたいと思います。
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○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。まず企画のほうは 14 ページの広域バス路

線の補助金でございます。28 年度の決算は 140 万でしたけれど、来年度の予算は 350

万としております。バス事業者のほうからだいたい申請で補助金を払っているものでし

て、来年度の見込みが来ましたんで、見込みによる増額としております。以上です。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 自然環境整備の交付金につきましては、満喫プロジェ

クトの関係も若干あると思いますけれど、トイレ改修とかそういったところについての

県の交付金が若干増えたということでございます。よろしくお願いいたします。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 次、21 ページの第 65 款財産収入から 28 ページ第 90 款町債ま

で、質疑はありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 雑入の、総務費雑入の下から 2 つ目、電柱移転工事補償

金 150 万円です。27 年度も当初予算では 150 万円でしたし、28 年度も 150 万円でした。

27 年度決算をみますとですね、15 万 6,600 円でしたけれども、29 年度に 150 万円を当

初予算に計上される理由をお聞きしたいと思います。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。電柱移転補償の関係ですけど、これは情報

通信事業に係る電柱移転補償の予算を計上しております。電柱の移転要請があった場合

に速やかに対応できるような形で計上しているものです。以上です。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 今の答弁で分からないわけではないですけれども、実際

先ほども言いましたように 27 年度決算をみますと 15 万 6,600 円、昨日も言いましたよ

うに地方財政法ではですね、合理的な基準によりその経費を算定してこれを予算に計上

しなければならないと。まあなるほど、申請があったら速やかにと分からないわけでは

ありませんけれど、地方財政法でいうところと照らし合わせるとですね、ちょっと違う

ような気がするんですけれども、そのあたりどのようにお考えでしょうか。
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○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。電柱移転補償ですけど、歳出の工事費のほ

うで同額を計上しております。歳出側で電柱工事ができないと情報通信の加入しておら

れる方に影響が出てきますんで、歳出と歳入同額として計上しております。以上です。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑はありませんか。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 10 番 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 企画費についてお尋ねしたいんですけれども、総務委

員会ですけど、商工観光課関係は聞いてもいいですな。説明書のほうでいきますと、47

ページですか、合わせて概要説明書でいくと 136 ページなんですけども、大山恵みの里

プロジェクト推進事業に関係しまして・・・

○議長（野口 俊明君） 今、21 ページから 28 ページ。

○議員（10 番 近藤 大介君） あら失礼しました。ごめんなさい。次聞きます。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長(野口 俊明君) 次、今度は歳出に移ります。

第 10 款総務費 31 ページから 67 ページまで、質疑はありませんか。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長、8 番。

○議長(野口 俊明君) 8 番 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） はい、どうもありがとうございます。二つほどお尋ねい

たします。

47 ページにあります結婚対策推進事業補助金、ということで今年も予算計上が成さ

れております。これまでもうずっとあがっては来ておりました。どれだけのこういう事

業をやりながら成果があり、また次年度もこういう見込みが、これの結婚ゴールインと

いうようなどういうような見込みを立てておられるのかお尋ねいたします。

それとですね、52 ページの運転免許自主返納支援記念品ということでこれもあがっ

ておりまして、大山町も本当にまあ不便なところで車なくしてはなかなか人との対話と

いうこともなかなかままならんということがあるわけですが、この運転免許実施事業で

ですね、どれだけの人がこれに返納されてまた、毎年聞いておるんですけど、記念品と

してですね、どのようなものが送られていて、皆さんの今後、まあ来年度もそのような

方向でやろうとしておられるわけですけど、前年、そのもう一つ前の年からですね、い

ろんなことを考えながら、来年はもっと違った意味での記念品というのが考えておられ

るのか、そのあたりのことをお聞きしたいと思います。



- 112 -

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。初めに 47 ページの結婚対策推進事業の補

助金ということで 29 年度の予算は、20 万円の補助金の 4 回分を予定計上しております。

27 年度の実績はですね、5 回結婚対策の婚活イベントが開催されまして、全体で 82 名

の方が参加されたという実績がございます。今年度につきましては、これからあと 2 回

か 3 回予定しておりましてまだ実績というのはありませんが、かなり多くの効果が得ら

れているものと思っとります。

続きまして 52 ページの運転免許自主返納の件でございます。自主返納ですけど、平

成 26 年から実施しております。で、平成 26 年が 4 名の方、平成 27 年が 5 名の方。そ

して今年度は 15 名の方に自主返納していただきまして、デマンドバスの回数券、3 冊

分を交付しております。来年度っていうことですけど、この当初には、今までの景品、

2,500 円の 3 冊分の予算は計上しております。また需用はかなりありますんで、あらた

なものは、また来年度検討していきたいというふうに思っております。以上です。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長、8 番。

○議長(野口 俊明君) 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 結婚のところでもう一つお願いしたいんですけど、80 名

の人が参加してるとさっきお聞きいたしました。いくら 1,000 人が参加してくれても、

ゴールインが一つもなくってはね、何の意味もありませんので、そのあたりのへんは中

に立ってどういう仕組みでこれが事業がなされているかというのをもう少しお話聞かせ

ていただいたり、そういうなかでそういう世話をするようなそういう感じで誰がこれに

携わっておられるのかっていうのをもう一つお聞きしたいと思います。

それと自主返納、この頃老人の事故がたくさんあるということで、あるわけなんです

けど、3 冊とかさっきありましたけど、それあたりをもう少しね、お買い物ができる割

引の店もあるというようなことですね、こういう返納すればというようなこともですね、

議会報なんかでもアナウンスはされておりますけど、より一層のそのあたりのアナウン

スに向けた取り組みというのをお聞かせいただければと思います。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） まず婚活イベントについてですけれど、結婚まで行かれ

たケースというのは何組かはございます。ただ婚活イベントが終わってしばらくたって

からの結婚ということになりますので、全体的な数字、全部を把握するっていうのはな

かなかちょっと難しいような状況でございます。情報では何組かは結婚されたというこ

とは伺っております。
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また、自主返納の件ですけれど、今のところ商品等は違うものに変えていくというの

はちょっと考えておりません。現段階では平成 29 年度の当初の予算ですので今まで通

りでということでまた組ませてもらって、来年度はこういったものを拡充していきたい

ということで、検討させてもらえたらというふうに思っております。以上です。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長、8 番。

○議長(野口 俊明君) 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） もう少し結婚のところでお願いしたいんですけど、どう

いう組織の人が関わって一生懸命頑張っておられるかね、お聞きしたいと思います。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 結婚のコーディネーターということで築き会の方に関わ

っていただいております。で、あとですね、イベントを実際に開催される方は登録して

いただいた団体ということで、現在 10 数団体、団体がございます。そちらの方々が自

分たちで企画されまして、そこに掛かった経費、それを今、補助をしているというよう

な状況であります。以上です。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（14 番 岡田 聰君） 議長、14 番。

○議長（野口 俊明君） 14 番 岡田 聰君。

○議員（14 番 岡田 聰君） まず 37 ページですが、ふるさと応援寄付金の積立金、前

年度に比べて 7，300 万円も減額になっておりますが、ふるさと納税の関係は好調のよ

うですがこの減額の理由を教えてください。

それから 47 ページ、スーパーコンパクトビレッジ促進支援事業補助金 750 万円、県

の補助金で中山間地域の集落や地域住民が連携して地域拠点である小さな拠点を整備し

て持続的な運営を図る、そして交流人口の拡大、雇用の創出なんかということだそうで

すが、旧小学校地区の範囲にある遊休施設等を活用して新たな拠点として整備する計画

という、県の補助金のようですが、これ現在地域自主組織を奨励しておりますけど、こ

れとの関係を説明してください。また、対象地区はどこを想定していらっしゃるのか。

それから 59 ページ、税務総務費のなかで、人件費がかなり 2,600 万円ぐらい高くな

っていますが、昨年の予算では、あちこちに書いてあるのでちょっと私の 2,600 万円が

正しいかどうか分かりませんけどこの人件費、増額の理由をお願いします。それからず

っと下のほうで、ＧＩＳクライアント端末購入、これなんか難しい新しい・・（聞き取

り不能）を備えた次世代クラウドＧＩＳプラットフォームなど、ちょっと意味が分から

ないんですが、説明をお願いいたします。以上お願いします。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。



- 114 -

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） まず 37 ページのふるさと応援基金の積立です。29 年度です

ね、ふるさと応援基金では、当初 1 億円の寄付ということで予算立てをしております。

今年度、28 年度もですね、出だしは悪かったんですけど、高島屋さんとのコラボとい

う形でやってから急激に伸びておりますが、あくまでも寄付ということで読めませんの

で、当初 1 億円の歳入、寄付ということで予定しています。積立金のほうが 3,500 万程

度ということですけど、今回は必要経費を除いたものを積み立てるという形で予算組に

させていただいております。これまでは寄付は寄付で積み立ておりましたが、その分一

般財源が出ていくという形になりますのでふくれた形になっておりましたので、寄付の

ほうは予算、今言いましたように必要経費を除いたものを積むというような形にしてお

りますので、今回額が下がっておるということです。ただふるさと納税は、1 億という

形で諦めておるわけではなくて、それについてはＰＲを通していただく努力をしていき

たいというふうに考えております。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） すみません、47 ページのスーパーコンパクトビレッジ

の促進支援事業の補助金 750 万円の件です。これは地域自主組織が県の補助金を使って、

活動できるように計上しているものです。メニューは担い手育成ということで 300 万の

事業がございます。これが 2 団体分、具体的には高麗と下中山が向かってみたいという

ことで、2 団体分を計上しております。あと小さな拠点づくりということでこれが 150

万、これは庄内地区から向かってみたいということで要望がありましたので、現段階、

当初では 750 万を計上しております。以上です。

○税務課長（岡田 栄君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 岡田税務課長。

○税務課長（岡田 栄君） 申し訳ございません。岡田議員、もう一回質問をお願いした

いんですけど、よろしいでしょうか。

○議員（14 番 岡田 聰君） 59 ページの人件費ですが、28 年度に比べて大幅に上がっ

ておりますのでその理由をお願いいたします。

それとＧＩＳクライアント端末購入、これの機能というか、それと目的をお願いしま

す。

○税務課長（岡田 栄君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 岡田税務課長。

○税務課長（岡田 栄君） ただいまの人件費についてでございますが、人件費は大幅に

上がってはおりませんけれども。どこの部署だかちょっと分からないんですけど。
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〔 「概要説明書で合計金額・・・」「何ページですか」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） ページ数が分からんそうです。ページ数を教えてあげてくださ

い。

〔 「59 ページです」「35 ページ」と呼ぶ者あり 〕

○税務課長（岡田 栄君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 岡田税務課長。

○税務課長（岡田 栄君） 大変失礼いたしました。総額が 1,600 万上がっているという

ようなご質問だというふうにとらえさせていただいてよろしいでしょうか。失礼いたし

ました。1,600 万、これ全部固定資産税の新しい管理システムの導入業務委託料でござ

います。

まず最初の 1,080 万なんですが、ページ数、この 29 年度一般会計予算書のほうでご

ざいますが、これの 58 ページでございます。税務総務費のほうで挙げさせていただい

ております。まず固定資産管理システムデーター更新委託料、これが全部で 1,171 万

8,000 円計上しております。これはでございますね、まずこの説明からさせていただき

ますと、固定資産税管理システムデーター更新委託料でございます。まず平成 19 年か

ら 23 年分の図面であるんですけれども、今、地籍調査による筆界の変更がたくさん生

じております。この 19 年から 23 年度の間の古い図面を基に更新していただくために若

干の誤差が生じてきているというのが 28 年度に判明いたしました。これを全部修正し

たいがためにまず修正のための 500 万を組んでおります。

次に平成 26 年 12 月 16 日に県が町の同意を基に指定しました土砂災害警戒区域、こ

れも町全体かなりの数になりますが、これを平成 30 年度の評価替えの際に、その区域

を土地の価格に反映させるための作業を行うシステムに 270 万計上いたしております。

次に評価替えの際、30 年の評価替えがありますが、この評価替えの際の準備段階とし

て、標準宅地のシステムデーターの新業務に 251 万 7,000 円、それを合計したものがま

ず 1,171 万 8,000 円でございます。で、58 ページに同じく 1,080 万固定資産管理シス

テム導入業務委託料というものを含んでおります。これはですね、合併して 10 年以上

たっておりますが、合併当時のサーバーを今も使用しております。ただそれが 10 年以

上たっておりますので、若干スピードも遅くなってきておりますし、仮に今後何かあっ

たとしてもこの端末の部品とでも申しましょうかサーバーが一切製造もうされていない。

この関係の機械が一切ないということでして、この際、新しくシステムを更新したいと

いうことです。もしこれに不具合が出ますと固定資産税全般のものをこの中に入れてお

りますので、当然地籍のほうにも建設課のほうの図面にいたしましても迷惑かけますし

一番迷惑かかるのが、窓口等のお客様が来られた時に、各種証明書、図面これに支障を
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きたす恐れがございます。で、機械がないために 29 年度新しく更新をさせていただき

たいという予算でございます。

それと備品購入費のＧＩＳクライアント端末購入でございますが、これがこのたび

10 年以上たっているサーバーを全部更新しました時の付属の端末機でございます。こ

れを 5 台計上しております。2 台は税務課、本庁の税務課に 2 台置きまして、あと中山

支所の地籍に 1 台、中山支所の窓口に 1 台、そして大山支所の窓口に 1 台、図面あるい

は各種証明を取りに来た場合のことを考えて 5 台購入の予定で 97 万 7,000 円を計上さ

せていただきました。以上でございます。

○議員（14 番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田 聰君。

○議員（14 番 岡田 聰君） ＧＩＳクライアント、各支所にも置くということは、町

民の方が問い合わせていろいろ地籍を調べる場合、そこからすぐ出せるということです

か。

○税務課長（岡田 栄君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 岡田税務課長。

○税務課長（岡田 栄君） このＧＩＳクライアントは地籍だけではございませんで、図

面だけではございませんで、例えば固定の評価証明、全部の各証明に関わってくるもの

でございますので、当然大山・中山の窓口にも端末機を置くというような考えでござい

ます。

○議員（13 番 岩井 美保子君） 議長、13 番。

○議長（野口 俊明君） 13 番 岩井 美保子君。

○議員（13 番 岩井 美保子君） 一般会計の書類では 48 ページになります。企画費の

地域おこし協力隊ということで予算が組んであります。それで説明書のほうでみれば 3

名分ということがあがっておりますが、この 3 名の方に次々補助金が出るような書き方

がしてあるんですが、3 人の方が書いてある補助金はいただけるということなんでしょ

うか。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。48 ページの地域おこし協力隊起業支援補

助金 300 万というところだと思います。これ今年度 3 月で企業部門の 3 名が地域おこし

協力隊卒業となります。来年 4 月以降は、地域おこし協力隊員ではないんですが、制度

のなかで起業する場合に 1 人 100 万上限で交付金を交付することができるというような

制度がございまして、それの 1 人 100 万円上限ということで 3 名分の予算を計上してお

ります。以上です。
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○議員（13 番 岩井 美保子君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岩井 美保子君。

○議員（13 番 岩井 美保子君） ちょっと確認をさせてください。そうしますと、定

住された方に定住分としてでですね、502 万 2,000 円ですか、上がってるんですよね。

それをいただいて定住して、そげして今度、何か事業を起こすときには 100 万円の補助

金が出るということの意味でしょうか。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） すみません、48 ページの上のほうにあります地域おこ

し協力隊員の定住分の活動交付金というのは、今現在 3 名の農業をしながら定住をして

いただいてる方がございます。その方々の活動交付金でして、1 人当たり 400 万支給す

ることができるという制度になっております。その中で、給料や共済費を引いた分、残

りが活動交付金ということになりますんで、400 万の中の給料や共済費を引いた部分の

残りの部分を活動交付金として支給をして活動していただくというのがこの上の 502 万

2,000 の分でございます。以上です。

○議員（13 番 岩井 美保子君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岩井 美保子君。

○議員（13 番 岩井 美保子君） もういっぺん確認させてください。でしたら、定住

された方には、もうこの地域おこし協力隊の起業をされた方にその 100 万ぐらい出ると

いうことのみでしょうか。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。ちょっと分かりにくくて申し訳ありません。

下のほうの地域おこし協力隊の起業支援補助金というのは、隊員が地域おこし協力隊の

隊員が、地域おこし協力隊でなくなった場合、何て言いますか、卒業した場合に、翌年

度に企業する経費に 100 万円を交付することができるということで 300 万、今回企業部

門の企画にいる企業部門の 3 名の方が、3 月に退職されますんで、その方の分が下のほ

うの起業支援の補助金ということで 300 万計上しております。上のほうは現在活動して

いる農業部門の方の活動交付金ということでございます。以上です。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑はありませんか。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 10 番 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 先ほどは失礼しました。企画費の大山恵みの里プロジ

ェクト推進事業についてお尋ねしたいと思います。予算書説明書では、47 ページです
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し、概要説明書では 136 ページになるわけですが、大山恵みの里公社への補助金という

ことで 2，240 万トータルで上がっています。このうちの 600 万円が、農産物処理加工

施設への補助ということのようでございます。さらに細かく言うと 600 万のうち 300 万

が工場の稼働費用、補助ということと残りの 300 万が研究開発費用ということで 300 万。

まあそのこの 300 万の根拠について伺いたいんですけど、そもそも直近 3 年程度のです

ね、農産加工施設の売り上げ状況はいったいどうなのかと。私今資料持っておりません

けども、そんなに多くの金額が売り上げしてなかったと思うわけで、5,000 万いってま

したかね 1 年間で。その程度の売り上げに対してですね、研究開発費用が 300 万という

のは随分過大の補助だな、助成だなと感じるわけです。今言いました過去 3 年程度の売

上実績の状況と 300 万の根拠についてご説明をお願いします。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 農産加工場の売り上げということでまだ 28 年の実績

が出ていませんので、その前の 3 年間ということでご容赦いただきたいと思います。売

上ですけど、平成 25 年度が 2,476 万、26 年度が 3,200 万で 27 年度は 3,765 万と、

年々増加しているということは言えるというふうに思っています。300 万の根拠につき

ましては、理事会等でいろいろあって要望ということでございますけど、研究開発につ

きましては 28 年度と同額の額を挙げさせていただいているということでございます。

工場の稼働につきましては、今年度 500 万だったものを来年度は 200 万減額しての補助

ということで計上させていただいています。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 昨年度の予算説明ではそういう細かい内訳が載ってい

なくて今回細かく内訳してもらって分かりやすくなって良かったなと思うんですけれど

も、実は昨年はそういう根拠で出とったということは今理解できたわけですけれども、

そうすると毎年、せいぜい 4,000 万ぐらいしか売上がないのに、そんなにたくさんの研

究開発費が出ていたのかと、ちょっとびっくりしてしまうわけで、結局、要はこれはな

んてことない赤字補てんだろうというふうにしか思えないわけですけれど、研究開発の

300 万は一体なんに使われたんでしょうね。研究開発専門のスタッフがおられるのか。

そのための人件費なのか、それとも試作品を作るための材料費なのか、そのへんの根拠

はどうなっていますでしょうか。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 研究開発費の詳細についてでございますけども、人件
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費といったものや、相手先、ブランド名で出す時の商品開発、そういったものに使われ

ているというふうな報告を受けております。

〔 「いや、細かく言ってください。人件費ってなんぼですか。」と呼ぶ者あり 〕

○観光商工課長（持田 隆昌君） 全体としては、赤字となっておりますけど、人件費と

いたしましては 27 年度の決算でよろしいでしょうか。

〔 「研究開発費の内訳ですよ。使われた。全体の人件費じゃなくて。どんぶりで」と呼

ぶ者あり 〕

○観光商工課長（持田 隆昌君） どんぶりで。すみません、ちょっと大きい数字になり

ますけど、人件費ということでは、260 万程度というふうに挙がっております。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 今の説明では細かいところまで分からないところもあ

るわけですけれども、まあ推測するにたぶん、全体の経費と一緒の計算、要はどんぶり

の計算になっていて、研究開発の部門が別に収支が出されているわけではないんだろう

なというふうにみえられるわけで、そうなると、やっぱり 4,000 万なりの売り上げに対

して、300 万も研究開発の費用はまあどう考えても不釣り合いだろうと。結局それは赤

字補てんにしか見えないわけで、最初から工場稼働費用で 600 万って挙げてればいいの

に、何か研究開発費用 300 万っていうと何となく議会も納得するんちゃうかみたいなそ

ういう昨日もたくさん言わせていただきましたけど、安易な発想じゃないかなと。もっ

とシビアに予算を作っていただきたいなというふうに思いますし、なんでこういうこと

を言うかというとですね、今何年も公社がこれ委託を受けて、公社に委託を出して稼働

してもらってるわけですけれども、結果、大した成果が全然上がっていないと。何百万、

何千万も、まあ何千万はいい過ぎだけれども、多額の補助を毎年してどうにかやりくり

してるような状況ですが、民間企業でですね、うちならもっと上手にこれ運営できるよ

というところが、どうもあるようです。2 社ぐらい私も貸してもらえんだろうかって聞

いてるところもあるわけですけど、補助事業を使って造った建物ですから、当然町内の

産品を活かすということが大前提になるでしょうけれども、そういう前提の上でですね、

公社に限らず、他の民間企業なりに門戸を開いてですね、競争させてより条件のいいと

ころに委託に出すということも選択肢としてあるわけで、そういうことも視野にいれな

がら、あまり赤字補てんをする必要はないんじゃないかなというふうに考えるんですけ

ども、補助しなければならないという根拠ですね。再度伺っておきます。補助が必要な

理由ですね。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。
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○町長（森田 増範君） 公社の方から補助金の関係で加工所のほうに出させていただい

てる内容についてですけども、昨年と比べて減額ということではあります。特に研究開

発ということのなかで公社のほうでいろいろと、商品の取り組み、民間企業者からの提

案、そうしたことにどうしても人の手がかかるということは当然でありますし、それに

答えられる人が必要であるということがあってここに位置付けられているというふうに

思っているところでありますし、まあもちろんそこに商品開発ということもあると思っ

てます。先ほど近藤議員のほうから民間力の提案ということもお話がありました。町と

してもこの加工所の運営について今公社のほうに出して運営を進めているところであり

ますけども、やはり当初からの地元の商材等を活用しながらと、農産品を活用しながら

ということが大きなテーマでありますので、それを踏まえながらの民間の方々の、議員

がご承知の方々がありますればですね、是非とも提案をしていただいて、それを理事会

のほうで諮っていただくことはあるかなというふうに思っております。（「・・おかし

いでしょう」と発言する者あり）一つそういったところの中で、まあ、あの（「・・分

かれば執行・・」と発言する者あり）今の件については訂正します。そういうことの中

で判断していくということはあると、行政として思っていますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。さっきの文言については訂正をいたします。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） 実は、今の恵みの里プロジェクトについて私もちょっと

聞きたかったんですけど。実は 1 年前ですか、民間力を入れてとこれ以上赤字が増えな

いように民間力を入れてということで一般質問させてもらったことがあるんですけど、

その時に一応 28 年度ですか、一年かけて中のほうでも相談しながらやっていくという

話があったと思います。それが全然なんか活かされていないというふうに私は思っとる

んですが、今お話を聞かせていただいて。ですからそのへんのところ本当にどういった

お話があって、また工場のほうも恵みの里のほうに委託されるということになったのか。

また、よその企業になりますけど、恵みの里がそれを受けてやるというふうになったの

か。要らない、補助金要らないよ、やりますよというんだったら分かるんですけど、同

じように補助金、そういったものを入れ込みながらやるということ自体が毎年々おかし

な話ではないかなというふうに思います。

それともう 1 点ですけど、これちょっと小さい話なんですが、53 ページ、予算書の

ほうなんですが、19 の負担金補助金のところですね、デマンドバスの 13 委託料に掛か

るんですけど、赤松のバスの回し場についてお聞きしたいんですけど、あそこは集落の

東側になるか、位置的にちょっと、集落から奥というか、赤松から佐摩のほうに抜ける

道ですか、あれの所の途中にある土地を借りておられると思うんですけど、前の、赤松
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分校が無くなりましてあそこ更地になって広くなっていますけれども、あそこを利用さ

れるということは考えられないのかということと、バスについて聞きます。やはりその

デマンドバスの業務等で 2,500 万、それから地方路線バスの維持で結構お金、1,600 万

掛かっていまして、合計で 4,000 万以上掛かっています。で、本当にこれで町内の交通、

弱者の交通対策はできているかということをどのように捉えておられるかお聞きしたい

と思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 私のほうで加工所の方の関係について述べさせていただきます。

以前にもお話をさせていただいて議員のご指摘のとおりであると思っています。28 年

に向けては公社のほうでいわゆる卸原価等々の見直しを業者の方に提案して、そういっ

た展開で動き始めるということ。それから、いろいろと当初から進めていた事業者の選

定を絞っていくということ。その中で、取り組みを 29 年含めて目途をつけていけるか

どうかというところステージを公社のほうからの話としても確認をしています。29 年

にあたって、そういった動きのなかで今進めている現状ということでありますけども、

まだそこの部分で価格の見直しをしたり新しい選定、絞ってきた事業者の流れの中でゼ

ロペースに持っていけるところは少しまだ難しい状況があるというようなところでこの

たびの提案という形であげてきているというふうに理解をしているところでありますの

で、よろしくお願い申し上げたいと思いますし、この状況については、先ほど近藤議員

のほうからもございましたようにやはり様々な選択肢をもちながら町としても今後は対

応していかなければならないんじゃないかなというふうに考えているところでもありま

す。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。まず赤松のバスの回し場の件は、今学校跡

地ということがありました。グラウンドになっていますので、またそういうこともでき

るかどうか、そちらについては検討さしていただきたいというふうに思います。あと、

デマンドバス、路線バス、4,000 万ぐらい掛かっているということで、効果としまして

は、デマンドバスは空白地帯を埋めるということが大きな効果になっているというふう

には考えております。4,000 万掛かっておりますけれども、国の補助なりあと一般財源

部分につきましては特別交付税措置が 8 割ございます。全体でみたらそんなに掛かって

いないような形になるのかというふうには考えております。以上です。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本 隆記君。
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○議員（6 番 米本 隆記君） まあ、恵みの里のほうの加工所についてはやはりいろい

ろと今のやり方には、実際に町が委託しとっても、公社自体がお荷物になってるような

感じになっちゃうと、やはり無理があると思いますんで、いろいろとそのへんのところ

は先ほどは恵みの里が検討してっていうような言い方を町長しておられましたけど、こ

れは町が持っている普通物ですんで、町がどこに委託するかを決めるんで、そこのとこ

ろ間違えないように町長として判断していただきたいと思いますが、その辺のところお

聞きしたいのが 1 点と、それと赤松のそのバスの回し場でなんですけれど、こんなこと

言ったら申し訳ないです。毎年毎年これ計上してあったんですよね、校舎崩してからも。

で、誰かが言わないとこれ気が付かないのか、考えないのかっていうことが。まあこれ

執行部全体に私、言わしてもらいます。もうちょっと見直してください。こういったと

ころは、お願いいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 加工所の件についてはそのように考えて参りたいと思います。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） すみません。まず赤松のバスの回し場ですけど、ちょっ

と今詳しいことを聞きましたら、やっぱり今入れないような状況だということだという

ことであったそうです。側溝とか工事とかもありますし、民地もありますんで、今ちょ

っと入ることは検討できないということでした。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長、7 番。

○議長（野口 俊明君） 7 番 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） 議案書では 53 ページ、説明書では 29 ページになります

けども、デマンドバスについて、先ほどからもありましたが、関連してですが、ちょっ

と視点を変えた質疑をさせていただきたいと思います。

先ほどの高齢者の免許証、車の免許証の自主返納ということがありまして、さっき答

弁があった中にも人数が増えておるわけですけども。これからもっともっと増えるとい

うことは予想されます。ですからそれに代わる公共交通機関として、本当にデマンドバ

スというのがね、利用度も高まるし、本当に必要な機関になるんじゃないかなと思いま

すので、ですからそういう視点から捉えた時に、果たして今のデマンドバスの利用の便

利度っていいますか、利便性というのはいいのかどうなのか、ということをね、まあ顧

みる必要があるんじゃないかと思いますが、そのへんも検討しながら予算を立てられて

いると思いますけども、具体的ですね、どういうふうな利便性を高めるための工夫を今
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年度なさっているのか考えていらっしゃるのか、たぶん住民の声も聞きながら、考えら

れていると思うんですけども、その点をお伺いいたします。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。デマンドバスの利便の向上性ということで

すけれど、まず出発地につきましては、集落が希望されるところに場所を変更したり利

便性向上をはかっております。1 集落何カ所かしかバス停は設けることはできませんが、

間隔 200 メートルぐらいで今バス停の変更とか、区長さん等を通じてお知らせはしてお

ります。今年度も何か所か変更はいたしております。あと、あまり利便性がかなり向上

すると、タクシ－事業者がございます。そういったことも勘案しながら、全体的には公

共交通会議の中でいろいろ検討しております。以上です。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） タクシー業者と民間圧迫にならないようにというのは  

前からあって限界もあるということは承知しておりますけども、その限界のなかででき

るだけ高齢者の方がこれ使いやすいなというふうに工夫していただきたいんですが、今

の乗り場のまず具体的に言いますと、乗り場の件につきましてはね、200 メートルの間、

これが長いじゃないかなという人もあるんですよね。やっぱりもうちょっと間隔を縮め

てほしい。その集落でも実際に使われる人は限られている場合がありますよね、そこま

で行くのが大変だという方もあるので、例えばその利用者がもうはっきり分かっておれ

ばそこも可能にするとかね、ということはできないのか。運転手さんのこの援助ができ

ないと聞いたんですが、これやっぱり限界があるんでしょうか。高齢者が大きな荷物を

もって乗り降りするっていうのが大変なので、せめてそれぐらいはできないかなという

ふうに思った。住民の、利用者さんの声を聞いた時に思ったんですけど、いかがでしょ

うか。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。最初にバス停の件でございます。200 メー

トルということですので、真ん中からいきますとだいたい 100 メートル、200 メートル、

200 メートルの間隔でバス停がありますんで、遠くてもだいたい 100 メートルというこ

とで考えてもらえばというふうに思います。ちょっと 100 メートルが遠いのかっていう

ことにはまた議論になると思いますけど、現在 100 メートルぐらい歩いてもらえばバス

停があるというような状況でございます。

あと運転手さんの援助という件でございます。いろいろなご意見があると思いますけ
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ど、今バスとして、小さい車なんですけどバスとして今運営していますんで、タクシー

とちょっと違うところだというふうには認識はしております。またできるところまでは

やっていきたいというふうには考えておりますが、今のところはそういうことも周知し

ながら利用を促進しているところでございます。以上です。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） 確認も含めてですけども、今の運転手さんはじゃあ援助

ができないって言うことなんですかね。それが 1 点と、それから別の視点から料金の問

題です。やっぱりこれが高くて大変だと。高齢者年金もだんだんカットされる状況です

し、生活も大変な人が多いわけですが、例えば大山の方から、旧大山町でも旧大山の方

から役場までこようと思ったら、往復でも相当掛かりますね、2,000 円以上ですかいね。

地区を超えれば高くなるので。そのへんの料金の見直しというのは難しいんでしょうか

ね。タクシー業界との関係もありますけど。それは検討させておりませんでしょうか。

それも含めて。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 運転手の援助ということでございますけれど、導入当初

からそいう形で援助ができない、援助が必要な方は、福祉タクシーの利用とかそういう

形で検討がなされてきたものでございます。運送法上では、援助はできるということは

確認はしております。

ただ今バスということでそういう周知をしておりますんで現在のところはタクシーと

の区分け、この料金でどこまでするのかという話になってくると思いますんで今後また

その件につきまして検討していきたいというふうに思います。

あと、料金の件ですけど、料金は、回数券ですとかあと身体障害者割ですとか、バス

の乗り継ぎ割とか、いろんなメリットのある料金設定をしております。現段階では基本

の 500 円というのを見直すような検討は行っておりません。以上です。

○議長（野口 俊明君） 他にありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 42 ページ、企画費の報償費の謝礼金の女性の活躍の場創

出事業専門家謝礼 100 万円です。昨年に引き続きまた 29 年度 100 万円が計上されてい

ますけれど、どのような人を何回くらい予定されているのかお聞きしたいと思います。

それから 45 ページ、企画費の委託料の伝送路支障移転等委託料 1,200 万ですけれど

も、これはこれまでなかったと思いますけれども説明をお願いいたします。
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○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 女性の活躍の場創出事業専門家謝礼ということでござ

います。これは 10 年プランでもお世話になりましたスタジオＬ主催の方をお招きする

と昨年に引き続きつづいて、あっ、今年度に引き続いて、来年度もお願いしたいという

ことでございます。成果につきましては、明後日ご案内しているとおりで発表できると

思います。

○議長（野口 俊明君） いや、まあそこの説明だけ終わってしまってください。説明い

いですか。終わりました。

○観光商工課長（持田 隆昌君） はい、終わりました。

○議長（野口 俊明君） 圓岡議員、あなたは経済建設の委員さんだそうでして、この部

分につきましては経済建設だそうですんで。事業は経済建設だそうですから。そっちで

審査ができますんで。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。45 ページの伝送路の使用移転等委託料と

いうことで 1,200 万計上してあるものです。これは昨年度まで工事費で同額を計上して

おりました。専門的なことでして工事費より委託ということで見直しをして委託料に組

み替えたものでございます。以上でございます。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） 議長、5 番。

○議長（野口 俊明君） 5 番 遠藤 幸子君。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） 35 ページの総務費のなかのストレスチェック支援業務委

託料 28 万、これの説明をお願いします。

それとさっきも言われたけど、この 45 ページの地域のもうける力、これは経済建設

のほうですね。

○議長（野口 俊明君） はい、自分の持ち分のところは自分の委員会であれしてくださ

い。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） じゃあ、今の分ひとつお願いします。

〔 「オッケーみたい」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） なら、いいそうです。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） じゃあ今の 35 ページと、45 ページの地域のもうける力

創造事業委託 450 万、それと 48 ページの空き家を活用した企業支援事業、この 500 万、

3 点お願いします。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。
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○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） まず 35 ページ、ストレスチェックの委託ですけれども、今、

労働者のストレスで休む人が多いということで、昨年企業のほうで、まあ一定以上の企

業ですが、ストレスのチェックをすると、その結果をもって、ひどい場合は診療を受け

ていただくような形とか、対応をとっていくという制度になりました。で、昨年からス

トレスチェックという形で行っております。これは年に 1 回なんですけれども、ストレ

スのチェック表をですね、記入しましてそれを専門家のほうで分析していただいて、町

のほうにいただく。そのあとに状況が悪い場合は医師の診断を受けていただくというよ

うな制度になっております。そのストレスチェックの支援の業務ですね、委託するため

の経費ということで挙げております。

○地方創生本部事務局長補佐（大黒 辰信君） 議長、地方創生本部事務局長補佐。

○議長（野口 俊明君） 大黒地方創生本部事務局長補佐。

○地方創生本部事務局長補佐（大黒 辰信君） ただいまの遠藤議員さんのご質問のまず

地域のもうける力創造事業につきましてですけど、地方創生事業というのは、地域の経

済活性化ということになります。で、この儲ける力ということで地域の人たちがうまく

起業ができる、業を起こすということ、これについての支援でございます。そのひとつ

として、資金調達等があった場合、そういった相談窓口等をみんなで考える、そしてさ

らには講師等が必要でありましたら講師を呼ぶというようなところでございます。

それからもう一つ、中身的には、その産業形態別にですね、高度な人材が必要な場合

があります。例えばマネージメントとか、マーケティング、そういった方ができる人、

観光分野においては通訳士とか、そういった方、そういった方を招へいをして自分が現

在おこなっていることをもっと盛り上げていくというようなところでの、儲ける力の事

業でございます。

それからもう 1 点、48 ページの空き家を活用した期限支援、起業等支援事業でござ

いますけども、地方創生の同じく地域活性化というところで空き家を使うということが

まず前提にはなります。そこで新たな事業を起こす、そのためには空き家そのまま使え

る場合、また使えない場合があると思います。そういった時の修繕ということで 500 万

という経費を挙げております。その使うところは、サテライトオフィスでもあり、また

町内の方が自ら起業してもよろしいですし、地域自主組織があらたな事業を展開しても

いいような組立をしております。以上です。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 遠藤 幸子君

○議員（5 番 遠藤 幸子君） まず、ストレスチェックのほうをお聞きしたいですけど

も、この結果というのは、その課長クラス、この中でいろいろ判断処理されるんでしょ
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うか。どっかの業者というか、そういう人に委託とかというようなことは考えておられ

ない、それと、いや結果のなかでいろいろ判断されるのか。どっか他の方に状態が悪い

からばかりじゃなくて、出た結果というのの判断、いろいろ中の検討というのもやはり

第 3 者、外からの何か意見とかそういうものを聞くというような体制はとられないんで

しょうか。

それともうける力のほうじゃなくて、空き家のほうはこれは一軒につき何か上限があ

るものですか、それをお聞きしたいです。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） ストレスチェックのこの支援の委託料はですね、アンケート

結果を集計していただいて分析をしていただいて、こちらにいただくということで、そ

のストレス部分、関係のですね、専門家の方に委託をするという形になります。で、そ

の結果をですね、町のほうの保健士のほうで、チェックをして、それ以上の診断、内容

のチェックが必要な場合は、町の産業医のほうにその結果を見ていただいて最終的に対

応、専門医を進めるとかですね、町のほうで例えば、職場の環境改善とか、配転とかそ

ういうような結果に結びつけていくというような仕組みになっていますので、課長のほ

うにはですね、全体の傾向とか、結果、大山町の状況は報告するという形になります。

ただこのストレスチェックはですね、年に 1 回やりますんで、今のところはですね、そ

の時期の状況によってもかなり変わりますんで、傾向値だというふうに捉えて欲しいと

いうような専門家のほうからはアドバイスをいただいているものです。

○地方創生本部事務局長補佐（大黒 辰信君） 議長、地方創生本部事務局長補佐。

○議長（野口 俊明君） 大黒地方創生本部事務局長補佐。

○地方創生本部事務局長補佐（大黒 辰信君） ただいまの遠藤議員さんの質問について

ですが、現在要綱案というところは付けております。そこの中の上限というところは、

まだ数字的なものは、一応要綱案ということでは 100 万前後ということなんですけども、

ちょっと実態に応じた形にしたいなということで、最終的な判断はまだしておりません

が、上限がないことには 500 万というのが 1 回で使われてしまうというような場合があ

りますので、またそう言った場合にはお知らせをさせていただきたいと思います。以上

です。

○議長（野口 俊明君） いいですか。ここで休憩いたします。再開は午後 1 時といたし

ます。休憩します。

午前 11 時 58 分休憩

午後 1 時再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。午前中に引き続き第 10 款総務費 31 ページか
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ら 67 ページまで質疑ありませんか。ちょっと待ってください。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） すみません。議案の訂正をお願いしたいと思います。

今お配りいたしておりますところですが、議案第 22 号 平成 29 年度大山町国民健康保

険特別会計予算書の訂正をお願いしたいと思います。

9 ページでございます。総務費の総務管理費、一般管理費の・・（「議長、これ町長

からじゃないといけんじゃないかな」と呼ぶ者あり ）

○議長（野口 俊明君） いや、そういうことはどげでもはないけど、私今、許可を求め

てここをこおって説明しよるところですから。私が許可してますんで。

（「町長から・・・」と呼ぶ者あり ）

○議長（野口 俊明君） ちょっと静かに。ちょっと待ってくださいよ。今それで説明し

てください。それで私が皆さんに許可するかしないか私があれしますんで、判断します。

○住民生活課長（森田 典子君） すみません、引き続きお願いいたします。総務費の総

務管理費、一般管理費の 13 委託料のところでございます。これの内訳の中に、一か所

記載漏れがございました。委託料の上からお配りしております訂正したものの上から 4

番でございます。国民健康保険システム改修委託料 184 万 9,000 円、この項目が記載漏

れでございました。訂正をしてお詫び申し上げます。申し訳ありませんでした。以上で

ございます。

○議長（野口 俊明君） 今、住民生活課長より金額が漏れていたということで訂正のお

願いがありました。これにつきましては、許可したいと思いますが、いかがでしょうか。

〔 「異議なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） はい、そういたしますと、異議なしということでありますんで

許可することに決定いたしました。

はい、それでは再開いたします。第 10 款総務費 31 ページから 67 ページまで、午前

中の続きでありますが、質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 次、第 15 款民生費 67 ページから 99 ページまで質疑ありませ

んか。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 12 番 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 分かりやすいので、当初予算事業概要説明書でお願

いいたします。ページは 71 ページ、老人福祉法の趣旨に基づきというところでござい

ますが、敬老事業について予算が計上してあります。
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本年度は前年度に比較して 17 万 6,000 円の減となっていますが、なぜかということ

と、またこの事業は敬老会は元々町主催で行っていましたものを公平性の観点から皆さ

んにあまねくその金額がわたるようにということで企画されたものであります。それで

敬老事業がなされなかった集落もあったと聞いておりますが、そのことについての対策

も入っているのかお聞きします。

○福祉介護課長（松田 博明君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 松田福祉介護課長。

○福祉介護課長（松田 博明君） 敬老事業に係るご質問でありました。前段のほうは昨

年度と比較しての事業費のところですが、申し訳ございません。どの部分の数字だった

かもう一度お聞かせください。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 今年度予算、17 万 6,000 円の減になっています。そ

れがなぜかということと、2 回目の質問は聞こえましたか。

○福祉介護課長（松田 博明君） すみません、吉原議員のご質問にお答えさせていただ

きます。まず最初の老人福祉敬老会の関係で、17 万 6,000 円の減ということでありま

す。これについての主なものは、これはまあ交付金、補助金です。さっきも言いました

各集落で行われています敬老事業に係る交付金ですが、今年度の事業実施にあたっての

各集落からの意向調査をおこないました。それによって単独で行う、あるいは共同で行

う、あるいは地域自主組織で行うとそれぞれ希望がありましたので、一応それに沿った

額で予算要求をさせていただきまして、結果的には昨年度より交付金が減ったと。まあ

中身的には、対象人数の減、お 1 人当たり 1,000 円というのがありますので、これによ

って対象人数が減ったこと等があげられるかというふうに思っています。あと集落数も

若干、実施する方法によっても均等割りが変わってきたりしますので、そのへんで金額

の減が出てきたかなというふうに思っています。

今年度、実施できなかった集落については何らかの対応というようなことですが、個

別に各集落には具体的に電話等でいかがですかという形ではとっておりませんが、初区

長会の際にですね、敬老事業の取り組みについてご説明をさせていただきました。後期

区長会と初区長会の両方で一応各区長さんには、それぞれ敬老事業についての内容なり

取り組みについてのお願い等はしております。合わせて徹底しないところについては、

ご案内等は一応させていただいておりますけれども、内容的にその集落としての自治運

営がなされていないとかですね、対象者がいらっしゃらないとか、そういったことでな

かなか取り組めないということがあって、なかなかそう言いたいんですけど、非常に難

しいところがありますけれど、何らかの形で取り組む形でまたこちらとしてもフォロー

なりはしていければなというふうに思っています。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。
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○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 確かに自主組織、また共同実施、単独実施と 3 種類

にまあ分けて対応取られているわけですけれども、結局区長会で説明されてもですね、

結局その村に住んでいて、取り組まれておられない村に住んでいるその敬老会の対象者

の方は、結局は、自分の方からはなかなか手立てができなくて、まあ敬老会に参加した

いと思ってもできないっていうことになるわけですので、今課長そのように言われまし

たので、今年の取り組みの中で、是非そのようなことを配慮しながら、大変でしょうけ

れども、その活動について少し補助とか、運営するにあたっての対策とかを少し配慮願

いたいと思いますが、再度いかがでしょうか。

○福祉介護課長（松田 博明君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 松田福祉介護課長。

○福祉介護課長（松田 博明君） そのような未実施のところにつきましては、できるだ

け関われるような方法等もですね、アドバイスしながら実施の方向に向けてやっていき

たいと思います。

○議長（野口 俊明君） みなさんに。何課長ということを議長のほうに発言するときに

は言ってからお願いいたします。発言許可については、何課長ということでお願いしま

す。はい、ありませんか。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長、8 番。

○議長（野口 俊明君） 8 番 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 子育て支援センターといようなところでですね、ちょっ

とお尋ねしたいと思います。まあページ数で言えば 89 ページあたりに、その予算があ

りますけれども、私もこの支援センター名和のほうに行かせてみせてもらったというこ

ともありまして、まあいろいろ、ということで。その中で、昨日の補正予算のなかで、

家庭保育の支援給付金ということでですね、大山町、補正予算も通したわけなんですが、

今年度もまた新たにということもあるわけなんですけど、それを聞くと大山町も昨年

30 名あって、今年は 60 名ぐらい希望者があるんではないかなというようなお話であり

ましたし、確かに結果的には、これが充実していけば保育士さんが今不足ということで

乳幼児に係る保育士のニーズがわかるわけなんですけど、まあそれの軽減にもなろうか

と思いますし、またこの事業そのものも、評価したいのは、他市町村では 1 年と 6 カ月

までというようなことになっておるんですけど、本町は 2 年までということで、大変厚

い施しがなされているわけでして、また額につきましても他市町村では 5,000 円だ 1 万

円が大半なのに、大山町は 3 万円というようなことでですね、子育ての環境ということ

には非常に頑張っておられるなというふうに思うわけで。

そこで、そうなれば今度は子育て支援センターのほうにですね、そういう家庭で扱っ
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ているお母さんあたりが出掛けられていろいろニーズ的にもいろいろ増えたりして、あ

るいはまたそういうなかでですねお互いの交流ができたりということでですね、非常に

まあいいことではないかなというふうに思うわけですけど。そういうなかで子育て支援

センターのそういう体制は現在どのようになっているのか、また将来そういうことにな

ったら、どういうふうにまたもっともっと充実させていかれるのか、そのあたりをお尋

ねしたい。そのあたりの予算がここにも含まっているのか、あるいは人手が足らなかっ

たら臨時職員さんとか、いろんなことを含めてお尋ねします。以上です。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児学校教育課長。

○議長（野口 俊明君） 林原幼児学校教育課長。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 質問にお答えいたします。先ほど杉谷議員さんか

らご質問がありましたけど、町内の子育て支援センターは、中山と大山につきましては、

中山みどりの森保育園に併設、大山きゃらぼく保育園に併設しております。名和地区に

つきましては、ふれあい会館のほうで開設をしております。体制といたしましては、中

心となる保育士が各地区に 1 人ずつ、それからそれを補助する臨時職員が 1 人ずつとい

うことで 2 名体制で行っております。

それと 28 年度からは健康対策課のほうに子育て支援室もできておりますので、そち

らのほうとも連携をとりながら保健師とかも加わって育児学級だとかそういうものも開

いたりしておるところでございます。で、利用のほうも少しずつ増えてきておるのかな

というふうには感じているところです。で、29 年度の拡充策としましては、土曜日の

午前開設を持ちまわりではございますがしていこうかなと、その目的は、やはり平日で

あればお母さんと子供、おじいちゃん、おばあちゃんと子供という形態ですけども、何

とかお父さんも支援センターのほうに来ていただけんかなという思いも込めてご夫婦で

来ていただいたりとか、お父さんが連れて来やすいような土曜日の開設というものを計

画しております。以上です。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 別に再質問するべきものでもないかも分かりませんけど、

これにはですね、見かけたところ若いお母さんがいっぱいだったんですけど、私が行っ

たときにはね。さっきおっしゃったようにおじいさん、おばあさんあるいはお父さんと

いうことでですね、もっともっとそのあたりのね、町民に対してのアナウンスをしたり

して、どんどん来て、いらっしゃい、いらっしゃいということでですね、しっかりやっ

ていただきたいなと思うわけなんですけど、そのあたりはどのようなことでこの事業、

もっとＰＲっていうですか、考えておられるのか。今以上に。お願いいたします。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児学校教育課長。
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○議長（野口 俊明君） 林原幼児学校教育課長。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） その点につきましては、まず子育て支援に対する

施策につきましては母子手帳の交付時にいろいろとご案内をさせていただいております

し、子育て支援室、すくすく親子ステーションの職員が訪問するときにもそういう案内

はしていただいております。それとおじいちゃん、おばあちゃんの関係ですけども、今

日も放送があったと思うんですけども、子育ての子育て講演会とか、そういうことも企

画しながらそういう普及には努めてまいりたいというふうに考えているところです。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑はありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 81 ページ、同和対策施設費の需用費の施設修繕料 52 万

1,000 円です。まいどまいどになりますけれど、概要説明書に 246 ページをみますと、

今年も 2 集落の集会所の修繕料が 1 万円ずつ計上されています。大山町集会所条例の第

3 条には、集会所の維持管理及び運営を設置場所の行政区に委任するとなっているのに、

まちが負担する根拠というのは、条例上のどこにあるのかお聞きしたいと思います。

94 ページ、保育所費の給料 1 億 2，550 万円です。これは昨年度も指摘をしましたけ

れど平成 25 年までの当初予算書には、園長、所長、副園長、現業主幹、主幹保育士、

主任保育士、それぞれの人数が書いてありました。今年も概要説明書にも記載がありま

せんけれど、なぜ書かれないのか、そしてそれぞれ何人なのかお聞きしたいと思います。

合わせて厚生労働省のホームページを見ても、29 年度予算には月額 6,000 円程度の処

遇改善を行うと出ていますけれども、この予算にはそれが反映されているのかどうかお

聞きしたいと思います。

95 ページ、保育所費の賃金の嘱託職員賃金 5,372 万 1,000 円と臨時職員賃金 1 億

6,780 万 1,000 円です。それぞれ約何人を見込んでの金額なのかお聞きしたいと思いま

す。ただ昨年の会議録を見ますとですね、フルタイムが何人で早出が何人で遅番が何人

でと、そんなところまでいりませんので、実際この今回でている金額が約何人を見込ん

での金額なのかお聞きしたいと思います。

97 ページ、民生費の児童福祉費の保育所費の需用費の光熱水費です。たまたま昨年

度の当初予算と見比べた時に、5 園とも 28 年と同じ光熱水費が計上してありますけれ

ども、理由をお聞きしたいと思います。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 先ほどの集会所等の修繕でございますが、ここの

今回の予算に計上してあります金額につきましては、人権交流センター、中高のふれあ
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い文化センター、中山の文化センターとして現在大山町が直営で管理しております中高

集会所の修繕料がそれぞれ含まれております。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児学校教育課長。

○議長（野口 俊明君） 林原幼児学校教育課長。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） まず一般職の給料でございます。一般職の給料で

ございますが、これは正職員でありますので、他の職員と同じような昇給べースで給料

が決定されていると認識しております。また、ここに数字が入らないというのは、予算

書の形式上であるものというふうに考えております。それで内訳でございますが、園長

が 3 名、副園長が 3 名、所長が 2 名、保育士は主任、主幹おりますけども合わせて 19

名、現業主幹が 8 名でございます。次に、保育所の嘱託職員と臨時職員の人数でござい

ます。嘱託職員は 19 名を見込んでおります。臨時職員は、42 人を見込んでおります。

それから光熱水費でございます。光熱水費につきましては、前年度実績を参考に予算

を組んでおりますけれど、ほぼこのぐらい必要なのかなということで前年度どおりに組

ませていただいたところでございます。以上でございます。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） まず同和対策施設費ですけれども、人権交流センターや

中高が含まれているっていうのは、条例を見るとですね、ちゃんとこういう修繕費は行

政のほうがみるっていうふうに書いてあるわけです。ところが南高田や上福については

他の集会所と同じ位置付けなんですよね。毎年言いますけども。で、なぜそういうもの

をこっそりこうやって紛れ込ませるのか、これって、これ自体も不適切な事務処理じゃ

ないかなと私は思うわけです。だから先ほど言ったように、これが大山町が支出する条

例上の根拠はどこにあるのかもう一度お答えをお願いいたします。

次に保育所費ですけれども、厚生労働省のホームページには、ちゃんと 29 年度予算

に月額 6,000 円程度の処遇改善を行うというふうに出てます。県からそういう下りてき

てないなら下りてきてないで結構ですので、そういう答弁をお願いしたいと思います。

それから保育所費の需用費の光熱水費ですけれども、実績を参考というのはよく分かる

んですけれども、実績を参考にすればですね、まさか 28 年度、同じ数字が出てくると

はちょっと信じがたいなと思いますけれども、再度答弁をお願いいたします。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 決して隠してるわけでも紛れ込ませてるわけでも

ございません。条例上でいいますか、集会所の管理につきましては、それぞれ管理委託

契約というものを結んでございます。そういうなかで必要なものを町が組むというとこ
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ろでございます。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児学校教育課長。

○議長（野口 俊明君） 林原幼児学校教育課長。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 保育士の処遇改善につきましてはまだどういう通

達が出ているか私はちょっと存じておりませんが、県から下りてきている事業の中では

私立の保育所の保育士に関しては処遇改善を行うというふうな制度が今検討されている

というふうには聞いております。

それから光熱水費につきましては、あくまでも前年度予算に対してのものでありまし

て、必ず決算でみているということではございませんので、前年度予算なみでいけると

いう判断をしたということでございます。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 同和対策施設費ですけれども、だからさっきからずっと

言ってるように条例上のどこに該当するから払うんですかって言うんです。大山町集会

所条例の第 3 条には、集会所の維持管理及び運営を設置場所の行政区に委任するってち

ゃんと書いてあって、さっき言った 2 つの集会所はそのなかに位置付けられているわけ

ですよ。なのに、1 万円、課目存知かどうかよく分かりませんけれども、毎年のように

1 万円計上されている、おかしいと思われませんか。出すんだったら、だから残りの 21

の集会所にもやはり見るべきなんですよ。なのにそこの 2 つだけ例外的にみるっていう

のは、明らかに不公平だと思いますのでそのあたりの答弁を再度お願いしたいと思いま

す。

それから先ほど一つ言うのを忘れましたけれども、保育所費の職員の人数ですよね。

書式がない、書くスペースがないというようなニュアンスだったかと思いますけれども、

去年も言いました。この予算書のほうにかけなければ、実際概要説明書、この部分、こ

の部分残ってますよね、いっぱい。ちょっと枠を組んでこう書いておいてもらえばそれ

で済むんじゃないかと思うんですけれども、次年度に向けてどこのような改善していた

だきたいと私は思いますけれども、どのように考えておられるのかお聞きしたいと思い

ます。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 先ほど申しましたように 21 ある集会所は、それ

ぞれできた背景も基になった法律も違います。そのなかで委託管理契約を結ぶなかで必

要と思うものを町が、予算計上しているというところでございます。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児学校教育課長。
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○議長（野口 俊明君） 林原幼児学校教育課長。

○幼児学校教育課長（林原 幸雄君） 予算書、それから概要説明書につきましては、統

一した形で作成をさせていただいております。今後、そういうことも相談をしながら相

談のほうをしてみたいと思います。以上です。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 10 番 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 社会福祉総務費の関係で、国民健康保険特別会計の繰

出金についてお尋ねしたいと思います。説明書の 71 ページでございます。まあ国保会

計の赤字補てんということで、2,000 万円新年度一般会計から繰り出しをするという予

算が組んであります。皆さんご承知のように大山町議会では昨年暮れにですね、健康医

療、介護と財政の特別委員会の最終報告のなかで国保会計の法定外繰入れについてはで

すね、本来特別会計は独立採算が原則だということで、法定外繰入れする場合は最低限

の額でということを議長名で今申し入れしておるところでございますけれども、今回

2,000 万法定外繰入れがされるにあたってですね、最低限という考え方がどこまで検討

されてこの 2,000 万の繰入れになったのか、金額、積算の背景、理由をご説明ください。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） 近藤議員さんのご質問にお答えいたします。法定外繰

入れ 2，000 万の背景ということでございます。後程 29 年度の国保の予算につきまして、

ご審議をいただくと、議案として上程させていただいておるところでございますが、そ

の 29 年度の国保の特別会計の予算を編成するのにあたりまして、歳入歳出の収支の算

定をいたしまして、その結果、財源不足の額が 5,500 万円という数字が出て参りました。

その不足分をどういうふうに補てんしていくのかということを検討いたしました結果、

税のほうで上乗せできる上限の金額を 3,500 万円とし、残りの 2,000 万円を法定外繰入

れでということで、予算の編成をいたしたところでございます。その関係で一般会計の

ほうから国保の特別会計への繰出し、法定外繰出しが 2,000 万円ということで計上して

おるところでございます。その 2,000 万円が最小限の金額であるかということですが、

議会のほうからいただきました報告書の中のご提言、そういったものも国保の運営協議

会のほうに、ご報告をし、その内容も見ていただいて運営協議会におはかりして御承認

をいただいておるという経過がございます。以上でございます。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 国保については運営協議会もありますので、運営協議

会で諮られてということも当然あるわけですけどね、やはりほんとにどこまで本気で真
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剣に最小限というところを考えていただいたのかと。新年度は見積りしてみたら 5,500

万財源が不足するからどげするだと。全額保険税でまかなえば、だいぶ引き上げになる

し、かといって全額法定外繰入れ、まあさすがに駄目だろうと。まあ真ん中へんぐらい

で 2,000 万かと。いうぐらいのことでないかと、心配をしてしまうわけですが、町長、

副町長、そのあたりの本来であれば議長名で申し入れもしておるわけですから、もう最

低限とはどうあるべきかということが真剣に討議されたんじゃないかなと、執行部のな

かでも思うわけですけども、町長、副町長がどのような思いで、その 2,000 万というこ

とを決められたのかというところ、ご自分の言葉で説明していただきたいと思いますし、

今回 2,000 万が最低限だと。29 年度においては、2,000 万が最低限だと決められたので

あればですよ、29 年度、収入、支出、いろいろ状況によってですね、医療費の動向に

よって思ったより医療費の支出が伸るかもしれない、見込んでおったよりも、国や連合

会から入ってくるお金が少なくなったりするかもしれない。となると、正に今年度、随

分赤字で基金崩しましたけれども、29 年度締める前になって、あら足りんぞとなるか

もしれませんようね。でも、その場合、29 年度は法定外繰入れのギリギリは 2,000 万

だと決めたからには、じゃあ足りなくなったら、29 年度は連合会なりから借金して財

源不足を補うのか、それとも赤字になっただけんしかたがねえがなと言ってまた 1,000

万なり 2,000 万追加で法定外繰入れされるのか、そこらまで当然考えて 2,000 万という

数字が出ておると思うわけですけれども、そのあたりの考え方をご説明ください。

○副町長（小西 正記君） 議長、副町長。

○議長（野口 俊明君） 小西副町長。

○副町長（小西 正記君） 実際、5,500 万という大きな金額、これが国保の会計上、不

足するという見込みがありました。これによって国保税がいくら上がっていくかという

検討もいたしたところでございます。国保税をこの 5,500 万を、国保税、税額をすべて

国保税で賄うということになると、1 万円以上の、1 人当たり 1 万円以上の上昇になる

と。この上昇というのは、今国保税の税額というのは、県下で 2 番目に高い税額を徴収

させていただいておるところでございますが、さらにこれを 1 万円以上上げると県下で

一番高くなるでないかというふうに推察をしておるところでございます。この国保税の

税額をできるだけ抑えながら、あるいは一般会計からの繰入れをできるだけ少なくする

というふうな方法は、やはり考えるならば、国保の加入者の方、町民の方が健康になっ

ていただく、病気をしないでいただくということが第一だというふうに思っております。

そのなかで、思っておるところは、その一番最低限の金額、繰入れする基準額、2,000

万というふうなことでありますが、できるだけ私どものほうもこの 2,000 万以内で抑え

たいという気持ちは、前々からありますが、その医療費の増高によって、あるいは繰入

れ金が増えるかもしれないということがあります。ただこれについては、平成 30 年度
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には国保会計が県下に 1 本化されるということの動向も見据えながら、どういうふうに

終着点を見つけるかということになってくるというふうに思います。

国保会計のほうで一時借入をしたのが、平成 30 年の会計時にできるのか、あるいは

一般会計からの繰入れで精算をしてしまうのか、いろいろな問題を考えながら、今後検

討していく事項だというふうに思っています。今現在、住民の負担軽減等考えますと、

私どもが考えたのは、2,000 万円が最低、議会の皆さんのほうに提案し、御承認いただ

ける金額ではないかなということで提案をさせていただいたところでございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） かいつまんで言えばですよ、とりあえず 2,000 万の法

定外繰入れだけれども、医療費の動向が見通しよりも支出がたくさん増えればその時に

またじゃあ考えるということなわけですね。財源が足りなくなれば場合によっては、こ

れがさらに追加で、1,000 万の法定外繰入れになるかもしらんし、3,000 万ぐらいプラ

ス、トータル 5,000 万の法定外繰入れになるかもしれないということですね。30 年か

ら連合、県で、広域連合でというような話もおっしゃいましたけれども、だいたいたと

え県で一本になったとしても、結局市町村ごとで医療の実態は違うわけですから、市町

村ごとで保険料を結局は決めなければならないと。市町村ごとの徴収率に合わせて市町

村で集めなければならないということだったはずですよね。県がなんかしてくれるって

ことではなかったはずですよ。となればですよ、やはり、県下で大山町の保険税負担が

もう 1 番になるかものしれないというようなことを言われるわけですけど、それはどう

いう意味かというと、鳥取県で保険税を、保険税というか、国保の医療費を一番沢山使

っている住民が大山町だということですよ。そのことをやはり普段の生活のなかで我々

町民は気が付いていない。今回保険税をどうしても上げざるを得ないということであれ

ばですよ、まあ保険税の税率は今度 5 月の運営協議会で協議されて決定されるんでしょ

うけれども、もうこの予算の段階で上げざるを得ないということは決まっておるわけで

すから、それこそ 4 月の広報でもですよ、もう 29 年度の保険税は、これこれこういう

事情で上げざるを得ませんと。最終的にいくらになるかは、案外いくつかあって、運営

協議会で決定しますというやはりお知らせを事前にしながらですね。住民と皆さんと一

緒にどうしたらこの状況を改善できるか。やっぱり一緒に考える姿勢が絶対必要だと思

うんですよ。そりゃあ誰だって、安いにこしたことはないですけれども、何故せざるを

えんということをやはり町民全体で考えないことには、問題は解決しないと思うわけで

すけれども、そういう面倒な手間を僕は省いては、とりあえずまあ不足分を法定外で補

っておけというぐあいにしか聞こえないわけですけれども、まあさっき言ったようなね、
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住民の皆さんにそういう、それこそ今、町民総健康づくり運動もやってるわけですから、

国保の会計の状況というもの、そういった視点で広報なりを通して、あるいは説明会な

りを通じて、あるいはお知らせしていく、29 年度においてそういうことをする考えが

あるかどうかということを最後に聞きたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長、町長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 近藤議員、仰いますように広報活動というのはとても大事だと

思っておりますので、29 年度に向けてもそうした健康づくりに向けての啓発活動、あ

るいは医療費の現状、そうしたことについては、しっかりと広報をまた進めて参りたい

と思っていますし、触れていただいておりますように、正に面倒なこと省いてというこ

とでなくって、町民あげてこの健康づくりを進めていこうということの運動を勧めさせ

ていただいています。特に大きな柱のなかでの食、健診、運動、そうしたテーマで取り

組みをさせていただいています。特に食の関係につきましても食生活改善推進員さんに

ほんとうにお世話になりながら、健診時においての減塩食の提示であったり、あるいは

保育園にわざわざ出向いていただいて、食育の話を子供さんもそうですけども、お母さ

んたちにも、お父さんたちにも話をさせていただいて、そういった動きもありますし、

また運動におきましても、ステッカーを車に貼らせていただいています。どの車、公用

車走っても町内いろんなところで運動の輪広め隊、そういったことをキャッチコピーと

しながら、走り回っているのも現状であります。

啓発活動ということのなかで、町報はもちろんですけども、あるいは防災無線等を通

じてのこともありますけれども、いろいろな形で今進めているということでありますの

で、ご理解をお願い申し上げたいと思っています。合わせて民間事業者の方々にもお世

話になりながら、筋トレを含めた運動づくり、それからそれだけではなくって地元で地

域の皆さんが運動を通じての活動、展開していただいています。そうした場面にも参画

していただいて、協議会を作っていろいろな自分たちの運動の輪をどんどん広げていこ

うやというような取り組みや思いの会も開催さしていただいているという現状もありま

すので、議員のご指摘をいただきながら、さらに充実させていただきたいと思っており

ますので、よろしくお願いを申し上げます。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） 保険税の引き上げについての広報ということについて

お答えしたいと思います。今上程しております 29 年度の当初予算におきましては、昨

年の 11 月までの医療費の動向で収支の推計をしている予算でございます。このあと 28

年度の決算が 5 月末に出納閉鎖がございます。住民の皆様に国保の加入者の方に保険税
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の引き上げをお願いするということになりますと、その根拠をきちんと示す必要がある

かと思います。

その根拠を示すためには、やはり出納閉鎖が終わってきちんとした数字が出て、その

金額を精査したうえでいくらの金額をどういう考え方で、上げさせていただくのか、そ

の時点になってからお願いをするということが一番住民の方にもご理解がいただける流

れかというふうに考えています。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 次､第 20 款衛生費 100 ページ から 111 ページ まで、質疑はあ

りませんか。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長、11 番。

○議長（野口 俊明君） 11 番 西尾 寿博君。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 近藤議員と同じような話しになるかなと思いますけれ

ど、まったなし健康づくりということで、町長も力を入れていると、あるいは健康対策

課ということでね 2 年目ですかね、できております。まあこの予防費というのは、一般

財源がほとんどで、真水と言いますか、町のほとんどの持ち出しで、補助金等ありませ

んが、ただ力を入れたということでは言葉だけなので、この予算の中でここに今年の

29 年度の予算はこんなことをやるというメッセージが入っているかどうか、具体的な

こんなこと今年は健康対策課でやるという予算になっているかということをお聞きした

いなと思っていますけど、お願いします。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 西尾議員さんのご質問にお答えしたいと思います。平

成 29 年健康課対策関連の中で、特に力を入れて参りたいというふうに考えております

のは、健診事業でございます。大山町民総健康づくり運動のなかでも健診は大きな柱と

して取り組みを進めて参るところでございますので、ただ健診と言いましても、これま

で継続的に集団検診、個別検診等行っていますけれど、その中でもやはり町民の方の動

向と言いますか、要望と言いますか、そういったものを反映させたもので健診を受けて

いただく方をいかに増やしていくかということになってくるかと思います。そのなかで、

町民の方に要望が高いと思われますものが、胃がん健診のなかで胃カメラを受けたいと

いうことがございますので、胃カメラでの胃がん健診を昨年より増やして多くの方に受

けていただけるようにしております。

また、これは昨年度にも引き続きますけども、健診をたくさん受けていただくための

勧奨事業といたしまして、コールセンター等を利用いたしましたがん検診対策の勧奨事
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業を来年度も実施してまいりたいというふうに考えています。このほか、予防費のなか

では、町民全体、総合的な保険事業になってきます。このなかには精神保健も含まれて

まいりますし、母子保健、それから予防接種、たくさんのものが入っております。ただ

これらは全てにおきまして大切なものかというふうに考えておりますので、今年度に引

き続き来年度もそういった重点的なものに取り組んでまいりたいと考えております。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾 寿博君。

○議員（11 番 西尾 寿博君） はい、そうですね、胃がんっていうか、がん検診で

2,000 万ほど挙がっています。ただ、私はここからが本番です。町長に実は答えてもら

いたいなと思いますのは、国保会計がひっ迫して赤字が随分出ているという先ほどの近

藤議員の話で、私もそれに関わったわけですけども、1,800 万ほどの健康診断、人間ド

ックを国保のほうに実はお願いしているわけです。国保は先ほどの話でもそうですけど

も 2,000 万繰り入れをしながら、それでもなおかつ 3,500 万は足らないということで負

担金をいただくという方向性になっておりますけれども、今、健康予防医療が力を入れ

ているっていうことであれば国保でなくてもいいんじゃないのか。本当で柱としてやる

んであれば私は国保、国保大変なんですよ。まあ一番執行部の方が一番分かってるんじ

ゃないかな、もう基金もゼロです。ほとんど、あとは繰入れするか上げるか。もう借金

という話もありましたけど、借金は返さないけんので、2 つしかないわけです。そうい

ったなかで健康を予防、予防はほとんど真水、一般財源から出ているものですよね、そ

うであるならば。別立てて、健康に特化したものを予防として充てる、国保はかわいそ

うじゃないですかという、私はね、元々おかしいんですよ、国保からそんなことをやる

自治体もね。受けた方だけでなるというようなんでなくて、別で、町の方針がそうであ

るならば、分かりやすいじゃないですか、そっちのほうがものすごく。それで予防費は

そちらでやるというようなことを考えられたら、国保も実は助かるじゃないですか、

1,800 万ほど。そういったことで特会は特会でやる、健康の予防のための経費は町の負

担でやるという考え方はどうかな。前からこんなことを話すわけですけれども。町長ど

んなです。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） いろいろなご提言、ご示唆有りがたいなと思っています。まず

人間ドックについては町民の皆さんもそして議会の皆さんも人間ドックはやらないとい

かんだろということは、心が一つになったところの事業だと思っておりますので、その

ことについては、この人間ドックをいかな形でやっていくかということであると思って

おります。このたびの提案のなかでも、国保会計のなかで従来ずっと行ってきた経過で
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ありますので、そうした枠の中で提案させていただいたり事業を展開してるということ

はあります。先ほど来から話が出ておりますように平成 30 年には国保会計が県のほう

で一本化されるということによって、今後どのような動きになってくるか、そこはちょ

っと見えないところもあります。将来に向けての取り組みのなかで、西尾議員の今の御

提案は検討していくことは非常にあるんじゃないかなというふうに思っているところで

ありますので、そのことで答弁に返させていただきたいと思います。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾 寿博君。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 何べんも言うようですが、国保は苦しい。これからも

っと苦しくなるんじゃないかと思います。それでですね、他人のふんどしでとるわけで

ないですけども、近藤議員はいつも言っております。たまたまです。大山町は基金が若

干、大きいとはいいませんけど、あります。そのなかで、本当で健康に特化するという

ことであれば、もうそれぐらい、例えばもう寿命、あるいは健康を維持するためには、

何かよく長野県と視察にいきますと 10 年掛かると言ってますね、沖縄も今、だいぶ落

ちたんで、今上げようとしています。そのなかで 10 年掛かるんであればなかなか違う

予算では立てれないから、今の基金でも 10 年間これを使おうやというようなことを町

民の方にお示しをして、本当で 10 年間で何とか改善するようにがんばろうじゃないか。

その変わり基金はこれ使いますよ、みたいなことでもね、使えんことないじゃないかと

いうふうに思っていますけど。提案っていうか予算についての話ですので、この話もし

ていいのかなと、まあ議長さんに怒られたりしませんけど、答えれる範囲内でお願いし

たいなと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 予算のなかでのご提案かと思っていますけど、私どものほうで

今大きなテーマ、行政としてのテーマということで課のほうにも伝えているところであ

りますけども、これまでも本当に健康づくりも含めていろいろな取り組みをして本当に

参加の方々も延べ人数からするとそれぞれの事業においてはかなりあるというような思

いを持ってきておりますけれども、ただ特に運動の関係等々進めていく民間事業者の話

を聞いたり、あるいは国の状況をみたりすると取り組みをしていくなかで、熱心に関わ

っていただく方が 3 割、4 割。やっぱりそこにあと 6 割、7 割の方々が同じように関わ

っていかれれば、かなりの健康対策等々にもつながる、正にみんなで仲間づくりをして

いって健診していこうや、運動していこうや、あるいは食に対する生活習慣の取り組み

をしていこうや、横の広がりをどんどん広げていく、正に公平循環への取り組みだと思

っています。行政においてもこれまでさまざまな取り組みをしておりますけれども、そ
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れについて先ほど来から出ておりますようにたくさんの方、町民の方々、すべての方に

関心を持っていただいて、取り組んでいただく、そこの部分にいかにして入り込んでい

くかというのが今の課題であると私は思っています。その経過のなかで予算が足らなく

なってくる、参加者が非常に多くなってくる、そういったところの中から展開するなか

では西尾議員のおっしゃるような予算の執行や対応というのはありだと思っています。

ずっと皆さんのほうからもご指摘やご示唆をいただくところでありますが、その仲間づ

くりや和を広げていく、大山町の町民の皆さん全員で健診や食や運動、取り組んでいっ

て汗をかいて自分の体はまず自分が、そしてそれは家族の幸せにということだと思って

いますので、このことをさらに展開していかなければならないと思っていますし、そう

いったことを 29 年含めて進めていきたいと思っています。予算の関係についてはそう

いった流れのなかでまた充実させればありがたいのかなと思っています。よろしくお願

いします。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長、8 番。

○議長（野口 俊明君） 8 番 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 先ほど来、この健康という話しがあって、まああとは健

診やらなんやらで健康を保てたらというような話もありました。

そこで私は昨年議会のほうでも、特別委員会が設けられ、いろいろ議論してきたわけ

なんですけど、そこにおいて健康対策課ですか、職員が手が回らん状態であるというよ

うなことをお聞きしたりしまして、今回こういう計画書というのを、立派なもんも作っ

ておられる。確かにその対策の部屋では大変かと思います。私はもうそこのこの予算の

中でですね、予防ということをもっと力を入れて行くべきではないかというふうに思い

ます。寿命が延びるよ、でなくして本当に健康で自由に動ける体を作るということです

ね。保健師さん、保険課の方で人手が足らんかったら。まあそういう予防の意味におい

ても看護師さんあたり、まあいろいろな病院等を退職された人もたくさんおられます。

その人を臨時的にお手伝い願って、各集落に出掛けていただいて食はこうだよ、運動は

こうだよということをですね、ひざを交えて話をしていけば私はだいぶ健康に効果があ

りで、あとからお金がいるだなんとか以前のですね、お金を使わないそういう対策とい

うのは本当に考えていくべきでないかと思います。

私の集落を自慢するわけではないですけど、やっぱりそういうわけで今の健康対策課

から来てもらってあるいは鳥大生が来てもらっていろんなことやっとったなかでですね、

本当に皆さんが健康になろうやと、ちょっと騒ぎがあったけ、もうこれ止めますけど、

そのあたりはどう思われますか。そういう予防面についての今回この予算が反映されて

いるのかどうかというのをお聞きしたいと思います。以上です。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 特に私どももそれが一番大切であると思っております。疾病予

防であり介護予防であり、正にこれまで治療処方箋、そういった時代からですね、予防

の時代に今入っていますし、国の施策もそういった展開のなかで展開されています。杉

谷議員のほうから今御提案ありましたけれど、OB の保健師さんあたり、皆さんのほう

でそういう方があればですね、是非とも情報をいただきたいと思います。ご存じかと思

いますけれど、このたびも保健師の募集をして、今回からは 4 月になるかと思いますけ

れど、1 名加わります男性です。まあそういったことがありますけれども、実は反面、

保健師で現場で頑張ってくださってるメンバーのなかで育休を取られたりという方々も

今回少し例年よりも多い状況があってですね、おっしゃるようにいい方があれば紹介し

ていただいて 1 年なり 2 年なりお世話になってカバーしていただきたいというのも実は

実感、実態であります。よろしくお願いをしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（1 番 加藤 紀之君） 議長、1 番。

○議長（野口 俊明君） 1 番 加藤 紀之君。

○議員（1 番 加藤 紀之君） 概要説明書 104 ページになります。鳥取版ネウボラ支援

事業ですけれども、私にはあまり縁のない話かもしれませんが、このなかで子育て情報

発信事業委託料というのが計上されています。どういった事業者に委託をされて、どう

いう方向で情報発信をされていくか、ちょっとお聞きしたいと思います。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 加藤議員さんの御質問にお答えしたいと思います。鳥

取版ネウボラ支援事業の中に、子育て情報発信事業とございますが、この事業につきま

しては今子育てをしていらっしゃいます親御さん、子どもさんをどこに連れて行ったら

いいかということがなかなか分からないという声を聞いております。こういった声を何

とかしようということで、やはり今の若い世代の方については紙媒体のものではなくて、

メディアを使いましたもので、今日はどこでどのような行事が行われているかというこ

とをすぐにでも手に入れることができる、こういうシステムを考えまして、実は今年か

ら「がんじょな大山」というサイトを設けましてその運営の中に子育て関係の情報をま

とめるようにしております。これは委託しておりますのは、地域おこし協力隊の青木さ

んという方にそういったサイトを昨年まで実施しておりました社会実験のなかで、そう

いったサイトの立ち上げでまちづくりをしていただいています。そういったものを活用

しながら今、情報を必要としている方に届けていきたいと思っています。このことにつ

きましては、ふれあい子育て支援センターなどを通じてこういうサイトがあるよという
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ことを周知しております。以上です。

○議員（1 番 加藤 紀之君） 議長、1 番。

○議長（野口 俊明君） 加藤 紀之君。

○議員（1 番 加藤 紀之君） そうするとですね、まあホームページ型ですよね、がん

じょな大山ですと。もう、ちょっとアプリなんかをつかった、こちらから情報を求めに

いかないと情報が入ってこないような形ではなくて登録しておけば勝手に入ってくるよ

うな方法だとかね、そういった工夫もしていただけたらなと思いますがいかがでしょう

か。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 皆さんのいろいろなお声を聞きながら検討してまいり

たいと思います。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 104 ページ、予防費の扶助費の不妊治療費助成事業 111

万円です。27 年度決算では 137 万 3,150 円の実績があるにも関わらず 111 万円が計上

されていますけれども、これは打ち切り予算なのか、それとも希望があれば増額される

のかお聞きしたいと思います。

それから 105 ページ、衛生費の環境衛生費の委託料、河川水質悪臭物質測定委託料

139 万 6,000 円です。27 年度決算 83 万 5,920 円よりも大幅に増額されていますけれど、

これまでの 29 箇所よりも箇所数が増えるのかお聞きしたいと思います。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 圓岡議員さんのご質問にありました 104 ページ、20

扶助費の不妊治療費助成事業でございますけれど、これは 111 万円ということで予算計

上しておりますけど、希望者が多いということであれば、増額のほうもして参りたいと

思っています。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長

○住民生活課長（森田 典子君） お答えいたします。105 ページの委託料、河川水質悪

臭物質測定委託料の増でございます。昨年度よりも増額になっておる理由でございます。

測定箇所は昨年 2 か所ほど増えまして、今年は昨年と同様の箇所数でございます。です

けれども業者の見積もりによりまして、その箇所数全部で 29 箇所ございますけれども、
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この 29 箇所、年に数回ずつというところで、人件費の部分、その採水をするための人

権費部分が今までずっと抑えらえてきたところでできたところでございました。今年度

におきましてはその部分の増額が出ておりますので、その部分の増額を反映しておるも

のでございます。以上です。

○議長（野口 俊明君） いいですか。そういたしますと他にありますか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） はい、ならここでこの件は、質疑は終わりたいと思います。こ

こで休憩いたします。再開は 2 時 15 分とします。

午後 2 時 5 分 休憩

午後 2 時 15 分 再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次､第 30 款農林水産業費 111 ページから 130 ページまで、質疑はありませんか。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 12 番 吉原 美智恵君

○議員（12 番 吉原 美智恵君） それではまた概要説明書のページ数でいきます。大

山町の森林面積が確か 60％ぐらいで、かなりの面積を占めていると思うんですけれど

も、森林も宝物と思っていますが、そのことについて事業費についてお尋ねいたします。

まず森林整備事業についての、(「ページ数をだいたい」との声あり)131 ページです。

(「131 ページは・・・・」との声あり) 概要です、そのほうが分かりやすいかと思い

います。で、森林整備地域活動支援推進事業、これについて前年度予算額が 440 万、本

年度は予算額 552 万となっており、一般財源が 138 万、県が 414 万の事業であります。

そのなかで森林の有する多面的機能の持続的な発揮の確保っていう観点からということ

で、施業集約化に向けた条件整備の地域活動と書いてあります。この具体的な内容をお

知らせいただきたいと思います。そしてこの条件整備の地域活動についての件数ですけ

ど、ほとんど森林組合さんなんですけど、そのことについて状況をお知らせいただきた

い。

またその下に、次に竹林の管理不足が原因で県の補助金として 300 万円上がっており

ます。この竹林の拡大については何年か前にも質問いたしました。かなりの皆さんが結

構困っておられると思いますが、事業数としては 3 件の見込みになっています。この事

業の内容とその 3 件の根拠をお知らせいただきたいです。

そして次のページの 132 ページに、循環型森林資源活用計画推進事業があります。一

般財源が 171 万 3,000 円とその他の財源が 3 万 5,000 円ということで、174 万 8,000 円

の事業です。これは間伐促進のための搬出補助とか、樹木粉砕機の維持管理というふう

に書いてあります。これもですね、今、国内産の材木というのは案外見直されてきてこ
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の間伐ということも大事な事業になってきているように思います。それについてのこの

事業の補助金ですけれども、この間伐についての森林整備はもう少し強化されるべきか

とも思いますが、その辺についての予算立てはどうなっているのか、3 点お伺いします。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議長、農林水産課長。

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。

○農林水産課長（山下 一郎君） まず 131 ページの森林経営計画作成促進等大山森林組

合が行っている事業についてでございます。これにつきましては、森林組合のほうが経

営計画の策定ということで団地を作りながらその団地のなかで、今後の干ばつ事業であ

りますとかそういったものを集約していきながら事業をしていくために計画を立てる事

業ということでございます。ですので、森林組合の職員が地域に出掛けて森林所有者の

方といろいろお話をしながら、それからまた委託契約と言いますか、それをとって、で、

森林組合が主体となって事業をしていくことで、集約をすることによって間伐等につい

ても収益をあげるためには、1 か所とびとびではなくて団地ごとでするだとか、まあそ

ういったことによって集約的な施業が可能になります。そのための計画づくりというこ

とで、計画をつくるために森林組合が活動されるための活動費ということでの補助金に

なっているところでございます。そういったところが関係ですけども、下の森林境界確

認ということも 70 ヘクあげておりますけども、これについてもやはり今なかなか所有

者の皆さん自体が自分の山がどこにあるか分からないといった状況もございまして、補

助事業で干ばつをしようと思っても、隣との山の境界が分からないということもござい

ます。そういった意味で森林作業をやっていくうえではやはり境界がきちんと分かって

いないとだめだということで先行してそういった境界の明確化をはかっていってそのあ

と補助事業にのっていろんな造林事業を施業していくために森林組合がこの明確化事業

にのって、土地所有者の人に立会をしていただきながら境界の杭等の確認をしてその地

域の今回は 70 ヘクですので、70 ヘクの森林がどの位置が境界かという確認作業をする

ということですので。今、地籍調査事業も進んではおりますけれども、地籍調査が終わ

ったところはそれですぐできるわけですけれども、まだ未実施のところもありますんで、

そういったところをこの事業で先行していってやっているところであります。

続きまして、3 件の竹林整備の関係でございます。予算 300 万ということで挙げてお

ります。ただこれは環境保全税の関係で県のほうからの財源をいただいてするものでご

ざいますけども、要望としてはいつも 300 万程度あげるわけですけれども、県内全体で

いきますとなかなか思うようにお金が入ってこないということもございます。かなりの

手挙げがございます。そういった意味で決算的にはなかなか思いどおりには入らない時

のほうが多いということです。

で、あとどういった施業かということでございましたけど、竹林が密集をしている部
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分については、間伐をして適正な竹林にしていくということで間伐事業でありますとか、

間伐を全部切ってしまってそのあと 5 年間きちんと管理していきながらきちんとした管

理をされた竹林に戻していくというような事業の方法はいろいろございますけども、要

はこの整備をやって、その後 5 年間以上はきちんと竹林を管理しますよという計画を立

てていただいた事業者さんに取り組んでいただくものでございます。で、金額的には、

事業費、県が定める事業費の 8 割をこの補助金で支給をしまして、2 割は施業される方

の負担という形でやっております。29 年度も 3 件の事業者さんが施業やりたいという

ことでお聞きしています。

続きまして、132 ページの循環型森林資源活用計画推進事業でございます。これにつ

きましては、大山町のほうでこういった計画を立てました。森林資源を町民みんなで有

効活用していこうというなかで、主なものは破砕機を導入をいたしました。特に竹林の

ことがございましたので、破砕機を導入いたしまして、集落周辺でありますとか、水路

とか農道、そういった周辺の竹林等で邪魔になるようなもの、支障になるようなものに

ついては伐採をしていただいて、この破砕機で細かく砕いていただくような形で使って

いただけたらということで町で 3 台購入しております。それを集落でありますとか、団

体さん、多面的機能、そういったところで集落での活動で使われる時には無償で貸付を

しておりますし、個人の方であれば有償でということで貸付をしながら樹木の粉砕機を

利用していただいております。

次に、間伐の関係でございますけれど、大山町内本当に杉や檜の人工林がたくさんご

ざいます。そう言った部分が、殆ど間伐等がなされないということで非常に遅れている

のが、大山町の今の実態でございますので、そういった間伐を促進するために、県のほ

うも間伐自体は国の補助事業がございますけども、それだけでは非常に所有者の持ち出

しもかかるということで干ばつが進んでいない状況にございますので、実際に間伐林を

有効活用していただくために持ち出しをしていただく、切った木を持ち出していただい

て用材なりパルプなり、そういったものに活用していただくために県が今 3,000 円です

か、で、町がこの搬出補助金ということで 1,000 円、1 立米あたり 1,000 円の助成をす

ることによって間伐したもの、間伐の促進もですけど、間伐した未リーフにならないよ

うに、山に投げてしまわないような形で搬出していただいて森林資源の活用ということ

に寄与したいという意味で、29 年度の予算については 150 万ですので、1,500 立米分予

算化をさせていただいているところでございます。以上です。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） この森林整備につきましてですね、確かに農林の関

係では 1 番遅れているかなと思っています。現状としては。水産物とか、農業の品目と
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か沢山支援をされておられます、梨とか。そういう点に関してですね、何故と思ったら、

やはり森林の持ち主が老齢化していたり、結局間伐に入ろうと思っても林道がうまく整

備されていなかったり、トータル的な事業がうまくいっていないからではないかと。そ

してそれがそのまま高齢化していって境界も分からなくなってしまえば、大山町全体の

森林停滞というかそういうことになってしまう、森林の整備の停滞が起こるのではない

かと思うわけですけれども、それについて今は計画は大山の森林組合に任されています

けれど、抜本的に大山町として森林整備計画というものがいるのではないか、そしてま

た林道とかそういう整備、そういう大きな目でみた整備計画というものが必要ではない

かと思いますが、いかがでしょうか。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議長、農林水産課長。

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議員のおっしゃるとおりでございます。ただ森林整備

計画というのは大山町としてはございます。国にあって、県にあって町にあってと。農

振と同じような考え方で、そういった計画がないと森林施業の補助はすべて受けれない

という制度になっていますので、計画自体は作ってございます。林業は非常に衰退をし

ているという状況は皆さんもご存じのとおりだと思いますけども、やはりこれだけ木材

の価格が低迷をしてしまったと。一時一番良かったころの今は 4 分の 1 ぐらいの価格で

しか取引きができない状況に今なっています。これは、木材の輸入自由化ということが

なされた結果、そういうことになったということが一番の原因かと思いますけども。林

業に従事される方は昔はまだたくさんおられましたけども、やはり全く今儲からないと

いう現状がございますので、これだけ衰退してしまったということでございます。ただ

林業については水源涵養という面でいくと非常に広域的な機能を持っておるわけでござ

いますので、そういった観点から、行政としてもしっかりとフォローしていきながらき

ちんとした森林整備、せめて森林の管理まではしていただくようなことにはもっていく

べきかなとそういった思いで林業については、取り組んでいるところでございます。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 森林整備計画、あると思います。私が申し上げたい

のは、大山町の実用に沿った生きた森林整備計画を練り直してほしいという意味でした。

その点でですね、竹林についてもたくさん実際には困っている人がいるのになかなか整

備ができていない。その竹林の関係で竹炭政策というかそういうのが町内でも竹炭を使

って何か製品を作ったりそういう取り組みをしようとされている方が若干あると思うん

ですけど、そのへんとのタイアップとか、それからまた森林セラピーというものも他の

ところでは起こっております。ですので、まだ森林を充分に活用していない、そしてま
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た保全がなされていないというふうな観点から整備計画のことを申し上げたわけであり

まして、これについてやはり今の現状を打破するためにも、そうですね、間伐促進もで

すね、1 本が 1,000 円はそうですけれど、そうは言っても干ばつ材を出すにはそこの山

まで行かなければいけないわけで、その道が整備されていなけれななかなか広がらない。

そういういろんな問題があります。その点について今ある森林整備計画の練り直しとい

うか、それからまたそういうことがこの予算立ての時にいるのではないかと申し上げて

おりますが、いかがでしょうか。町長でもよろしいです。でもっていう言い方はおかし

いです。町長のお考えを質したいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 私のほうに振られましたのでお答えいたします。計画というも

のは既に作ってあって、いろいろその取り組みを合わせて進んでいるところであります

けども、実態としては特に管理をされる方々がいかに動いてもらうかということの取り

組みが重要であるということを考えて、森林のほうの関係にしては既に予算のほうにも

出たり過去にも出ておりますけど、間伐材の搬入、搬出ですね、そういった作業道の整

備だったりとか、身近な事業や町も含めて取り組みを実は進めてきています。森林組合

に、大山森林におかれてもそうした取り組みを中山であったり名和であったり大山であ

ったり、いろいろなところで進めてきていただいているのがこの昨今であります。それ

から竹林のほうについてもご案内のとおりでありますけど、やはり手がかかっていない

ということの中から、先ほど申し上げたような粉砕する機械を入れさせていただいて、

集落であるいは複数の方々で利用していただくというようなことも体制としては取らせ

ていただきました。そういったことを本当に身近な方々に取り組んでいただくといった

ことを一番大切ではないかなと思っていますので、計画のプランニング、計画書をどん

どん作り上げていくということも大切ですけども、まずは身近なところ、既にあるもの

もありますので、身近なところの取り組みをもっともっとやっていただくそうした啓発

活動をさらに進めていけたらなというふうに思っておるところでありますので、よろし

くお願いをいたします。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 115 ページにですね、予算書の 115 ページにイノシシ等

捕獲奨励金で 513 万計上してございますけれど、この前もちょっとお話しました、処理

加工所ですね、イノシシの処理加工所というものが必要だということからですね、取り

組むということだったですけどもその処理加工所の助成はどこのところにあるのかなと
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思ってみておりますけど、私もなかなかよう見つけないというような状況でございまし

て。それもまた教えていただきたいなと思ったりします。

それからですね、117 ページにですね、たくさんの補助事業、交付金事業、行ってい

ただいてですね、大山町の農業発展につながるでないかということでですね、本当にま

あ町のほうに敬意を表したいわけでございますけれども、その中で分からない、私がこ

れどういう事業かなと思ったりする事業がございまして、それをまあ説明いただいたな

らというぐあいに思ったりするところでございます。教えて頂いたらなというほうが妥

当かもしれませんけども。荒廃農地等利活用促進交付金ということで 990 万円ございま

すし、それから鳥取芝のブランド化生産振興事業補助金ということで 277 万円、それか

らがんばる農家プランの事業補助金 2,500 万円ですね、それから就農条件整備事業費補

助金 1,600 万円、それから一番下のほうにあります経営所得安定対策推進事業の補助金

で 583 万円とかございます。それからですね、はぐっていただきまして 118 ページに環

境保全型農業直接支払交付金で 156 万 6,000 円ございますが、これはまあどういうのか

なというぐあいに思ったりするところでございます。それから 119 ページにですね、鳥

取和牛振興総合対策事業補助金 1,942 万ということでございますが、これ何頭ぐらいの

ですね、和牛の導入を考えておられるのかということをお願いいたします。それから

119 ページのですね、一番下のほうの農地耕作条件改善事業委託料 140 万円がございま

すが、これはまあ香取のんかどうか分かりませんが、そのへんをちょっとお伺いしたい

と思います。それと 120 ページにですね、工事請負費のほうで農地耕作条件改善事業

2,900 万が挙げられていますが、これもちょっと教えていただいたらなということでご

ざいます。それから 121 ページのですね、園芸産地拡大支援モデル事業補助金 255 万

8,000 円というのがございますけれども、これがどういう仕事かということを教えてい

ただいたらなと思ったりするところでございます。一応まあそれだけお願いいたします。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議長、農林水産課長。

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。

○農林水産課長（山下 一郎君） まず 115 ページのイノシシ等捕獲奨励金が 513 万円と

いうことのなかで処理施設の関係の予算が見えないということでございましたが予算化

しておりません。今回骨格予算ということがございますので、その方向では今進んでい

るという状況ではございますけども、めでたくはまた、いい具合になれば 6 月補正なり

お願いをしたい。まあとにかく骨格予算ということでございますので、計上はしていま

せん。

続きまして補助事業の関係で、まず 1 番目の荒廃農地等利活用促進交付金でございま

す。これは 28 年度までは耕作放棄地の再生事業の関係の予算が組え替えになりまして、

今回事業名が、国のほうが変わりました。その関係で新しい事業名で作っておりますけ
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ども、今までの再生事業と同じでございます。ただ今までは 25％部分を町が再生協議

会に補助金として出すだけの予算でしたけど、今回からは国と県から 75%いただいて町

の 25％を含めて合わせて 990 万の交付金ということで、再生事業される方に交付を直

接町がするということで、ちょっと予算の執行の方法が変わりました。ただ昨日もちょ

っとご説明しましたけども、これが予算、国に対して要望している事業費ではございま

すが、非常に国の予算が全国で 2 億しかないなかで、大山町でこの半額の 400、約 500

万を国からいただけるかどうなのか、ちょっと分からないということですけれど、要望

としてはあげているので、予算化をさせていただきました。

次に、鳥取芝ブランド化生産振興事業補助金事業の関係でございます。これにつきま

しては、鳥取の芝生産組合といいますかそういったところのなかで、芝の頭刈り機です

とか、集送ですか、そういったものの機械を導入していかないと安定した芝生産につな

がってこないということで、県全体での 1 本の申請ですけども、そちらのほうから要望

とりまとめしていただいたなかで、今年の 28 の補正から取り組んだものです。3 カ年

事業ということで、今単県事業で取り組んでおるものでございまして、頭刈機等を町内

の生産者の皆さんが導入したいということに対する 2 分の１補助のものでございます。

続きましてがんばる農家プラン事業でございます。これについてはずっと続いている

事業でございますけども、認定農業者の方がトラクター等の機械整備をして生産基盤の

拡大ということでがんばろうという方が、県のプランの認定を受けた方、町も審査会を

しますけど最終的には県がそのプランを認めた方に対して補助をするものでございます。

基本的にはトラクターでありますとか、コンバインそういったものを個人の方が導入を

されるということで 27 年度は 7 名の方が事業をやりたいということで手挙げをいただ

いておりますので、そこの部分の予算の 2 分 1 補助の予算でございます。

続きまして就農条件整備事業補助金でございます。これは新規就農を 29 年度、新規

就農でやられる方の、これもまあトラクターですとか、いろんな機械設備、ハウス、そ

ういったものの整備をしていこうということで予定にあがってる方の部分について 2 分

の 1 補助分の 1,600 万ということで予算計上をしております。

次の経営所得安定対策推進事業補助金につきましては、これは国が 100％出すもので

すけど、3 割補助です。これも認定農業者の方ですけども、これもまあ機械等の整備に

ついて、公庫等の借入を条件に補助残については借入しますよと、借入が反対にできる

方がこれも 3 割部分の補助が受けれるという形になりますけど、これ確か 2 名分予算化

をさせてもらってるところでございます。

次のページで、環境保全型農業直接支払交付金でございます。これは環境にやさしい

取り組みということで、4 年ぐらい前からですか、カバークロックですとか、基本的に

有機農業、そういったことの水田での取り組みに対しての今回、一昨年から団体での取
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り組みと。個人ではなくて団体での取り組みということになりまして、今町内で 3 つの

団体の方が有機とかそういったものに取り組んでおられる水田に掛かる、交付金という

ことで、これについては国が 50、県が 25、町が 25、という負担割合で 156 万 6,000 円

というもので今予算化をさせていただいているところでございます。3 つの団体が取り

組むものでございます。

次に、119 ページの和牛の関係でございますけれども、これも 29 年度は 27 頭分を予

算化の要望があがったものでございますので予算化をしております。

それから一番下の耕作条件改善事業委託料でございます。これは次のページの耕作条

件改善事業の工事請負費 2,994 万に対して、昨日からもちょっと説明しておりますけど

も、耕作条件改善事業にについては、昨日の分は香取で機構が取り組むということで説

明をいたしましたけども、この 29 年度当初予算については、町が実施主体となって工

事を発注するという形になりますので、その前段で設計等については外部委託になるか

もしれないということで委託料を 140 万計上さしていだだいておりますし、それでもっ

て設計していただいたものを工事として発注していくということになります。だいたい

今 10 ヘクタールぐらいの農地の改善事業ということで予算化をさせていただきました。

それから 121 ページの園芸産地拡大支援モデル事業でございます。これはネギとかブ

ロッコリー畑の配水対策に関して支援をするものでございます。定額単価は決めており

ますけども、暗渠配水でありますとか、鋼板破砕、そういったものについて取り組んで

いただいて 5 年間のうちで必ず、1 作以上はブロッコリーとか葱、そういったものを作

るというような条件のもとにこれも昨年から事業としてはできたわけですけども、大山

町としてはこの度 29 年度初めて農家の皆さんから手が上がりまして、農協さんのほう

が実施主体になられて取り組むということで要望が出ておりますので、それを予算化さ

せていただいたものでございます。ということで以上です。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） ありがとうございます。イノシシの処理加工所につきま

して、このたびの予算には計上されていないということでございましたが、これをです

ね進めようかということで頑張っておられる方々からすれば、非常に落胆されるでない

かなというぐあいに思ったりするわけでございますけども、今年度、もしもやられると

いうことになった場合にですね、今、まあ予算要求していない県や国のほうにはですね、

どんなもんでしょうか、今年度にまたあとから補正で町のほうが出せるような状況にな

るもんでしょうか。そのへんちょっとお伺いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。
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○町長（森田 増範君） のちほど担当のほうからも、補足をさせていただきますけれど、

先般もイノシシの加工を含めた関係の方が来られてですね、組織を立ち上げた、あるい

はその準備のメンバーということで、自分たちで自力で加工していって、あるいは販売

をしていって、また施設の運営もしていって、さらには民間の土地あたりを話し合いを

しながら、少しずつ目途を付けて進めてきているというお話をいただきました。以前に

も町の方の考え方として自力で非常に難しい事業だと僕は思っていますので、自力でメ

ンバーでお互いに考え方を共有しながらしっかりやっていただくという筋ができれば、

それは応援していかなければならないということは申し述べてきた経過があります。そ

うした経過のなかで補正あたりにはですね、可能性として充分あるものだというふうに

思っています。一番大切なのは、やはり運営をされる方々の、特に衛生管理の問題もあ

ると思いますし、それから狩猟される方々のチーム力、ということもあるんじゃないか

なと思っています。品質の問題はどの畜産であっても品質というものが最終的には問わ

れていくことだと思っていますんで。そうしたメンバーの中で十分なルールづくりであ

ったりとかあるいは考え方であったりとか、あるいは自立した経営ビジョンであったり

とか、そういうことを計画を進めていくにあたってはもちろん求められることであると

思っていますので、その辺の場を詰めていただいて、提案をしていただくような運びに

なれば非常にありがたいのかなと、そういった形のなかで町のほうとしても支援をして

いくということであると思っております。担当のほうからも述べさせていただきます。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議長、農林水産課長。

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。

○農林水産課長（山下 一郎君） 国、県の補助金のほうは大丈夫かというご質問かと思

います。任意団体でありますけども、大山ジビエ振興会というものが 2 月 5 日に立ちあ

がったということで聞いております。そういった任意団体ができましたので、補助事業

として、可能な団体であれば国の補助金については町を通さず、その振興会が直接国に

補助金申請っていいますか、国から県を通して、町は通さずにという形になりますので、

そこの部分は準備ができるという判断をしてますので、3 月、今月には事業計画等内々

のものを出されてそのあと 4 月頃には国としてどうなのかということも決まってこよう

かと思いますので、そういった段階で、直接その分については、県のほうと今相談して

おるところでございますので、ただ 100％国の補助金も今回計画している団体に 100％

要望額がいくかどうなのかということについてはまだ分からないことではございますけ

ども、そういった準備のほうは今並行して進んでいるという状況でございます。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 分かりました。それではですね、それとはまた別のとこ
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ろでございますが、129 ページで、漁港区域漂着物処理業務委託料 100 万円みてありま

すけども、これは今よくハングル文字のポりタンクがよけ漂着しているというようなこ

とがございますけども、大山町の海岸にもですね、そういうような状況のなかでこれが

出されているのかということとですね、御来屋漁港の港湾道路の修繕工事ともう一つで

すね、荷揚場の保全工事測量調査設計委託というようなことがございますけれど、御来

屋漁港をどういうような考え方で改修される予定かということをお伺いいたします。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議長、農林水産課長。

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。

○農林水産課長（山下 一郎君） 129 ページの漂着物処理業務委託料 100 万円でござい

ます。これにつきましては近年ずっと予算化をさせていただいておりますけど、漁港と

して管理をしております御崎、御来屋、平田、そこの漁港管理区域といいますか、そこ

の漁港があってその周辺、一部分ですけどもそこの漂着物については、漁港管理してい

る町がそういった漂着物等の処理は、町がするという決めになっていますので、そこに

流れついたものについては町のほうで処理をしております。ですので、今回の分につい

てもそこの範囲内のものであればこれの予算で処理ができます。

それから次の御来屋漁港の臨港道路、修繕工事 340 万でございます。これにつきまし

ては、今御来屋漁港の排水の関係が東側の漁民アパートのほうに引っ張って、港内には

入らないような形で排水をしておりますけども、どうしても高波、高潮になりますとそ

の漁民アパートのほうから砂等があがってきて、実際にはずーと 100 メートル以上砂が

あがってきてその御来屋漁協の施設のところまでずっと水路があるわけですけども、そ

ういったところまでがずーと砂があがってくる状況にあります。そういったことで長い

間、水路自体が開閉になっていないということもあって以前はバキューム車等でその砂

を除去ということもあったようでございますけれど、その水路を今度は港内にぽんと出

してしまって迂回路を作るような形でやればそういったことがない改善されるのではな

いかということがございまして今回 340 万の工事費を予算計上させていただいて水路の

バイパス工事という形で、排水路のバイパス工事ということで計画をしているところで

ございます。

それから最後の委託料、御来屋漁港の物揚場保全工事測量調査・設計業務委託料で

1,200 万 6,000 円でございます。これにつきましては、ずっと御来屋につきましては保

全計画を立てております。年度的に保全計画を立てまして、早いうちに修繕なりをやっ

ていくことで大がかりな修繕等が必要なくなるって言いますか、経費節減にもつながる

ということがございます。そういった意味で一昨年は防波堤の整備をしましたけど、今

回は物揚場のところが傷んでいるという状況がございますので、まずは今年度は調査測

量、設計という形でさしていただいて、その後状況をみて次年度以降、工事修繕が必要
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ということになれば工事に掛かっていこうということでの第 1 年目の予算ということで

ございます。

○議長（野口 俊明君） 議長、他に。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） 農林水産課の全般になっちゃうかと思いますがお願いし

たいと思います。実はですね、この予算書の中に農林、水産の後継者に対する育成とい

うかそういった予算っていうのは入ってないように思うんですよ。以前でしたら研修生

制度というのも農業ではありましたし、今はまあ地域おこし協力隊に変わっているかも

分からないですが、そういったところで後継者の育成ということについての予算的なと

ころは、今回ないですが今後どう考えられるかっていうのを教えていただきたいのと、

もう 1 点。これは以前、稚貝の放流っていうのがありまして、サザエ、アワビの漁獲を

確保するというのがあったんですか、今回予算にはないんですけど、放流時期等考える

と予算化しなくても大丈夫な問題か。ちょっとこの二つがちょっとお聞きしたいと思い

ます。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議長、農林水産課長。

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。

○農林水産課長（山下 一郎君） 後継者の関係で具体的な予算がないのではないかとい

うことでございましたけども、予算上はたくさん入っているつもりでございます。アグ

リマイスター協議会の補助金ということで今 30 万組んでますけども、マイスターイコ

ール後継者育成のための制度というふうに理解しておりますし、それから予算上もいわ

ゆる親元就農についても後継者育成だと思っていますし、新規就農の支援、そういった

ものについてもやはり担い手の確保という観点での事業だというふうに認識をしている

ところでございます。

それからサザエ、アワビ等の放流の関係の予算がないのではないかということでござ

いましたが、予算化はしております。128 ページの補助金のなかで磯場資源緊急回復事

業補助金の 78 万、栽培漁業ビジネスプラン補助金で 85 万 7,000 円、これがそれに値す

る、要は磯場支援については、御崎が赤潮でやられた関係でこれは一昨年ですか、その

関係で 3 カ年の事業で手厚く助成をしていくということでサザエ、アワビの放流をする

ようにしておりますし、それから次のビジネスプラン支援事業についてもこれは町の負

担部分だけを予算化していますので、県は県で直接漁協さんのほうにお金がいくもので

ございます。これについてサザエ、アワビの放流、平田、御崎、御来屋の部分を予算計

上しているものでございますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（野口 俊明君） いいですか。はい。次、第 35 款商工費 130 ページ から 138 ペ
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ージまで、質疑はありませんか。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 12 番 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 概要説明書でいきます。144 ページです。ここでです

ね、私は決算の時も毎回申し上げております、この大きい山とかいて大山と呼ぶ事業が

また入っております。この事業について私自身はいつも PR だけでどうなのかと。大山

と名前が知れたからということでなくて。いつも板橋に行っておられます。で、今回は

旅費が認知度調査とか、アンケートのアルバイト、これももう何年も続けているので、

もうできていないといけないことではなかったかと思うんですが、それよりもじゃあせ

めて実績としてその入込客増加のためのそれの経費が計上されるべきではないか。実際

にこちらに案内して、実際の団体の方に来てもらうとか、そういうことをしないと事業

の意味がないと思うんですが、そのことについてこの主な経費の内容はそういうふうに

なっていますが、お聞きします。

それからあとシートゥ―サミットが同じページに 100 万円の負担金があります。入所

者記念品を 14 万 4,000 円。これですけど、じゃあ私たち大山町民がどれだけ知ってい

るのかというとちょっと薄い感じがいたします。結局、道路が観光道路を使われた海か

ら山まで上がっていかれるということもあるでしょうけれども、この金額を負担して商

品もありながら盛り上がりに欠けるのはもったいないと。大山町民もやはり知っておい

たほうがもう少し盛り上がって全体的にただ参加されている人だけではなくて、盛り上

がるべきかと思いますが 2 点質問いたします。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 大山だいせん事業についてまずお答えさせていただき

ます、ＰＲばっかりでどうなのかという問い合わせもございますが、これは地方創生の

事業も絡んでおりまして KPI、いわゆる事業実績効果というのが求められています。

昨年度も板橋のほうの大山商店街に出掛けていって、アンケートを 2 日間で 1,000 枚、

1,000 人に対して約 1,000 人ですね、取らせていただきました。今年度もつい先週に行

ってきて取ってきたところです。

まだ取ってきたばかりですので、細かい分析は出てきておりませんけれども、こうい

ったことを繰り返しながら大山についてもいろんな他の事業でもＰＲしていると、おも

てなしとか、そういったこともいろいろ事業やっているわけでございますけど、そうい

った事業総合的にポイントを絞って同じ条件で知名度がアップしているのかどうかとい

うのをはかるというものもある程度必要なのかなというふうに思っています。経費とし

ては、現地調査アルバイトということなんですけど、今年度は直営に切り替えましたの
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で、職員が出掛けていってそれから現地で 2 人では 1,000 通とれませんので、現地でア

ルバイトの方をお二人お願いしてアンケート調査等行っております。またその時にただ

単にアンケートはとっていただけませんので、協力をしていただけませんので、ＰＲグ

ッズ、今回はエキナセア茶をですね、チラシと共にお配りをさせていただいて、ＰＲ活

動をしてきたところであります。それから同じ大山商店街にあります物販の全国から物

販を扱うお店があるんですが、最近は大山町の商品も売り上げが伸びておりまして、今

年度、昨年の 8 月、７月にはブルーベリーが全店で第 1 位になったというようなことも

ありまして、着実に効果は上がってきているのかなというふうな思いをしているところ

でございます。

それからシートゥーサミットの件ですけれど、おっしゃるとおりかなというふうに思

っています。途中で皆生からスタートしまして、途中大山口停車場線に入ってきますけ

れど、割りと中間あたりから入ってきますので、町民の方に対してアピール度は少ない

なというのは確かに感じています。観光客の方を呼ぶということもあって、町内へのア

ピールが足りなかったのかなという点は反省しつつ、今後は町内へのアピールも展開し

ていきたいなということを思っています。以上です。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） KPI の関係で続けなければいけないということは分か

りましたけれども、このアンケートもですね、毎年かなりの年数やっていますね、この

事業は。アンケートの中身として変えているのか、今回変える予定があるのか。という

のは 1300 年事業の認知度とかまた大山町に求めることとか、具体的な、それからおも

てなしの内容ですね、食なのか、温かいふれあいなのか、そういうところのアンケート

もちゃんと項目をきちんと工夫されて生きたアンケートにせないけんと思うんですけど、

そのことと、あと板橋区というかおおやま町の認知度はもうこの何年も大山町で行って

ますので、この大きい山と書いてだいせんの事業もですね、なぜか東京ばかりなんです

けれども、実はリサーチである旅行会社が調べると結構来てるのは関西が多いと。じゃ

あ関西地方への売りこみなどはこれまでずっと東京だったんですけれど、そのへんのこ

とも考えながら、大きい山と書いて読む大山の事業の効果というものがいるんではない

かと思うんですけど、その辺のこれからの予定とかそういうことはどうでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 大阪のほうの関係の話がありましたので、大山だいせんという

事業で展開している経過はありませんけれども、特に昨年 1300 年に絡めてですけれど

も、大山観光局のほうと大阪の商店街の方と、特に連携をとって協定を結んでやってい
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こうという動きもかなり進んできております。インバウンドの関係も、非常に大阪の商

店が非常に多い方があるという動きもあって、旅行事業者の方との連携であったりとか、

あるいはそこからお客様をこちらのほうに動かしていくような考え方とか、そういった

事業等、これは民民と、民間同士という位置付けもありますけども、運んでいる現状が

あります。そこに私ども、お邪魔させていただいて、いろんな情報収集したり、あるい

はこれから 1300 年のそういった部分に向けてしていかなければならないことが発生す

ればまたしっかりと取り組むを進めていきたいなと思っているところでありますので、

関西のほうの話がでましたので、私のほうから一言述べさせていただきます。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） アンケートにつきましては、同じ場所で取らないと比

較ができないというようなこともございます。そういった意味で場所、時期とも同じ条

件に近づけさせていただいておりますけど、ただ単に、おっしゃったようにただ単にア

ンケートを答えてくださいだけではなかなか答えていただけないので、その話かけなが

ら語りかけながら鳥取県から来たんですよみたいな感じでですね、鳥取県をご存じです

かみたいな聞き方を工夫しながらいろいろやっております。で、その際に、項目として

は去年と同じ項目は必須ですけれども、若干、去年から始めたんですけど正確には、今

年はちょっとどうやって大山を知ったのかとか 1300 年を知ってるのかとか、そういっ

たことも加えているのも事実でございます。合わせて申し述べさせていただきます。

それから首都圏のみでよいのかということでございますけれども、先ほど町長の答えに

もありました、私どもも平成 29 年度の課の重点目標ということで、昨年までは首都圏

へのＰＲということをうたっておりましたけど、今年度は大都市圏、実は名古屋の方に

も観光客、外国の観光客の方が多いということですので、名古屋のほうにＰＲに行くと

いうことも加えて大阪圏、関西圏もということで目標を首都圏ではなくて、大都市圏と

いうふうな呼び方に変えて、大阪、関西のほうにも重点的に力を入れていこうかなとい

うふうに考えているところです。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） だいたい了解いたしましたけれど、さっきからイン

バウンドが出ていますので、じゃあインバウンド対策についてですね、随分前から申し

上げていたんですけど、迎え入れるほうの旅館とか今あるもののなかで工夫していかな

いといけないと思うんですけども、そのへんについての対策で、パンフレットやっとこ

さできるみたいですけれども、外国語の。旅館に対しての整備について今あるものを洋

風にトイレ、バスができれば、シャワーができれば、意外とこたつが良かったり、和室
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でもマットレスを敷けば大丈夫のようなことがありますが、そういうことについてイン

バウンド対策について、今年度何かこれまでと変わったことがあれば教えてください。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 今インバウンド対策が非常に重要になっているのは周

知のとおりでございます。ただ旅館の施設を改修するということになりますとなかなか

かなりの設備投資がいりますので、皆様方にはお声はかけさせていただいておりますが、

強制はできないというふうに思っているところであります。実際に今少しずつですけれ

ど、目に見えてお客様は増えているという実態もございます。今年度はインバウンド委

託事業ということで、新年度ですね、新年度は、日本に住んでおられる外国人の方で、

外国人の方がその外国人向けに情報発信を行っているというそういう会社がありますの

で、ちょっとそちら何社かにプロポーザルをかけて、そういったところへ大山の情報発

信を委託しようかなという事業を計画しておりますので、合わせて申し添えさせていた

だきます。よろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長、7 番。

○議長（野口 俊明君） 7 番 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） 概要説明書のほうでいきたいと思います。140 ページで

すが、一番上のほう商工振興費ですね、事業の概要というところに大山町商工会の支援

そして小規模事業者の受注機会増支援ということが書いてありますけども、具体的には

どんな支援策、施策ですね、あるのか、そこから見る限り主な経費など書いてあるんで

すけど、ちょっと見えてこないんですけども。具体的にはどういう施策を考えていらっ

しゃるのでしょうか。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 事業概要では小規模事業者の受注機会増の支援という

ことでうたっておりますけれど、具体的にはやっぱり商工会様への補助事業を通じて、

そういった例えばマッチングですね、ビズネスマッチングの機会をご紹介したりですと

か、そういったことに取り組んでいただいて、なかなか自分たちでは他のところに行っ

てできないところをですね、そういうマッチングの機会を作って参加していただくとい

うことで、ビジネスチャンスを広げていただくというようなそういった事業を推進して

いただくために商工会等にも働きかけていると、補助金のなかで働きかけているといっ

たところでございます。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長、7 番。
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○議長（野口 俊明君） 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） ちょっとよう具体的に分からないんですけど。どういう

具体策なのかというのがマッチングか、分かって、分かるようで分からないんですけど

も、ビジネスマッチングというのがね。これは…なんか話し中のようですが、聞いとん

ならん。

○議長（野口 俊明君） はい、続けてください。

○議員（7 番 大森 正治君） いいですか、私あね、もうちょっと突っ込んで聞きたい

のは、この昨年度まであった住宅リフォーム助成制度、これなんか正に今の私が言った、

指摘した小規模事業者の受注機会の増と、増の支援じゃないかなというふうに思うんで

すが。まあ 28 年度までで一応終了するということなんで、今年度新たにどうも無いよ

うなんでこの予算の中には、止められたのか、あるいは先ほどもちょっとありましたけ

ども、骨格予算なんでまた補正予算のほうで組まれる予定があるのかどうなのか、それ

が聞きたかったところなんです。どうでしょう。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 確か一般質問の中にも入ったように思いますので、そこでお答

えをさせて頂きます。

○議長（野口 俊明君） いいですか。

○議員（7 番 大森 正治君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） ほんならまあ町長がそうおっしゃいますので、そこでし

っかり答えていただければと思いますので、よろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） それは要望で質疑ではないですよ。なら、次。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 予算書の 131 ページでですね、これは貸付金 203 万

2,000 円予算が組んでございますけども、これは貸付金がだいたい 3 万 2,000 円という

ようなかなりのシビアな数字が入っておるということは、決まっているではないかと思

いますけど、もしも決まっていれば何件ぐらいでどういう業種がですね、こういう傾向

にあるというようなことがもしも教えていただければ教えていただきたいなと思ったり

します。

それからですね、134 ページでですね、委託料というのがたくさんございます。委託

料のなかに、観光パンフレット作成委託料だとか、南光河原のトイレ清掃の委託料だと

か管理委託料、沢山ありますけど、これをどういうような形で委託されるか。これを受
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託するところがですね、きちんと整っているのか、そしてですね、これらの検査をどう

いう体制でやられる考え方なのかということをちょっとお尋ねいたします。

それから観光の、観光看板の、観光案内業務と委託料がこれだけ、観光看板の関係で

ですね、看板を新しくとか、いろいろ改修されたりだと思いますけれども、ハングル文

字なんかもどんどん入れていかれるような看板にされるかということをお尋ねしておき

たいと思います。

それから 136 ページにですね、大山ツアーデスク運営補助金 400 万というものがござ

いますけれど、これはどういうような計算の仕方でですね、こういう 400 万というもの

が計上されているかということ。それから 137 ページにですね、観光協会各中山支部と

か、名和支部、大山支部に出されるようになっておりますけれども、これは金額がきち

んとございますが、これは各支部のほうからきちんと出てきてそれに基づいた補助金で、

かということとですね、それからこの支部というものが、それを使っていくきちんとし

た支部になってなっているかということとですね、それから 138 ページの委託料で、こ

こも委託料でですね、観光交流センターの指定管理委託料 700 万円、道の駅管理委託料

120 万円ということがございますけど、これらはきちんと計算されて、そういう委託料

を決定されていると思いますが、なんかその根拠となるようなことをどういうぐあいに

捉えてですね、この金額が決定しているかということを、ちょっとお尋ねいたします。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 失礼いたします。まず最初に、中小企業小口融資貸付

金の 203 万 2,000 円ということで、はしたが出ているということもございました。これ

はですね、ご指摘のとおりの 3 万 2,000 円は既に貸付している分の 28 年度残高見込み

額がこれだけ残っているということでございます。それ以外の 200 万につきましては、

29 年度に新たに融資が出るのではないかということで 2 件分の見込みを上げさせてい

ただいている金額ということでございます。見込みの 200 万と現残存の 3 万 2,000 円と

いうことで、数字にさせていただいております。

それから 134 ページの委託料ということでございます。まず南光河原トイレの委託に

つきましては、大山にありますトイレは、県の施設とかいろいろありますけど、大山町

が管理しているのは南光河原の駐車場にありますトイレでございます。ここの部分につ

きましては、観光局に委託をするということで予定を組んでおります。それから並行に

案内看板ということですけれども、案内看板につきましては老朽化したものの撤去、そ

れからそういった管理委託ですね、そういったものを委託として組ませていただきまし

た。これも観光局です。そのほかいろいろと委託料があって体制としては大丈夫かとい

うことですけれども、毎年、どう言いますか管理委託を行っている業務ばかりでござい
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まして、例えば大山北壁の水の製造委託につきましても 29 年度も、例年委託しており

ます業者のほうに 3,000 本を予定しております。そういったところで体制としてはしっ

かりしているということで経年の実績がございますのでしっかりしているというふうに

理解しているところでございます。

136 ページのツアーデスク運営補助金ということですけれども、これは大山観光局の

中にツアーデスクという部局を設けていただいております。これは国内旅行の販売がで

きるという資格をとっていただいてる方が入っていただいて運営するということで、例

えばこれからはエコトラック事業が本格化していただきますと、大山の観光局でもツア

ー商品が販売できるといったことで、この補助金を行っているところでございます。

それから 137 ページの観光協会の各支部への補助金でございます。観光協会の各支部

といたしましては、旧町単位ごとで大山、名和、中山、それぞれに観光協会の支部がご

ざいます。それぞれ額は若干違いますけども、それぞれ活動していただいておりまして、

総会も開いていただいております。その総会の場には私どもも参加しておりましてその

実績とかそういったものを報告して会計も報告していただいているということでござい

ます。

それから 138 ページの観光交流センター指定管理委託料っていうことでございますが、

これ道の駅のことでございますので、これは指定管理で契約しておりますのでこれは契

約時にこの金額で契約が終了するまでいくということでございます。

その下の道の駅国施設というのは、その向か側にちょっと小さく国の施設なんですけ

れども、これが新しくできておりますので、それも合わせて恵みの里公社に管理委託を

しているということでございます。よろしくお願いいたします。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 中小企業の小口融資貸付金で 3 万 2,000 円は 28 年度の

分をまだ貸し付けてないんでこの予算で貸し付けるということですか。28 年度の分が

残ってどうのこうのって言われましたが、29 年度で新しく貸し付けるのがこの金額と

いうぐあいな捉え方するですけど、なんかちょっとおかしいなと思ったりしますけど、

そのへんをちょっと伺いたいです。29 年度に貸し付けるのが 203 万 2,000 円。これで

ないかと思います。どうもおかしな話をされます。というようなこととですね、それか

ら、委託料のなかでですね、南光河原のトイレの更新工事設計業務委託料、設計管理の

業務委託料なんかは観光商工課で、この委託はよしいいぞという検査をされる能力があ

るのかどうかということとですね、それからその下にインバウンドの対策業務委託料

54 万円見てありますけど、これはどこにインバウンドの対策としての委託をされるか

ということが伺いたいですし、最後の委託料の観光交流センターというのは、今の道の
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駅ということを聞いたんで分かりましたけど、以上、ちょっと教えてくださいませ。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 若干説明が不足しておりまして申し訳ありませんでし

た。中小企業小口融資の貸付金のその 3 万 2,000 円というのは預託金の残高見込みとい

うことでございます。預託金を出しての協調割合で出しますと、6 倍ぐらいの融資を受

けれるということで町としても預託金を出すといったことで、それの続けて借りておら

れる分の 29 年度末の見込みが 3 万 2,000 円ということでございます。それからトイレ

の設計管理、トイレを設計する時、トイレを建築するときの設計業者委託管理ですけれ

ども、これにつきましては町で指名審査委員会というのがございます。そこできちんと

業者を選定していただいて、入札をして決めていただくということになっておりますの

で、こちらが勝手に決めるというようなことではございませんのでよろしくお願いいた

します。

それからインバウンド対策につきましては、先ほど吉原議員のご質問のなかでもお答

えさせていただきました。日本国内に住んでおられる観光業者のなかで外国人の方です

けれども、こういった方々が外国人の目で外国人の言葉で外国人に受けるような情報の

発信の仕方を行うという会社がございます。外国人の目からみて日本人が思い込んだ説

明は外国人に届かないことがあったり、日本人として常識的に分かっていることが、外

国人の方は固有名詞は山なのか、人なのか分からないということがありますので、そう

いったこと外国人の視点から外国人向けに発進していただくという、そういった事業を

行っている会社がございますので、そういったところに新年度はある程度、委託をして

いこうかなというふうに計画しているところです。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 貸付金の 3 万 2,000 円というのは、結局町の資産なわけ

ですね、貸付金として出すでなしに。町の資産として残るような感じでございます。ど

うもちょっとおかしいなと思いますんで、まあもうちょっと調べてもらってと思います

が。

それから観光施設、トイレなんかの設計委託をして、その委託を検査する体制がある

かということなんですよ。観光商工課が出てきた製品を、よしこれでいいんだと、これ

おかしいでないかというような、これまでもきちんと検査というものは、検査調書作り

よったでしょ。作ったことになっちょうです。そのへんをできる体制にあるかというこ

となんですよ。それからもう 1 点はそのインバウンドの対策業務委託料というのは 54

万円はなら組織的にどこぞの組織に委託するでなしに個人的になんかちょいちょいちょ
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いちょい委託するというような考え方なのか、私はどこかに大山 NPO 法人にでも委託さ

れるかなと思ったようなことでして。

○副町長（小西 正記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 小西副町長。

○副町長（小西 正記君） まず小口融資の関係で説明いたします。小口融資につきまし

ては、金融機関に預託することによって、預託金の約 6 倍から 8 倍ぐらいの融資を低利

で受けることができるという制度になっております。その分の関係でたぶん今年度末の

貸付残高が 3 万 2,000 円かける 6 倍なり 8 倍なりの貸付残高があると。来年度 29 年度

の 4 月 1 日にまた同じように貸付金融機関に預託する、そのお金は 3 月 31 日に返って

くるということを継続しながらこの資金を回して金融機関からの低利で融資が受けられ

るようにする制度でございますので、現在 3 万数千円と言いましたのは、貸付残高の 3

万 2,000 円かける 6 倍程度の貸付残高があるというふうに今年度末ではあるというふう

にご理解願いたいと思います。200 万というのはさらに、200 万かける 6 倍、1,200 万

円ぐらいの融資枠を確保できるというふうにご理解願いたいというふうに思っておりま

す。

それから設計の、トイレの設計の関係ですが、具体的には設計にあがった段階でそれ

の改修で、トイレの改修についてはうちのほうの建設課のほうに設計担当のできる職員

がございますので、これあとまた図面をみながら、是非っていうのは検討してまいりた

いと思います。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 最後のインバウンドの委託ということでございますけ

ど、これきちんとした法人組織でございます。ですので、数社候補がございますので、

プロポーザルなりそういったきちんとした公開の場でのオープンな競走で委託を決めさ

せていただきたいというふうに思っております。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 10 番 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 観光の関係で何点かお尋ねしたいと思います。まず 1

点目は、事業概要説明書のほうでいきたいと思います。144 ページですが、大山だいせ

んプロジェクト、おおやまと書いて大山と読ませるプロジェクトでございますけれども、

まあ正にこの事業ですね、28 年度までは NPO に事業を委託していて、不適切な会計処

理が行われていた事業でありますけども、この大山だいせんプロジェクト事業だけでも

8 年間でだいたい 6,000 数百万円の事業が発注されていて、今議会でも調査しておりま
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すけれども、少なくみてもそのうちの 1,000 万円以上領収書のない支出が NPO 側で見ら

れるということがあっとる事業でございます。この件に関して他の議員も質問がありま

したけど、まず改めてですね、この事業の目的を改めて説明していただきたいというこ

ととですね、先ほども申しましたように、委託した事業が適切に行われたかどうか、今

となっては定かではないと。事業をやった証拠となる領収書なり会計書類が残っていな

いということで、なおかつ過去の事業については実績報告にも不十分でなおかつ町のほ

うの事務検査もきちんと完了していないという状況が明らかになっています。当然、こ

ういう状況で事務検査を行えば、ちょっとこれは何に使ったか分からんような事業につ

いてはお金返してもらわんといけんでとか、いうような返金を求めないけん状況も考え

られるわけですけれども、そのあたり町の調査がどこまで進んでいるのかという説明を

合わせていただきたいと思います。

次に先ほど別の議員の質問に答える形で観光商工課長からですね、29 年度は首都圏

とか限らずですね、大都市圏を対象に PR 活動していくということがあって、例えば名

古屋みたいな話もありましたけれども、大都市圏対象ってまあ漠然としていて、じゃあ

北九州のほうにも博多のほうとかにも営業、PR かけるのかなとか思ったりもするわけ

ですけれども、かえってそもそも限られた広告宣伝費を分散して使うことでですね、費

用対効果が大丈夫かと思ったりするわけです。でまあ担当課長が、例えば名古屋という

ようなことを言われましたけども、名古屋で PR して、じゃあ名古屋のお客さんはどう

やって大山まで来るのかと、ごめんなさい、私もちょっとよく知りませんけど、名古屋

から直通の飛行機の便があるんですかいね、よく分かりませんけど、JR で来るのか、

車で来るのか、何泊でどういう目的で来られることを想定して、登山を目的に来られる

のかスキーを目的に来られるのか、どういうことを考えて名古屋で営業なんていう話が

出ているのかそういう説明をいただきたいと思います。

もう 1 点ですね、ちょっと予算書、どこを見ていいかちょっと分からんかったんです

けれども、29 年度いよいよ大山 1300 年プレイヤーということで 30 年度の 1300 年を 1

年後に迎えてですね、1300 年を盛り上げる事業が始まってまいります。町としてどう

いうような取り組みをしていくのか説明をいただきたいんですけども、まあその前にで

すね、今回の NPO の関連の諸問題でですね、昨日町長はその職員に告訴も含めて検討す

るというようなことも言っておられます。当該職員は、観光の分では分野では県内には

広く、特に鳥取県西部では広く知られた職員で本当に、今回の事件で、あの人が本当に

そんなことをされたのかということで、観光関連の事業者、心配しておられるところも

ありますし、不安に感じておられるところも…

○議長（野口 俊明君） ちょっと休憩します。

午後 3 時 38 分休憩
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午後 3 時 39 分再開

○議長（野口 俊明君） それでは再開しますが、今議運の委員長から注意があったよう

に端的に質問をお願いします。

○議員（10 番 近藤 大介君） 問題はですね、一連の新聞報道なり不祥事によってで

すね、大山町の評判が非常に落ちているというなかで 1300 年事業がこのままちゃんと

できるのかということですよ、一番はね。プレイヤーが始まるわけですけども、周辺の

市町村なり県なりが大山町大丈夫かと心配しているなかで事業が円滑にできるのか、現

状で支障ができていないのか、状況を説明していただきたいということでございます。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 私のほうからは大山だいせんの目的という部分と最後の部分に

触れさせていただいてその他については担当のほうから述べさせていただきます。のど

がどんどん声が変わりましてすみません。大山だいせんということについては以前にも

議会のほうからもご質問があったりまたいろいろな場面でそこの部分は共有していたと

思っておりますけれども、特に大山の場合スキー場、あるいは夏登山というイメージの

中で近年推移してきた経過があります。ただスキー場の元気がなくなってくる過程の中

でオールシーズン大山のほうで楽しんでいただいたり、大山を全国にうって出ようとい

うようなことをしていかなければならないだろうということで、スタートしたものがこ

れだというふう思っています。全国に大きい山と書いて大山と呼んでもらうような PR

活動であったりとか、キャンペーンであったりとか、いろんな取り組みを各方面に展開

して行こうというようなことで取り組みがスタートしたと思っています。そういう意味

あいで、東京だけではなくて、大きい山という地名のところ、それに類するところに働

きかけをさせていただいて、全国でのスタンプラリーを展開したりとか、そういったこ

ともしていた経過があると思っています。年々に、その年、その年に取り組みをしてい

くなかで展開をしていくこと、また国の事業等もあったりするなかでそれを活用してい

こうということ、そういったものを積み重ねながら、この大山という名前を全国で読ん

でいただけるような展開にしていこうということであります。スタートした段階ではま

さに東京で大きい山と書いてはだいせんと呼んではなかなか頂けれない環境があったと

思っています。今は逆に伊勢原市等にあります大山詣の伊勢原市長さんのほうからも今

はおおやまよりも大山のほうがこのエリアのなかでは元気があって我々もしっかりやら

ないけんということを日本遺産の関係の出会いの場でも触れておられたりということで

ありまして、正に民間事業者の方々の大山という商品の展開もあるわけですけれどもそ

うしたなかで着実に今現在大山ブランドというものは各方面に広がってきているという

ふうに思っています。1300 年に向けて正に大山という商品名のなかで活動しておられ
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る事業者もありますし、またそれが全国に商品として展開されている、隣の町のビール

なんかもそうでありますし、畜産関係のものもありますし、正にそういったものが着実

に実を結んできているというふうに私は思っています。そういったことのなかでこの大

山だいせんの事業が進んできているということでありますけれども、特に委託した会計

の部分について非常に不十分な現状があるということでありますので、今現在そのチェ

ックをしているということでありまして、担当のほうから述べさせていただきます。

それから 1300 年のプレ、平成 30 年に向けて今年が、平成 29 年がプレということで

ありまして大丈夫かということであります。町としてまずやっていくべき案件について

は大山寺エリアの活性化、そのための取り組みとしてハードな部分、そしてソフトな部

分、今着実に地元の方々と協議をしたり、あるいは周辺の方々の協力を得ながら進めて

きておりますし、正に大きな障害でありました廃屋である大山寺の中心部にある建物、

これを建て壊し複合施設を建てていく。こういった事業についても国の地方創生の予算

が確保できたということでありますし、おもてなしであったり、あるいは女性の取り組

みであったりということも今、着実に進んできています。

それと同時にやはりこの 1300 年事業は大山町だけの発信ということではなくって、

やはり今進んでおりますクールジャパン、広域観光、正にこの出雲から大山あるいは三

朝、そういった広域のエリアのなかでの広域観光のどんどん広げていくキーポイントと

いうふうに思っておりまして、近隣の市町村もそうですけれど、民間の事業者の皆さん、

そういった思いのなかで取り組みがなされています。先般は平成 29 年度に向けての伯

耆の国、大山開山 1300 年実行委員会も開催されて着実にその取り組みの展開も計画が

承認されているところでもありますし、合わせてこの事務局も県のほうで設置をして大

山振興室ということであります。4 月以降については町のほうからも職員を派遣をして

そこで同様な動きを共有しながら展開していくということも進めたりしているところで

ありますので、よろしくお願いを申し上げたいと思いますし、合わせまして町民の皆様

にもこれからいろいろなイベントあるいは取り組みのなかで、参画をしていただいたり

みんなで 1300 年を展開していく、そういった取り組みも進めていくことというふうに

29 年度は思っているところであります。よろしくお願いを申し上げます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） NPO 法人に委託していた、委託についての調査状況というこ

とですけれども、昨年監査委員さんのほうで監査をしていただきましてその結果、報告

を出していただきました。そのなかでかなりの金額で領収がないという状況も分かって

おりました。その後、NPO 法人に税務調査が入るということで、その監査で無いという

ものを受けてですね、NPO 法人側で領収書をかなり探し出したようであります。町のほ
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うでは監査のほうがされた領収書、それからその後税務署のほうに出すために探し出し

た領収書をですね、提出してもらっております。それについて今調査を進めているとい

うところでございます。ただ、何年度分かについてですね、まだ領収が全部整っていな

い部分ありますし、税務署のほうでの旅費等について調査もされているようですので、

そのへんも含めながら今後も調査を進めていきたいというふうに考えております。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 私のほうからは名古屋についてのご質問がありました

ので、お答えさせていただきたいと思います。議員ご指摘のとおり予算が贅沢にあるわ

けではございませんで、目標といたしまして、県の観光連盟とかが PR キャラバンを予

定しております。そこにに帯同させていただいて名古屋のほうにも PR を 29 年度行って

みようかというふうに考えているところであります。大阪につきましては、町長の答弁

にもありましたけど、なんばのほうの商店街と境港と大山の観光局のほうが、今タイア

ップしておりますので、そこにいろいろと人材派遣等こちらのほうも調整ができたらい

いなというふうに考えているところであります。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 観光 PR については、去年頃から急にインバウンド、イ

ンバウンドと言われるようになって、私も何年か前に大山町もインバウンド取り組まな

きゃいけんでないかということ、ほんの 3 年か 4 年前だったと思いますけど、その頃は

インバウンドなんて考えていないと、そげなもんやってどげするだみたいな話でしたけ

ど、何かしらんまに、何がきっかけなのかよく分かりませんけど、去年から急にインバ

ウンドインバウインって、まあいいですけどね。本当にそれやるんならいいんですけれ

ども、それから関西圏、大阪の商店街と動向とか今話もありましたけども、町の観光振

興のビジョンに沿って、目標とかがあって、そのためにこういうところをエリアにター

ゲットに PR かけていこうとか、こういう分野に力を入れておこうとか、いうのがある

ならね、たとえそれが一時的に失敗でもやってみたらいいんじゃんという話もあるんで

すけど、何かこんな話がこっちから来たけんやってみようかとか、あっちから下りてき

たけんやってみようかとか、それって行き当たりばったりってしか思えないので、まあ

県と一緒に名古屋に行かれるのもいいとは思うんですけども、是非、中長期的な大山観

光のビジョンに従って観光 PR の費用が生かされる形でやっていただきたいなと思うわ

けですけど、再度そのへんの考え方をお示しいただきたいのと、それからですね、まあ

1300 年事業絡みのことです。町長のほうからこういうこともする、ああいうこともす

ると言っていただきましたけども、結局心配しているのはそれが円滑にできるのかと。
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周辺市町村なり県とも協力しながらやっていかなければならない状況のなかでですね、

足並みをそろえてやっていけるのか、大変心配をしているわけでございます。毎日のよ

うに近頃大山町の不祥事の報道が出ております。そのことが悪い報告に影響することは

ないんでしょうか。その辺の考え方についてお答えください。

それからもう１点ですね、総務課長のほうから今調査をやっていることでしたし、ま

た新たに領収書も出てきたなんていう話もありましたけど、議会のほうにもそんなよう

な領収書も、あっ、議会には来ていないのか。議会にはまだ見ていませんけれど、既に

出てきた領収書を見ると、宛名が全然違う領収書であったりとか、違わないでしょう、

ねぇ…。

○議長（野口 俊明君） 休憩します。

午後 3 時 53 分休憩

午後 3 時 55 分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 29 年度は観光の分野では、1300 年事業、プレイヤーと

いうことでの事業が非常に注目される大きな事業です。これを円滑に事業を進めていく

ためには、昨今の問題をきちんと片づけておくことが円滑に進めていくことの必須条件

ではないかと私は考えるわけですけれど、その上ではやはり今問題になっていること、

早急にですね、3 月末を目途にでも正に森田町長の責任として問題点を解決していく姿

勢が必要ではないかなというふうに考えるわけですけれど、そのあたりの見解をお尋ね

したいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） たくさんお話をされましたので、どこの部分からかなというふ

うに思いますけれど、インバウンドの話をされました。インバウンドについてなんかお

もいつきではないかというようなお話もあったかなと思ってますけども、まあ行き当り

ばったりでないかというような話もありましたけども、そうではございません。これは

特に今クールジャパンの関係で国をあげてのステージはありますけども、その以前から

県のほうからは DBS クルーズの関係であったり、環日本海交流の関係であったり、そう

いった取り組みというのが、かなり以前から展開されているところであります。そうし

た対応について本町においても取り組みをしていかなければならない。そう言った課題

を持ちながら今日きているというところでありますし、合わせてこのインバウンドの取

り組みについても地元のほうでも、今いろいろな取り組みをなされています。ただ、町

としてあるいは地元として一番課題として私が捉えておりますのは、沢山の方々が

1300 年に向けて来られるということは間違えもない事実になるだろうと思っています。
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大切なのは、来られた方々にしっかりと満足していただいて、お金も落としていただく、

そういった仕組みをいかに作り上げれるかということであると思っておりまして、正に

そのことが複合施設の関係であったりいろいろな空き店舗の取り組みであったり、さら

には地元の皆さんでいろいろな商品開発やおもてなしの取り組みだったり食の開発だっ

たりということであるというふうに思っておりますので、インバウンドの件については

よろしくお願いしたいと思います。

また、広域、県を含めてですね、広域観光の関係のなかで、ワイファイの取り組みで

あったりとか、多言語化への取り組みであったりということも合わせて進んでおります

ことも申し述べさせていただきたいと思っています。1300 年に向けてのプレの年、円

滑にできるかということのご心配をいただきましたけれども、しっかりとその取り組み

についてはしていきたいと思いますし、課題のこの案件についても取り組みを着実に進

めていく覚悟でありますけれども、それと並行して 1300 年の取り組みというものはし

っかりやっていくということであると思っていますので、よろしくどうぞお願いを申し

上げます。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。(「ちょっと待ってください。課長は

ないですか。答弁はないです」と呼ぶ者あり）

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） あっちに飛びつき、こっちに飛びつきというビジョン

がないんじゃないかというご質問については先ほど町長が申し上げましたけれども、極

端にブレているというわけではございません。たまたま今までは首都圏展開という言葉

が結局大きく取り出されておりましたけれども、首都圏という言葉が 1 人歩きし過ぎで

はないのかなというところもありましたので大都市圏という表現に替えさせていただい

たというところでございます。平成 29 年度の観光商工課の目標と施策につきましては

職員と充分に話し合って決めて近いうちにお示しする予定のものが既に総務課のほうに

報告しておりますけれども、そのなかでもやっぱり関西圏は大切だという認識は昔から

もっておりまして、そういったところは忘れてないよということを表現しようとしてい

ると思っていただければありがたいなというふうに思っています。

しかしながら議員は、議員は 3，4 年前からインバウンドについてということで先見

の明があられたのは素晴らしいと思いますが、観光のトレンドは非常に流れが速いとい

うのも事実でございまして、全然知らなかった、日本人も知らなかったような神社に今

年の元旦は外国人が数千人訪れたと、キツネの格好するだけでというふうに、いつ何が

起こるか分からないというのがあります。理想はいろんな人に対して受け皿を幅広く持

つのが理想であろうかと思いますけれども、何分人員も設備も資金もありませんので、
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どれが効果的なのかを探りながらいくというのも絶えずアンテナを広げて捜しながらい

くというのも必要かなと思いますので、それがブレなのかそれとも探っているのかとい

うところはご判断のほどよろしくお願いしたいと思います。以上です。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

〔 「なし」「1 番」「議長」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 近藤議員は 3 回終わりました。2 回だった？あんまり長いこと

話しなるけ。はい、なら失礼。

○議員（10 番 近藤 大介君） その前に、調査については答弁はないということでい

いんですか。答弁しない。はい。じゃあ 3 回め。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 調査をいつまでにやるとかそういうことについて説明

をしないというのもどうかなとは思いますが続けます。

1300 年取り組み、町長はしっかりとやっていくって言われたですけど、私が聞いた

のはですね、本当に大山町の今の庁内の内部の状況が大丈夫かと。町民はもちろん、町

外、それこそ行政の関係者ですね、からも不安で思われているなかでですよ・・

○議長（野口 俊明君） はい、ちょっと。これ今の一般質問で聞こえてしまってるんで

すけど。

〔 「おかしい、おかしい」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 休憩します。

午後 4 時 4 分休憩

午後 4 時 7 分再開

○議長（野口 俊明君）  それでは再開いたします。(50 分経過)近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） まあ改めて申し上げますけれども、予算の審議をする

にあたっては、質疑するにあたってはその事業が適正に、適切に実施されるものなのか、

予算の多い少ないだけでなく、実施主体の状況であったりとか、関係条例であるとか、

さまざまな社会的背景も含めて審議するわけでございます。そういったところも考えな

がら質疑をしているというところを恐れ入りますが、ご理解いただきたいと思います。

それでですね、まあ町長が先ほど 2 回目の答弁、答弁に私はなっていないと思うんです

けれども、私が聞いたのは、関係市町村が大山町大丈夫かと不安に思っているなかで今

回の件が影響がないのか聞いているのであって、町長がしっかりやっていくと言われる

のは答えになっていないわけでございます。県や関係市町村と連携をしながら 1300 年

事業取り組んでいくのに今回のさまざまな一連の事件がですね、影響しないのかという

ことについてのご答弁をお願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 先般、伯耆の国大山開山 1300 年の実行委員会が米子でありま

した。この件について本当にたくさんの方々にご心配をおかけしている、あるいはご迷

惑をおかけしているということは、承知をいたしております。冒頭に全てに皆さんに出

席をしておられます皆さんにお詫びを述べさせていくと当時に大山開山 1300 年、平成

30 年のこの取り組みが、次のステージにつながる重要な事業であるということもお伝

えし、お願いをし、また皆さんのご協力を是非ともいただいて、大成功な形の中での展

開になるようお願いをし、挨拶をさせていただいたというところでございます。そのう

ちにそれぞれの事業展開 1300 年に向けての 29 年度の事業、等々審議をしていただいた

ということでありますので、影響がないということがございませんけれども、このこと

を踏まえながらしっかりとその事業を進めていただく、そのことを確信をいたしている

ところであります。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（1 番 加藤 紀之君） 議長、1 番。

○議長（野口 俊明君） 1 番 加藤 紀之君。

○議員（1 番 加藤 紀之君） 大山観光全般ですね、1300 年だけではなくて、日本遺産

の件も含めてですけれども、今やもう単町で大山というものではなくて西部圏域、鳥取

県全域を含めた要望であったり、まあもちろん地元の要望も含めてですね、そういうも

のが今回の予算に反映されてているのでしょうか。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 予算事業概要説明書でいきますと 147 ページになりま

す。一番下の欄に開山 1300 年に向けて鳥取県西部の市町村及び鳥取県で構成する協議

会の負担金でということで一括で挙げさせていただいておりますが、これは鳥取県西部

の全市町村、それからもちろん鳥取県、倉吉市、三朝町、琴浦町さんも加わっていただ

いた協議会でございます。これらの関連する多くの市町村でそれぞれ負担金を持ち寄っ

て共同して事業を行うということで若干、一部政務報告での報告をさせていただきまし

た。合わせまして 日本遺産認定を受けたわけでございますけれど、関連する 1 市 3 町

ではそれぞれの市町村の魅力、それをこの日本遺産のテーマとともに、現在 PR 映像を

作成段階です。先週ちょっと途中での段階のものを見させていただきましたけれども、

それぞれの魅力を発信する映像に加えて、当時牛馬市が、今なかなか映像として見れな

いわけですが、CG でもし牛馬がいたらこんな感じではないかというような CG の映像も

作っていただく予定になっています。そういったものも併せまして今満喫プロジェクト

のほうも動いています。今、すべてそれらを追い風と言いますか、そういったものを全



- 173 -

てうまくマッチングさせながら全体で、西部圏域全体を盛り上げていかないといけない

というのは、関連する市町村の観光担当者レベルでは一致しているところでございます。

それぞれだけがよければいいということではないという点につきましては、認識は一致

しておりますので、そういった意味では事務レベルで事業には順調と言いますか、進ん

でいくものというふうに思っているところです。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（14 番 岡田 聰君） 議長、14 番。

○議長（野口 俊明君） 14 番 岡田 聰君。

○議員（14 番 岡田 聰君） 133 ページから 134、135 で参道ギャラリーの解体工事費

が出ておりますが、大山寺の参道、使われない建物がいつまでも残っていると本当に観

光客にとっても非常に見苦しい感じを与える。解体工事は早くやってほしいわけですが、

この撤去した後の跡地利用、参道のにぎわいあるいは景観を良くするような何か考えが

あるのかどうか。

それから概要説明書で同じギャラリー解体工事の上の方に解体工事があるのに参道ギ

ャラリー修繕料として挙がっています。それと建物、保険料、火災保険料、これも説明

お願いいたします。

それから大山町の観光協会補助金等、それから観光案内所直営運営委託、これら昨年

よりもかなり増額してありますが、観光案内所運営委託、これの内訳が教えていただけ

ればお願いいたします。

それと観光協会補助金も 1300 年祭控えての増額なのかどうか、これまで以上に増額

した根拠をお願いします。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 失礼します。答弁漏れがあればまたご指摘をいただき

たいと思いますが。

まず、参道ギャラリーでございます。老朽化が著しくて中に現在いろんなものを、荷

物をしまっておりますけれども、既に 3 階、2 階部分はもう雨漏りが激しくて今１階の

ほうもなかなか荷物を置けないという状況でございまして、取り壊しにつきましては

29 年度において行うということでございます。その後利用でございますけれど、これ

は今後また地方創生の力をお借りしないといけないかなとも思いますが、新たな建物等

を考えることは今現在はありません。ただ荒地にしておくということはもうそれは非常

に 1300 年に向けてよろしくありませんので、何かしらの整備、例えば芝生であります

とか、例えばそこにプラスチックのチップを埋めて駐車場にもでき、あるいはベンチも

置けるような状況にするのかというようなところをまた検討していきたいなというふう
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に思っているところでございます。

参道ギャラリ―の、壊すのに修繕料がいるのかというところでございます、これは表

現がまずかったと思いますが、足湯のほうですね。これはにぎわい、タイトルがにぎわ

い復活事業という事業で括られておりますので、いわゆる参道のにぎわい復活事業のな

かの一つでございます。で、足湯等が冬季間の凍結によって壊れたりとか、そういった

ことが過去にも起きたことがございますので、そういったものの修繕をある程度、若干

見越しての予算ということでございます。

それから観光協会の補助金が増えたということでございますが、まず 1 点目は、1300

年に向けてメインとなります地元の事業はやはり山開きとかたいまつ行列とか、お盆の

大献灯ということございます。これは県の 1300 年祭の実行委員会あるいはその事務局

のほうからも拡大版を求められております。それからその他町村の協力も若干はありま

すので、そういった意味で地元としての負担増は避けられないのかなというふうに思っ

ているところでございます。お盆の大献灯でございますと、ちょっと期間を延長すると

かですね、そういったこともあろうかと思います。

それから既に報道とかご報告もさせていただいておりますが、満喫プロジェクトで、

大山の情報館、環境省さんの建物でございますが、環境省さんも新年度この建物を修正、

改善されて、デッキがそのまま今、板、細くなっていますけど、一番外側の幅のまま、

道路に直接まで広がります。そうするとかなり、何て言いますか景色を見るのには絶好

のデッキになるのかなというふうなこともあります。それから県の自然歴史館、それか

ら株式会社さんどうが管理します旧こもれび館、この 3 館合わせて大山のナショナルパ

ークとしての総合ビジターセンターの役割りをそれぞれ 3 館が担っていこうということ

でございます。で、情報館が環境省さんの建物でございまして、ここは登山客の発信基

地だとか、休憩していただくスペースに特化したいということでございます。で、今、

現在入っている観光局や観光案内所をこもれび館の１階に集約させていただきたいと思

います。で、これまでは国の建物に入るために大山町が直営する、つまり大山町の職員

がそこにいるということが条件となっておりましたけれども、今度情報館を出ますので、

そういった条件がなくなります。したがいまして大山町が嘱託でお願いしておりました

職員さんの分も合わせて大山町が雇用するのではなくて、観光局さんのほうで雇用して

いただくと。で、また新たなそのインバウンド対策を含めた総合案内機能を持たせた案

内所として活動していただくというためのその分の補助金の移動ということでございま

すので、ご理解いただきたいと思います。以上です。

○議長（野口 俊明君） いいですか。

○議員（14 番 岡田 聰君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 岡田 聰君。
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○議員（14 番 岡田 聰君） 是非大山寺参道、景観を良くしてにぎわいを取り戻して

ほしいんですけど、観光案内ですが、これ常時、人を配置して観光案内するのが一番い

いと思うんですけど、これらが十分行われているのかどうか、その点はどう考えて、感

じていらっしゃるか。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 観光案内業務について先ほどご説明させていただきま

したが、インバウンド対応も含めてちょっと総合的にツアー商品の提供の行えるように

ですね、コンシェルジュ的機能をもった総合的な案内所にできればいいなというふうに

思っております。で、この観光案内所は、常時、土日祝日必ず職員が配置していただく

という予定で進めておりますのでよろしくお願いいたします。

○議員（13 番 岩井 美保子君） 議長、13 番。

○議長（野口 俊明君） 13 番 岩井 美保子君。

○議員（13 番 岩井 美保子君） ちょっと確認をさせていただきます。138 ページまで

は良かったでしょうか。

○議長（野口 俊明君） 130 ページから 138 ページまで。

○議員（13 番 岩井 美保子君） それでは説明書の文章の 138 ページの夕陽の丘神田

特別繰出金が 1,571 万 8,000 円となっています。以前のことですけれど、ずっと段階的

に少なくなっていくという話があって、そうすると最終的にはそれこそ 1,000 万割ると

いうような感じがしてくると言われたですが、それはやっぱり 1300 年祭があるからこ

ういうようなものも必要だと思ってですか。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） この夕陽の丘神田特別会計繰出金は特別会計の、言っ

てみれば原資になりますのでそちらのほうでご説明をさせていただければなというふう

にう思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑ありませんか。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） 実は 1300 年祭のことについてちょっとお聞きしたいと

思っています。実はですね、昨年の 9 月の時に、覚えておられますか、実は決算の時に

私が言いましたお客さんを集客する予算はあるんだけど、そこでお金を落とすのはなか

なかないんでないですかってことを申したことをがあると思うんですが、実はやっぱり

そこなんですよね。予算的に今こもれび館なんかをお客さんが入って、喫茶入れるよう
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な形ですると言われますが、実際に来られたお客さんがそこでならお茶を飲もうとした

ら大山寺にも何件かありますけど、洒落た喫茶店も。で、食事するところ、じゃあバス

が来たときに入るところ、どうでしょう、ありますか。そうすると今、1300 年祭をや

ると言っても、実際にそれを喜ぶのは近隣の大きなところだと思うんです。お客さんが

来る、そこのお客さんはここでご飯を食べてくれる、ってなってしまうと思うんですね。

ですからそういった仕掛けというのはやっぱり必要でないかっていうことを私 9 月の時

にちょっと言わしてもらったと思うんですが、その辺のところの考えが、引き留めると

いうかね、お客さんを引き留めて、町長さっき言われました、お金を落としてもらうよ

う仕組む、そんなところはどういうふうに考えておられるか教えていただきたいと思い

ます。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 大山寺を中心とした観光のあり方ということが一つのテーマか

なと思っています。団体バスでどんどんやって来られるようなインバウンドを含めた事

業、これもあるわけですけど、特に平成 30 年の大山開山 1300 年に向けて地元のあり方

という部分については、爆買い的なお客さんの異動という場合にはですね、なかなか大

山の場合での集約あるいは受け入れという形ではないじゃないないかなと思っています。

流れ的には、そういった集客のコースというのは、例えば花回廊に行ったり、あるいは

大山の場合ですとミルクの里に行ったりという形の中での流れになるんじゃないかなと

思っています。大山寺のほうにそういった形で来られた場合にもしっかり対応していく

ということでありますけども、一つひとつの今のお店あたりのやっぱり歓迎をしていた

だく商品であったりとか、あるいはこれは個人的に思うところは内装のやっぱりリニュ

ーアルであったりとか、あるいは個々それぞれが実はこだわりを持って取り組んでおら

れる食材であったりとか、あるいは商品や食べ物であったりしています。そうしたこと

をきちっと情報発信をしていって、その 1 件 1 件の付加価値を上げていく。そういった

こともとても大切じゃないかと思っています。今話を進めていく 1300 年のなかで大山

寺 1 件 1 件の付加価値を上げていくために、映像を通じてですね、発信をしていくとい

うこともあると思いますし、個々それぞれの事業体の、事業所のなかでおもてなしであ

ったり、正に金を落としてもらう仕組みというのは、我々行政のほうがどんどん提案し

ていってできることではないと思っています。で、いろいろなこうアプローチや支援と

いうものは制度を見つけて提案していくんですけど、そこはやっぱり地元の方々が奮起

してもらう、そういったこともありかなと思ってますし、まあ改めて取り組みをしてい

くなかでのこもれび館の取り組み、2 階、3 階、4 階という空間もありますので、ここ

での集客の展開であったりとか、まさにこれから取り組みをしていきます複合施設、複
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合施設の取り組みのキーワードは私自身がいつも発信させていただいてるのは、平日で

もって行ってみたい空間、そんな思いをもって担当課のほうや関係者の方にはお繋ぎを

しています。今日のように天気がよくて、これが土曜日、日曜日という場合は、大山の

場合は本当に確実にお客さんは実はあります。平日にも来ていただいて、その方々がゆ

っくりと空間を楽しんでいただく、その中でお金を地元の方々に気持ちよく消費してし

ていただく、出していただく、そんな取り組みというのが大山寺のあり方ではないかな

と。現にインバウンドといいますか、海外の方々、イングリッシュ系の方々が宿坊のほ

うに泊まられて、1 週間ぐらい泊まられて、天気がいい時には大山に登ったり、雨が降

った時にはあっちいったりこっち行ったり、そんな楽しみ方をしておられる実例も実は

あったり、そういった受け入れをしておられる事例も増えてきたりということがありま

すので、こういったことを一つ一つ着実に、地元の皆さんもあるいは我々もそういった

ことに支援をしながらというぐあいに思っておりますので、よろしくお願いを申し上げ

たいと思います。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） そうですね、やはりそういった取り組み大事だと思うん

ですけど、実はまあ外観的なところですね、まちなみ環境整備ですか、何年か掛けてず

っとやって大山寺もきれいになってお客さん来てもらう環境は整っていると思います。

ただそういったところでせっかく予算を付けて大山の観光のために予算を付けるなら、

やはりそこで何か生まれるものがないと、ただお客さんだけどんどん来てもらってとい

うことだけでは、何も残りません。やはりそこに何かがあって、そこを知ってもらって

お金を使ってもらう、それが大事になるかというふうに思いますんで、そういったとこ

ろを今度はまた、今日はまんだ骨格ですんで、今度新しく 6 月頃にはいろいろ考えが出

ると思いますんで、そのへんの所もあわせもって予算計上をお願いしたいなというふう

に思っていますけどどうでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） まさにそれがキーポイントだと思っています。地元の皆さんが

いろいろと取り組みを進めていくなかで、やっぱりある面、こう呼び水ではありません

けれども、支援であったりとか、そういった制度というのは、今後特に必要だろうなと

いうふうには思っているところであります。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） そういたしますとここで休憩いたします。再開は 35 分としま
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す。4 時 35 分。休憩します

午後 4 時 25 分休憩

午後 4 時 35 分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。次、あと商工費の関係はいいですか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） はい、そういたしますと次、第 40 款土木費 138 ページ から

145 ページ まで、質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議員（7 番 大森 正治君） 議長、7 番。

○議長（野口 俊明君） 7 番 大森 正治君。

○議員（7 番 大森 正治君） 議案では 143 ページ、説明書では 163 ページですけども、

午前中の 14 号議案と関連しますけど、町道中山インター線についてですが、平成 29 年

度は委託料として 1,000 万円。それから県のほうの代行負担金として 100 万円というこ

とですから、調査費等なのかなと中身は。はっきり私も分かりませんが、このへんの説

明がちょっとしていただきたい。

それと既にもう分かっていると思うんですけど、5 年掛けて完成するわけですが、そ

の総工費というのはどれくらいなのか、お示しいただきたいと思います。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） お答えいたします。委託料 1,000 万円につきましてはお見

込のとおり調査設計費でございます。100 万円につきましては県代行の負担金でござい

ます。現在のところ総事業費につきましては 6 億 5,000 万というぐあいに見積もってい

るところでございます。以上です。

（「はい、分かりました。それだけです。」と呼ぶ者あり）

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 140 ページにですね、道路台帳修正業務委託料 710 万円

がみてありますけれども。これはどういうようなことをされていて、もうどのぐらい続

くかということをちょっとお尋ねいたします。

それから 144 ページにですね、委託料で河川樋門操作委託料ということでございます

が、操作をどこに委託してですね、どこの河川の樋門を町管理でやっておられるかとい

うようなことをちょっとお尋ねします。

それからその下、単県急傾斜地崩壊対策事業負担金 200 万円がありますけど、これは

どこの分が見てあるかということをちょっとお尋ねします。河川の分でございます。
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○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） まず町道台帳の件でございます。町では毎年道路新設改良

費を計上いたしまして、工事を施工しておるところでございます。完成いたしますと、

路線延長あるいは道路の幅が変わってきます。それの修正手続きということでございま

す。この手続きが終わりませんと、現在交付税の基礎数値として道路延長等が入ってお

りますが認めてもらえないためにほぼ例年上げさせていただいているところでございま

す。

河川樋門の件でございます。これは県管理の江東川の放水路の樋門の開閉につきまし

て地元の方にお願いしております分、そして豊成港の同じく樋門操作についても関係者

の方にお願いしているところでございます。急傾斜地の負担金でございますが、これは

昨日の補正でながさせていただきましたけども、これが見込みがたつということでござ

いまして、地区は松河原地区でございます。以上です。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 道路台帳の修正、業務委託料 700 万ということでですね、

毎年町道の修繕という、かなり少ないなとみておりますけれども、台帳を直していくの

に 700 万というような金額がかなりだがこれはと思ったりしますが、これが妥当な金額

かどうかということをお尋ねいたします。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） 通常の維持修繕の場合には、殆ど該当いたしません。昨年

度開通しました山村文珠領線、これ非常に長い間掛かっておったところでございます。

それと神田、夕陽の丘神田線が新規で御承知のとおり、規格改良を行っております。こ

ういったところのそれぞれの機会をとらえて行っておりますので、延長が短い場合には、

やらない年もございますが、まとまった時に合わせて行っているところでございまして

設計の委託料につきましては、県のシステムにより計上しているところでございますの

で、申し添えさせて頂きたいと思います。以上です。

○議長（野口 俊明君） 他にありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） いいですか。次、第 45 款消防費 146 ページ から 148 ページ

まで、質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 次、第 50 款教育費 149 ページ から 191 ページ まで、質疑は



- 180 -

ありませんか。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長、8 番。

○議長（野口 俊明君） 8 番 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 152 ページあたりにですね、小学校の理科教育パワーア

ップ事業ということが挙がっております。私はですね、この理科、本当に身近な既に自

らが問題意識をもって観察や実験する能力がほんと育ってくるかというふうに思います。

まあ、分からん不思議なところはものを調べたり、あるいはいろんなところを観察をす

る、まあそういうことが非常に養われる教科だろうと思います。考える力、創造力につ

ながる理科、大変大事な教科だろうと思いますが、ここで挙がっております事業はです

ね、いろいろ書いてありますがどういうことを計画されているのかお尋ねいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） お答えいたします。この事業は県の 10 分の 10 の県の支出金で

やる事業でございまして、今年度から実際に取り組んで 2 年間の事業でございます。議

員お見込みのとおり、理科離れが非常に進んでいるという現状の中にあって、やっぱり

身近な自然の中から見つける目でありますとか、あるいは自然に対する畏怖であります

とか、いろんなことがありますけれども、何よりかもまず理科っていう時には、実験を

どうするかということは一番学校の先生方に対して一番この大事な要素でございます。

で、そのなかで大山小学校が理科のパワーアップ事業を受けまして今、一生懸命研究を

しております。で、今年度の分ももう少ししますと冊子ができます。是非また見てやっ

ていただきたいと思いますけど、鳥取県の西部地区は勿論、県下にもですね学校の先生

方にとって役に立つ冊子を作っていこうという事業でございます。それの 2 年目だとい

うことをご理解いただけたらと思います。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 子どもよりどっちかっていうと先生のほうが勉強になる

そういう冊子ができればいいなというふうに思います。これは 10 分の 10 事業というこ

とで大山小学校がというお話がありました。鳥取県下ではですね、こういうのが実験モ

デル校みたいになってるかと思うんですけど、大山小学校以外にもこういうことをやっ

ている学校があるんでしょうか、お尋ねいたします。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） この事業につきましては県内で 5 校が指定を受けて今取り組

んでおるところでございます。因みに西部では 2 校でございます。
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○議員（8 番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷 洋一君。

○議員（8 番 杉谷 洋一君） 2 校のもう 1 校、名前が分かれば教えてください。西部

で 2 校って言われたから。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） 日野町の黒坂小学校が受けておられます。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 12 番 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） これも事業概要説明書のほうで質問させていただき

ます。まず 213 ページ、国際交流推進費ということで、英語活動推進し、国際感覚豊か

な人材を育成するため ALT の配置、テメキュラ市交流を行うと書いてあります。そこの

委託料の 1,325 万 2,000 円、外国語指導助手業務委託料についてお伺いいたします。こ

の事業ももう何十年というか、旧名和町もありましたし、大山町になってからもとても

力が入っている事業だと思いますが、この予算のなかで、何人の方の予定をされている

のか。またこの委託ですけれども、米子市内の業者であったかと思うんですけども、委

託の仕方ですけれども、毎年、こちらのほうがこういう人をとか、そういう手配の仕方

があるのか。2 点お伺いします。

あっ、もう一つ、すみません。259 ページ、失礼。大山僧坊跡保存活用事業について

ですが、これについては事業概要としましては平成 28 年に国史跡指定を受けた大山寺

旧境内及び周辺の文化財価値の高い大山寺僧坊跡等の保存を諮るとともに、町の歴史観

光資源として公開活用をはかるというふうに事業概要は書いてあります。

主な経費としては結局、イベント委託料 10 万円と除草委託料だけになっています。

私兼ねてから僧坊跡のこの中世の、トイレの跡が出てきた時に、ものすごくセンセーシ

ョナルで全国紙にも載りまして沢山の人が公開、見に来られました。よく覚えています。

私も、行きましたし。その時にも貴重なものも出ました。なので、1300 年はこういう

ところからもやはり発信していかなければと思うんです。ただ、いつも言いますように、

縦割りで、この質問をすると社会教育課に言わないといけない。兼ねてから横の連携を

取られてやはりこういうものを活かす大山町であって欲しいと言っているわけですけれ

ども、その点についても伺います。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） はじめに、外国語指導助手業務委託料のことについてお答え
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いたします。

まず、業務委託という形でお願い、この業者さんにお願いしているのが、平成 21 年

度からになるかと思いますが、あっ業務委託事態が平成 21 年度からですね。で、3 年

間の契約をしておりまして、募集をかけまして応募があった業者さんにプロポーザルを

していただいて、審議委員会の中で決定するという方法でやっております。そして派遣

していただく助手の方は他 3 名でございます。で、ここ近年は先ほどおっしゃられまし

た米子市の小規模の業者さんにお世話になっているわけですが、基本的にプロポーザル、

それからこれまでの実績で信頼のおける方を派遣していただいているということもあっ

てですね、再度選定という形になっておりますが、当然、そこの会社の中で入れ替わっ

たりということもございます。で、そういう時にはまたご相談も頂きながら次の方を派

遣していただくということもございます。また町との随時協議も持っておりまして、3

校で派遣助手の方を交代したりとかっていうようなこともしながらこれまで御世話にな

っているところでございます。以上です。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） それでは大山の旧境内につきまして、保存活用、

それから観光についての利用ということでご質問いただきました。非常におっしゃると

おりでございまして、私どもがこの旧境内の国指定を受けるのに今、文化財室を中心に

頑張ってきたところでございますが、去年指定を受けたすぐ後に、長年眠っておりまし

た旧境内の散策道、去年の補正で草刈りや雑木の除去を行いまして、本当に何百年ぶり

っていいますか、に復活をさせました。で、昨年は街路ボランティアの方をお願いした

りして延長非常に長いんですが、散策道として何とか活用できるような状況にいたしま

して、今年度はその散策道の今新たに生える草とかですね、それから去年ちょっとでき

なかったところを今回教育委員会の事業として整備をしていくようにしておりますが、

観光とかのほうでの運用につきましては、1300 年も含めてなんですが、観光商工課の

ほうで日本遺産の関係の事業でございますとか、たくさんの事業に取り組んでいただき

まして、うちのほうとしてはいわゆる保存活用というところに集中して教育委員会では

行っていく。そして観光部門につきましては、観光商工課の方で大山全体、それから大

山を含めた広域の中で上手に使っていただくというようなところでちょっとすみわけを

している、決して縦割りがどうこうという話でなくてですね、我々が文化財の保護とし

てできるところの、それから観光としてと、すみわけをした予算の配分になっていると

いうふうにご理解をいただけたらというふうに思います。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。
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○議員（12 番 吉原 美智恵君） まず、英語の問題ですけれども、もう国際感覚豊か

な人材を育てるためだけの今時代ではなくて、もうほとんど今の子どもたちは外国の方

を見ても全然恐れを知らずに話しかけたりできるような状況、また珍しい、珍しいとい

う言い方おかしいですね、なかなか日頃相対することができないというような時代でも

なく、結構周りに外国の方が、大山町にも住んでおられます。ですので、この 1,325 万

2,000 円を使ってですね、結局一般質問にも関連しますので、深くは追及しませんが、

やはり指導的な力も持たれないと、結局保育園にも行っておられますね。で、保育園は

遊ぶだけでいいんですけれども、小中とかはやはりこのお金をかけて、成果として、成

果としてですよ、やはりある程度指導的要素の人材を派遣していただかないともったい

ないんじゃないかと、このお金が。と、思うんですが、そして各中学教諭のアンケート

とかされたんでしょうかね。授業について、私、何でも行きたい見たいほうですけど、

見させていただいたことないんですけど授業内容を。ただ、英語とふれあうだけじゃな

くて、今もうだいぶ英語教科は、重要性が増していますので、もう少し指導力があって、

何て言うかしら、せっかく来られるんでしたら、英会話がもう少し上達するとか、そう

いう雰囲気になる、そういうような方を来てもらいたい、そういうふうな感じにならな

いかと思うんです。ということは、現場を知らないといけないと思うんですけれども、

やはりそのへんから、人材派遣委託会社についてもう少し申し入れができるのでないか

と思うんですが、いかがでしょうか。

それから、僧坊跡についてですけれど、言われることは分かります。ただ、僧坊跡の

時に中世のトイレができた時は教育委員会が頑張って全部仕切っておられましたですね、

ですので、秋のイベントとかに協賛して頑張ってやられたらどうかなと思うわけです。

大山散策というのが公民館の行事でウォーキングがありまして、そのあたりを通ったん

ですけれど、金連聖人の墓まで行ったんですけど、その時にこのへんに僧坊跡があった

なと思って、それ公開されないから寄ることができない、メニューに行かない、メニュ

ーに入らないということがあって記憶にありまして残念だなと思ったわけでありますの

で、この予算だけでは、観光資源としての公開活用を図るというこの事業概要に添って

ないんじゃないかと思うんですが、再度質問いたします。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） ちょっと待ってください。間もなく 5 時になりますが、会議時

間を延長して本日予定しております全日程が終了するまで続行したいと思いますので、

よろしくお願いいたします。それでは答弁に入ります。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） まず外国語指導助手の方のことについてお答えいたします。
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指導力ということに関わってのご質問かと思いますけど。基本的に中学校の英語の教科、

小学校の外国語活動、これは中心になって指導するのは、あくまでも教員でございまし

て、この指導助手の方はそれをサポートする立場ということがございます。そのなかで、

実は先ほどプロポーザルで業者を選定しておるということを申し上げましたが、他にも

全国的展開しておられる大手の業者さんも応募しておられました。で、過去に大山町で

もその業者さんを選定していたことももございましたが、実は今の業者さんは非常にこ

ちらの意見をいろいろ聞いて対応してくださるというメリットがある業者さんでござい

ます。先ほどの指導のことにつきましてもですね、もともと例えば小学校の外国語活動

は、音声中心ということで聞くこと、話すことを中心にということでしたが、今後教育

課程が変わるなかで、今度は読んだり書いたりということにもやっていかなければいけ

ないということで、いち早くですね、そういったことに対応した、例えばフラッシュ教

材みたいなものを作ってくださったりとか、書くためのワークシートのようなものの提

案をしてくださったりとか、いろいろそういうことをやってくださっている業者さんで

あるということをお伝えしておきたいと思います。以上です。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 教育委員会としてもう少しＰＲ活動に頑張れとい

うご質問でございますけども、実は教育委員会としましては、先ほども言いましたよう

に、いわゆる保存活用ということが、まず第一義でございます。で、ここも旧境内もで

すね、昨年国指定を受けました。で、今年度から保存活用計画を作成する必要がござい

ます。これに非常に手間が掛かります。はっきり言いまして観光資源として教育委員会

で何かやりなさいと言われても、これはまずできません。うちとしてはもうここ以外の

町内の文化財のほうですとか、発掘調査ですとか、いうところでも文化財室はもうほぼ

それでもう手一杯で回っておりまして、今回はこの旧境内につきましても保存活用計画

を作成し、今回骨格予算でここに載っていませんが、非常に大規模なことを 29 年、30

年かけてやる必要がございます。

それにほんとに職員が全部もう集中して掛からないけんようなところでございますの

でＰＲ活動につきましたては、先ほど言いましたように観光資源としての活用は観光商

工課のほうにお任せしたいというふうに考えておるところでございます。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 議長、12 番。

○議長（野口 俊明君） 吉原 美智恵君。

○議員（12 番 吉原 美智恵君） 分かりました。そういたしますと、その時に出た、

こだわりますが、中世の僧坊跡の時に出た時の天目茶碗とか、とても貴重なものがあっ

たりそれから土器とか出ていると思いますが、それについての展示をこもれび館とか、
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が今ね、前に黒牛の絵とかも飾ってくれるということですので、ギャラリーにて飾って

あった。それと併せて展示するとか、そういうふうなコンセプトというか、一緒にそう

いうことは連携されて宝物をちゃんと出してほしいなと思いますが、いかがでしょうか。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） ご指摘のとおり、本当にそういうことはどんどん

文化財室として進めていく考えでございます。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） 議長、5 番。

○議長（野口 俊明君） 5 番 遠藤 幸子君。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） この一般会計のほうの冊子のほうから 151 ページ、西部

町村いじめ問題対策協議会負担金 8,000 円ですね、それと 171 ページの次世代活動者育

成支援補助金、この次世代とはどういう年代の育成でしょう。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） 151 ページ、西部町村いじめ問題対策協議会負担金のことに

ついてお答えいたします。ご存じのとおり、いじめ防止対策推進法という法律ができま

して、で、もしも重大事案が起こった場合には、調査を行って対応するというようなこ

とが義務づけられております。その中には、弁護士等の専門家を入れるっていうような

ことが、あ、弁護士や医師の専門家を入れるということが定められておるわけですが、

これを単独の町村でそういう会を持つというのは、なかなか小さい町村レベルでは難し

いのかなということがありました。幸い、鳥取県西部地区の 7 町村は県の指定事業など

受けましてですね、広域で連携した教育行政が何かできないかということで 7 町村の教

育長さん方が集まって、会をこの 3 年間ほど持ってまいりましたので、そのなかで協議

会を連携して持ちましょうということで、実際に重大事案が起きた時に会を立ち上げた

時の運営費用はその町村が負担するわけですが、年に数回、こういう会を協議会でメン

バーが集まってそういった内容を共有し合うというようなことでこういう会が立ち上が

り負担金を計上させていただいているところでございます。

○議長（野口 俊明君） まだまだ、次世代、171 ページ次世代活動者育成支援補助金。

○教育次長（齋藤 匠君） 休憩をお願いします。

○議長（野口 俊明君） 休憩します。

午後 5 時 5 分休憩

午後 5 時 8 分再開

○議長（野口 俊明君） それでは再開します。
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○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） 大変失礼しました。事業説明概要のほうでは別の言葉で上げ

させていただいております。251 ページをご覧いただけたらと思いますが、アートスタ

ート事業補助金という事業名で行っているものでございまして、子育て団体が幼少の子

どもたちに、芸術にふれあうということで音楽会をやったり、劇団呼んで劇であったり

というような事業をやっているところに対する補助でございます。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 遠藤 幸子君。

○議員（5 番 遠藤 幸子君） すみません、難しいことを聞いちゃって。いじめ問題の

ほう、重大事案の時に持つって言われたんですど、大山町には無いと思うんですけど、

この西部管内でそういうようないじめっていうのは全くないものですか。ちょっとは。

どんなもんでしょう。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） まったくないかと言われますと今のいじめの定義から言います

とそれは言えないだろうと思います。ただ重大な事案があるかどうかっていうのはまた

別の問題だろうと思います。次長がご説明しましたように 8,000 円ですので、7 町村で

5 万 6,000 円で運営するという会でございます。この主なことをもちろん警察から、司

法の方から、家庭裁判所の方から、いろいろご参加いただきますけれど、一番大きなの

はやっぱり弁護士の先生とお医者さんの費用弁償っていうことが一番大きなことになり

ます。

で、次長申し上げましたように、万が一起こった時に、調査委員会をすぐ立ち上げな

いけません。で、その時に今ご参加いただいております弁護士の先生と、お医者さんに

つきましては、それぞれの 7 町村で万が一起こった時にはすぐ入っていただくような、

了解をとってやっております。

全国でみますと、本当に悲惨なことがいっぱいことあるわけでして、小さな変化に気

づく目をみんなが持っていかないと取り返しがつかないことになってしまうというふう

な危機意識は常に持っております。校長先生方はじめ、先生方にも是非そういう目を持

っていただきたい。人間のある面での本性みたいなところって言いますかね。も、含め

てですね、あるというところから出発していかないといけないんだろうと。そういった

形で、すぐ対処できるようなこの対策協議会でございます。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長、11 番。

○議長（野口 俊明君） 11 番 西尾 寿博君。
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○議員（11 番 西尾 寿博君） いろいろ探すですけど、パソコン教室というのがない

ですけども、もうなくなった、必要ないということかな、ということをちょっとお聞き

したい。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） ご案内のパソコン教室ですが、名和公民館でずっ

と実施しておりました。で、これは社会教育のほうでは名和公民館で実施しておりまし

たが、昨年参加者が少なくなってきたこと、それからパソコンそのものがなかなかパソ

コン教室で耐え得るような新しいものがたくさん公民館で買える状況でもなくなったり

とかですね、いろいろ参加者の状況、受けるほう、実施するほうの側のハードの整備が

おっつかないということもございまして、名和公民館では事業終了をしております。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（野口 俊明君） 林原幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） 小中学校のパソコンの授業でございます。続い

ております。で、各学校にもパソコン教室というのは整備されておりまして、実は 28

年度に公務支援システムということで予算を計上しておりましたけども、県のセキュリ

ティークラウドの構築が遅れておりまして、29 年度に繰越をさせていただいた事業の

中で必要なところの児童用のパソコンの更新も考えておるという状況でございます。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾 寿博君。

○議員（11 番 西尾 寿博君） 今、インターネットの利用率がですね、すごく伸びて

いるのは、50 代、70 代の方の利用が大幅に伸びているそうです。したがってですね、

今後、これはもう好き嫌いなく、もうやっていかないとだめ、っていうふうにまず言っ

ておきます。それで小学校に関しては 2020 年から、プログラミング教室、ＩＣＴです

よね。情報通信技術を教えていくというふうに。早いところはもう既にやっていますよ

ね。これをやらないともう世界から遅れていくと。イスラエルなんか 2000 年からもう

子供、やっています。ええ、そういった気持ち、早や売りっていますか、やったらどう

ですかなっていう感じで。それだけでいいです。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） ありがとうございます。ご指摘のとおりですね、新しい教育

課程の中で、プログラミングといったものが明記されてきております。教科、中学校に

おいてはですね、技術家庭科という時間のなかで、これまでもあったわけですが、小学

校の今改定の答申等を読みますとですね、総合的な学習の時間、数学、理科等の授業の
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なかでというような書き方がしてあります。従来の教科のカリキュラムの中に如何にそ

ういったものを上手に入れ込んでいくのかっていうのがこれからの課題になるかと思っ

ています。大山町としても、小学校の英語科のことであるとか、特別な教科、道徳のこ

とであるとか、新しい教育課程に向けて、先取りというスピード感がもてるかどうか分

からないけれども、早急に対応していくよう努力してまいりたいと思っています。以上

です。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 名和の公民館でトイレを洋式トイレに取り換えるという

ようなことがありますけれども、小学校、中学校、保育所、生徒・児童、これらのトイ

レはおそらく和式でないかなと思ったりしますが、どの程度、洋式になっていてですね、

そのへんの、公民館は取り替えられますけども、他のほうもどういうぐあいな計画があ

るかということをお伺いいたします。

それからですね、もう 1 点目はですね、この予算書の 185 ページにですね、文化財費

の中で負担金補助及び交付金の中でですね、この伝統的建造物群の保存事業補助金が

1,758 万 5,000 円、ほとんど事業の補助金ですから 1 カ月になおすと 1 カ月 150 万ぐら

いの補助金が出されるというようなことでございますが、これらはどういうようなこと

をやられるかということ、それでですね、伝統的建造でございますが、それに関すると

ころの予算もそこらへんにあったりするわけですから、そういうのもからませながら

150 万円の毎月の費用というものはどういうぐあいなものだろうかというようなことで

ございます。

それからその下のほうに銅作りの観音さんがあって、その修理の補助金が 50 万円み

てございますけれど、どこにある観音さんかということをちょっとお伺いいたします。

それからですね 188 ページ、体育施設の指定管理委託が 945 万円、大山スポーツ公園

指定管理委託料が 600 万円みてあります。体育施設として管理料と言いますとトレセン

が 3 か所あったり、グランドが 4 か所あったりというものをですね、込めて 945 万円、

大山スポーツ公園指定管理委託料というのは大山の体育館だと思いますけども、これに

600 万円ということはですね何か均衡が少しおかしいなというぐあいに思ったりするわ

けですけどもこの点を答弁いただきたいです。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 3 点のご質問いただきました。まず所子伝建の

1,700 万ほどの補助金でございます。これ月別ではございません。3 件の蔵ですとか、

今回蔵ですね、離れですとか母家を改修されたり、いわゆる外見を直されるという、3
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件の事業に対しての総額が 1,750 万ということでございますので、毎月どこかに補助金

を出すということではございません。伝建の補助金につきましては、施主の方、いわゆ

る持ち主の方がこういう修景事業されたいということを手を上げられて、それが補助に

載るのか載らないかということを検討しながら、毎年やっていきます。今年度は 3 件も

らいました。来年度も 3 件の集計事業の総額でございます。

それから観世音菩薩像の修理でございます。これは昨年の中部地震の時に霊宝閣に保

管してあります観世菩薩像が倒れまして、その時に首のところが折れました。大山の霊

宝閣にあるものが。で、これは町の指定文化財でありますので、それについて修理に対

しての補助金を出すということでございます。

それからもう一点、指定管理料が随分安いんじゃないかということですが、指定管理

料は実は、トレセン等は農業施設になっていまして農林水産費のほうでこれは組んでご

ざいます。で、これは社会教育課で管理するものだけの分がここにありますのでトータ

ルすると非常に大きな金額になりますが、予算の計上項目が違っておるということだけ

でございましてこれは教育委員会で、いわゆる教育財産として持っているものに対する

指定管理料でございまして、3 つのトレセンとかを全部これは農林水産課が買って事業

主体で作ったものですので、農林水産事業費のなかで指定管理料が組んであるものでご

ざいます。スポーツ公園につきましては観光商工課のほうでお答えいたします。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長（持田 隆昌君） 188 ページの大山スポーツ公園指定管理委託料は議員

ご指摘のとおり豪円山の下のほうにあります大山総合体育館とその前の広場、それから

その下の陸上競技場等合わせての指定管理料ということでございますので、よろしくお

願いいたします。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（野口 俊明君） 林原幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） 学校、保育所のトイレのことでございますけど

も、保育所はほぼ幼児用の様式便座という形になっております。今、正確な数字を資料

として持っておりませんけども、各学校におきましても、数か所ずつ洋式トイレを入れ

る改修を行っておりますので、まあ普及率はあまり高くありませんが、そういうふうな

整備を進めているところでございます。以上です。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 洋式トイレについてはなら、保育所、覗いてみないので

分かりませんですけども、保育所なんかならだいたい、新しく建ちましたんで、そうい
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う時には洋式で建てられた。小学校とか中学校も、今何％ぐらいで、これから先もどの

程度の考え方を持っておられますか。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（野口 俊明君） 林原幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（林原 幸雄君） 今、正確な数字の資料もございませんけども、

記憶によりますと 40 数％かなというふうに思っているところです。

○議員（3 番 大杖 正彦君） 議長、3 番。

○議長（野口 俊明君） 3 番 大杖 正彦君。

○議員（3 番 大杖 正彦君） お尋ねします。小学校費 160 ページ、中学校費のほうに

も、これは 166 ページ、予算書のそれぞれ特別支援教育就学奨励費という項目がござい

ますが、これは具体的にはどういった内容か教えていただきたいと思います。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） これはですね、お答えします。この特別支援教育就学奨励費

というのは、特別支援学級に在籍する児童生徒等がですね、通常学級の児童生徒とは異

なるいろんな教材を用意したりとか、そういうことが必要になってくる場合がございま

して、そういった学級に在籍する児童生徒に対して国からの補助もございまして奨励費

を支給するというものでございます。なお近年は、通級指導教室に通う児童生徒、本町

でありますと名和小学校と大山中学校に通級指導教室が開設されておりますが、他校か

ら通う場合にですね、車で移動したりということもございますので、そういった学校間

の移動に対しても若干ですがそういうこの枠の中から奨励費が出るような形になってお

るところでございます。

○議員（3 番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大杖 正彦君。

○議員（3 番 大杖 正彦君） はい、分かりました。そのお子さんたちっていうのは、

その小学校なり、中学校なり同じ授業のクラスに入って勉強されているわけですか。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） まず特別支援学級の児童生徒はですね、特別支援学級に入る

というのは、特別な教育課程を組むことができるということでございます。で、通常の

学級に一緒に行って授業を受ける場合もございますが、その学級の中で特にその児童生

徒に合わせた内容の学習をしたりもしています。で、必ず自立活動という時間を設ける

ことになっておりまして、障害の種類に合わせてその機能回復であったり、改善のため

の学習の時間も必ず設けるようになっております。
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以上です。

○議員（3 番 大杖 正彦君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 大杖 正彦君。

○議員（3 番 大杖 正彦君） このクラスのなかで普通の勉強と言いますかね。体育と

いう課目についてはどういった対応がなされていますか。ちょっと教えてください。

○教育次長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長（齋藤 匠君） 特別支援学級にはいくつかの種類がございますけれども、ま

ず町内でありますと、知的障害の学級、それから自閉情緒の障害の学級、そして今現在

肢体不自由の学級もございます。身体の機能に特に問題がない場合は、多くの学校では、

通常の学級と一緒に体育の授業を受けております。ただ場合によっては自閉情緒の児童

生徒のなかでですね、集団の中になかなか入れないというような場合もございますので、

そういった場合はまた違った対応をする場合もございます。

それから肢体不自由の児童生徒の場合は、程度にもよりますけども、同じ内容ができ

ない場合もございますので、別途カリキュラムを組みながら、授業をしたり一緒にでき

る部分は一緒にしたりということもしておるかと思います。で、先ほど申しました自立

活動という体育ではない、別の時間の中で機能回復のためのトレーニングみたいなこと

をする場合もございます。以上です。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 182 ページ、同和教育費の負担金補助及び交付金の進学

奨励交付金、今年は 52 万 8,000 円です。この事業、毎年継続されています。昨年この

事業の効果を聞いたところ担当課長は数字で図れるようなものは非常に少ないように思

うと発言されていますけれども、そうであるならば仕組みそのものを変えて予算も必要

ですけれども、全ての児童生徒を対象とするようなふうに変えてはどうかと思いますけ

れども、町長の思いをお聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 今のは教育委員会でなしに敢えて執行部のほうですか。今のは

教育委員会のほうが答弁できるんでないかと思いますけどどうですか。182 ページとい

うのは、文化財ですよ。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 失礼しました。181 ページ。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） この進学奨励金につきましてはいつかの一般質問

等でもあったかと思いますが、限られた人にではなく町全体というご意見がありました
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が、基本的にお答えしたとおりでございまして、これはそういう要件があって我々これ

を同和教育のほうで設置しておりますので基本的な考え方は変わっておりません。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 言われることは分からないでもありませんけれども、か

つてはですね、事業はそういうふうにやっていれば良かったというふうに思いますけれ

ども、最近ではＫＰＩという数値で成果を求められる。そういったなかでですね、こう

いう事業についてのそういう見方が必要ではないかと思いますけれども、そのあたりい

かがでしょうか。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） おっしゃられることはもっともだと思います。

我々も全く、去年したから今年もしてるというふうに考えているわけではございません。

必要かどうかということはきちんと精査をしながら、課の中で教育委員会のなかで、き

ちんと協議したうえで適当かどうかということを判断しているところでございます。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） そういう記録はオープンになるものでしょうか。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 議長、人権社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 門脇人権社会教育課長。

○人権社会教育課長（門脇 英之君） 特に記録に残してはございません。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑はありませか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） いいですか。ページ数がたくさんありますが、いいですか。

次､第 65 款公債費 191 ページ から 地方債の現在高の見込みに関する調書 202 ページ

まで、質疑はありませんか。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 197 ページでございますが、今年度と前年度の職員の昇

給関係のことが書いてございますけども、この昇給になる職員が前年度に比べて、本年

度というのが、29 年度のことかどうか分かりませんけれども、非常に少ないというよ

うな数字が出たりしておりますけども。本年度というのが 29 年であればですね、今か

らそういう数字というものがあるものかなというぐあいに思ったりするわけですが、ど

うでしょうか。
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○議長（野口 俊明君） これは総務関係ですが、総務委員。はい、これは今の委員会審

査でお願いしたいと思います。他にありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） いいですか。はいそういたしますとですね、最後に平成 29 年

度大山町一般会計予算の全般について、質疑はありませんか。

○議員（15 番 西山 富三郎君） 議長、15 番。

○議長（野口 俊明君） 15 番 西山 富三郎君。

○議員（15 番 西山 富三郎君） 予算書は、公金の累計ですか。公金とはどのような

ものですか、ご説明ください。2 点目、歳計現金の保管についてはどのような取り組み、

対応を行われていますか。歳計現金の保管管理者は会計課長ですか。3 点目、職員体制

は適正規模であると考えておられますか。4 点目、職員には公益通報制度というのがあ

りますが、正常な通報制度が確立されていますか。以上です。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） たくさんご質問いただきました。私のほうからは職員体制とい

うことについて話をさせていただきます。特に行財政改革等々の見直しの中での答申も

いただいて適正、職員定数の減というような示唆もいただいているところでありますけ

れども、年次的に計画を立てながら取り組みを進めているというところでございます。

特に、この 28 年、29 年、30 年 3 年間で管理職を含めるあたりも 9 割方が退職してい

くというようなこともありますので、人材育成も含めながら、対応していきたいという

ふうに思っておりますし、現在そういったところの規模のなかでは適正に、順調にきて

いると思ってはおるところであります。

○総務課長（酒嶋 宏君） 総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 予算とは、公金の累計であるということですけれども、皆さ

まにいただいた税金をですね、原資として予算を組み立てるということで公金の累計と

いうふうなことではないかなというふうに理解いたします。

違っておりましたらご質疑いただけたらと思います。

それから公益通報の体制ということですけれども、公益通報の要綱、法律がありまし

て、まあそれに基づて、要綱等作っております。

それから公益通報、外部から受ける場合とですね、それから内部的な分もありますが、

内部的なものもですね、教育委員会、それから町長部局というような形で作っておりま

す。型は整っておりますので、その運用ですね、その辺の体制というのはきちんとでき

ているかどうかということはこの前の委員会のほうでも指摘されておりますので、そう
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いうことがきちんと運用できるような体制を目指していきたいと考えております。以上

です。

○会計管理者（野間 一成君） 議長、会計管理者。

○議長（野口 俊明君） 野間会計管理者

○会計管理者（野間 一成君） 発言の機会をいただきました。ありがとうございました。

ご質問の件でございます。歳計現金、普通公共、普通地方公共団体の歳入歳出に属する

現金を歳計現金と申します。これは、政令の定めるところにより、最も確実かつ有利な

方法により、これを保管しなければならない。で、今のは自治法です。西山議員さん得

意な自治法です。

で、施行令で、会計管理者は歳計現金をして金融機関、その他確実な金融機関への預

金、その他のもっとも確実有利な方法によって保管しなければならないということにな

ってございます。ありがとうございました。

○議員（15 番 西山 富三郎君） 議長、15 番。

○議長（野口 俊明君） 西山 富三郎君。

○議員（15 番 西山 富三郎君） 町長、御承知のように 3,200 ぐらい自治体があるそ

うですね。その中の多くは、1 万人以下という自治体もあるようです。うちはまあ 1 万

以下ではありません。

しかし、小さい自治体にしろ、大きな自治体にしろですね、事務事業は約 2,500 事業

だそうです。昨日私 2,800 と言いましたが、事務事業は約 2,500 事業ぐらいに及び予算

に関わるものでもですね、1,300 事業と言われています。この事業に対し、効率性を維

持し、専門性を高める職員集団を保つには、相当以上の職員が必要だと言われておりま

すが、今私が申しあげましたような住民のサービスをする団体として、現体制で 1300

にもおよぶ事業等について十分な効率性と専門性は維持されていますか。

それから総務課長、公金はやっぱり累計だと思いますね、ボトムアップで上がってき

ていると思いますし、総合計画もあります。やはり私はこのように考えておりますね。

予算案に反対する人もいますけども、それは自由でしょうけれど、予算案は私は住民福

祉の増進のためにあって必要なものだと思います。したがって公金とは、地方公共団体

の目的を達成するための作用を行うたの金銭だというふうに考えておりますが、総務課

長間違っておったら教えてください。

野間課長、お褒め頂きましてありがとうございました。もう少し詳しく申し上げます

と、自治法施行令 68 条の 7 だそうです。

さて、やっぱり行政に対する評価の基準は人だそうですね。住民からの批判の発生と

信頼の創出が大きな危機だそうですよ。以上のことを考えながら、役場の職員が、執行

部の皆さんは住民の奉仕者ですから、奉仕者として住民の付託に応えるということを町
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長と教育長は代表として決意を述べていただきたいと思います。

○町長(森田 増範君) 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長(森田 増範君) 私のほうから、職員の関係について効率、そして専門性、維持さ

れていくというご質問をいただきました。正にこの度も含めてですけれども、3 月に提

示させていただいておあります予算案、これについては各課それぞれ担当専門職から現

場の状況や町民の皆さんの意向あるいは国の施策等々鑑みながら、ひとつひとつ積み上

げてきたものであります。それをさらに査定をしながら今回提案をさせていただいてる

ところでございまして、この予算編成については、まさに効率あるいは専門性維持され

ているなかで、編成されているものというふうに承知をいたしているところであります。

合わせましてこの度の 29 年の予算については骨格予算ということであります。そうし

た積み上げをしているものについては特に継続性のあるものが今回提示をさせていただ

いておりますし、また新たなものについては、現状のなかで今このたび提示をさせてい

ただくものであるという具合に思っているところでございまして、皆さんのほうで慎重

審議いただいて、この提案させていただいております大山町の将来に向けてのビジョン

の予算、よろしくお願い申し上げたいなと思っておりますし、是非ともそういったこと

の実現に向けて頑張っていきたいと思っておりますので、よろしくどうぞお願い申し上

げたいと思います。

○教育長(山根 浩君) 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長(山根 浩君) 町長が申したとおりでございますけれども、教育は未来に対する

投資だと思っています。特に大山町の教育委員会は、よその、他市町村の教育委員会と

違いまして、保育園、小学校、中学校、公民館、隣保館、たくさんの施設や人を抱えて

います。それのネットワークを大事にしながら、大山町の教育を進めて参りたいと思っ

ています。どうぞよろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑がありませんか、全般に。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） それでは質疑なしと認めこれで議案第 17 号の質疑を終わりま

す。

ここで休憩をいたします。再開は 5 時 55 分といたします。休憩します。

午後 5 時 45 分休憩

──────────────・───・──────────────

午後 5 時 55 分再開

日程第15 議案第18号
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○議長（野口 俊明君） それでは再開いたします。

日程第 15、議案第 18 号 平成 29 年度大山町土地取得特別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 18 号の質疑を終わります。

──────────────・───・──────────────

日程第 16 議案第 19 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 16、議案第 19 号 平成 29 年度大山町住宅新築資金等

貸付事業特別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 3 ページ、貸付金元利収入の滞納繰越分 885 万円は、徴

収率でいうと何％を見込んでの数字なのかお聞きしたいと思います。

○税務課長（岡田 栄君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 岡田税務課長。

○税務課長（岡田 栄君） 申し訳ございません。徴収率何%かというのはちょっと担当

者に聞いておりませんので、今ここでは分かりかねます。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） またあとで結構ですのでよろしくお願いします。

○税務課長（岡田 栄君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 岡田税務課長。

○税務課長（岡田 栄君） ありがとうございます。後程、よろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 19 号の質疑を終わります。

──────────────・───・──────────────

日程第17 議案第20号

○議長（野口 俊明君） 日程第 17、議案第 20 号 平成 29 年度大山町開拓専用水道特

別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 20 号の質疑を終わります。
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──────────────・───・──────────────

日程第18 議案第21号

○議長（野口 俊明君） 日程第 18、議案第 21 号 平成 29 年度大山町夕陽の丘神田特

別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員(9 番 野口 昌作君) これは 4 ページ、修繕料が、施設の修繕料が 591 万円ござ

いますが、これはどういうような修繕を見込まれたかということとですね、それから指

定管理委託料が 520 万円と、大山フットボールセンターの運営業務委託料が 115 万

2,000 円ということでですね、これはフットボールセンターの運営業務、これ同一業者

に委託がしてあるというぐあいに思うわけでございますけれども、この委託してその中

でですね、利用料というもの、利用料というものがですね、どの程度業者のなかには入

っているかということを伺いたいですし、それから利用しておられるんでですね、町民

の方がどの程度の割合で利用しておられるかということをお伺いいたします。

○観光商工課長(持田 隆昌君) 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長(持田 隆昌君)  修繕料の内訳でございます。541 万円のうち、人工芝

の競技場の上の駐車場にバイオトイレがございますが、これが今年度中間の処理施設が

老朽化って言いますか、錆びて壊れて使えなくなっておりますので、それを来年度は大

きく直すとお金掛かりますので、いろいろ業者と検討した結果、今は直接その一番下に

あるところに流して様子をみておりましたら何とかいけそうです。今は完全な応急処置

でございますので、もう少ししっかりした形で活用できるように修繕したいと思ってお

ります。これが 280 万円です。それからアプヘルハウスが傷んできております。それの

防腐処理と、それからボルト締め直し点検で、218 万円、それから山香荘のキュービク

ル、これがですね、11 月の点検で絶縁低下が分かりましたので、外壁の塗り替え等の

修繕で 43 万円と、そういったものを計上しております。

それから指定管理料でございますけれども、山香荘自体の指定管理料は、株式会社チ

ュウブさんで、去年より指定管理料は契約により年々下がってきております。

それからフットボールセンターの委託料は同じ業者ではないかということでしたが、

実はフットボールセンターは鳥取県サッカー協会さんに委託しております。ということ

で昨年度までは、鳥取県サッカー協会さんから職員を派遣していただいておりましたが、

その職員さんが中央のほうで頑張られるということですので、今年度からは通いという

か、そういったことで管理をしていただいております。そういった委託料でございます。
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それから利用者についてですけれども、平成 25 年度は 4 万 3,000 人、26 年度は 4 万

9,000 人、27 年度は 5 万 3,000 人。今年は 10 月までですけども 3 万 5,000 人の来場者

がありました。このなかで、大山町の方が何人かというのはいちいち確認が取れないん

ですけれど、町内のスポ少のサッカー選手、そういった方もたくさん使っておられます

し、グラウンドゴルフ場の利用もございますので、大山町の方も活用していただいてい

るということでご了解いただきたいと思います。

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員(9 番 野口 昌作君) 指定管理料委託業者のほうにどのくらいの利用料が入って

いるかということをちょっと。

○観光商工課長(持田 隆昌君) 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長(持田 隆昌君) すみません、決算の状況の書類をちょっと持ってきてお

りませんが、27 年度ベースでは売上、一般会計からの繰出等がありますけど、委託料

が 630 万円で、28 年度が 570 万円、来年度 520 万円と減ってきております。これで使

用料がどれだけかと言いますと、あくまでも売り上げベースですけど、3,000 万ぐらい

は入ってきております。こういったところでよろしいでしょうか。

○議長（野口 俊明君） まあ、分かればまた資料をください。なら、休憩しますか。

いいですか、もう。

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員(9 番 野口 昌作君) 明日にでもしっかりした資料をお願いしたいと思いますの

で、よろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員(6 番 米本 隆記君) 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員(6 番 米本 隆記君) 山香荘につきましては、22 年から 3 年にかけましていろい

ろと問題があって大激論をしながら開始をされた施設でございますが、まあその当時を

思い出してください。町からですね、修繕費とかいろんなものを持ち出すのが多くなっ

て 1,500 万程度ずっと出ていたってことが問題になって、今のフットボールセンター、

人工芝の多目的グランドに改修すれば何とか経営も安定するだろうということで、なっ

たはずです。皆さん覚えておられると思います。

ところが、今、なるほど外から来られるお客さんがどんどん増えて、今さっき課長も

言われましたが、5 万 3,000 人とか、今年で 3 万 5,000 人おられるというふうに聞きま
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したけども、じゃあ実際に山香荘を、そこで宿泊して、なんて言いますか、合宿でもさ

れるかというと、今も全くされていません。つまり、そういった収入はない。で、近く

の方々の利用って言いますか、お金がそんな近くに落ちるかというとなかなかそれも落

ちていない。ということは、なるほど、お客さんはどんどん来られます。しかし、サッ

カー場に来られてサッカーをされる方は多いんですが、あのへんで何かを使って町内に

お金が落ちるということはない。あるのは、せいぜい道の駅に寄られてジュースを飲ま

れるんですけど、高校生はバスで来てそのまま帰っています。どこにも寄りません。と、

なると本当にこれがまともな施設として今宿泊もできない、町内の人は使っても、まあ

食事も提供できませんから、グランドゴルフで来られてちょっとされるぐらい。さっき

町内のスポ少が使われるっていうですけど、スポ少がどれだけ使うんですか。町内にこ

れが本当に還元できているんですか、ということが私は凄く疑問があります。そのへん

を比べた時に、以前、これを改修した時に言われました、指定管理料もどんどん減って

きて、あの時の予想では 3 年か 4 年ごろには、300 か 400 ぐらいかいな、ぐらいになる

というふうになってましたけど、やはりそれもちゃんと宿泊して食事も提供して合宿も

やって、総トータルでできますよということだったんですが、なんかどんどん話が違っ

てきてます。そのへんについてはどうなんですか、お聞かせ願いたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君）  ご質問いただきました。特に、夕陽の丘神田の施設については、

指定管理者のほうに出して、当初の提案をいただいてその取り組みを進めていただいて

いるというのが実態であります。

ただ現状の中で、担当レベルのほうも含めてですけれど、当初のほう、なかなか事業

計画、提案が実現できていないという現状も実はあっています。特に 5 年の契約のなか

で、そうした実態が見えてくるなかで、今後どのような形にするかというのは、大きな、

またこれは議会の皆さんとも検討していかなければならない、相談していかなければな

らない案件かなというふうに思っているところであります。施設が古くなってくるとい

うことのなかでの修繕というものも出てきております。特にスタートしていくなかで、

本当にあれを残すのか残さないのか。でも残して現状があることによって町内を含めて

町外からも 4 万 5 万の方々があそこに来られている。その方々は非常に、来られた方々

はしっかりと利用していただき、リピーターになっていただいているという現状もある

わけでありまして、そういう面での効果はあるというふうに思っていますし、特にスポ

少を含めて小学校、あるいは現在中学校のほうもだと思いますけども、地域の皆さんが

中心となりながら、組織を固めながら、青少年のサッカーのメンバー、あるいは人材育

成、そういったことにも勢力的に取り組んでいただいているという現状もあります。非
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常にまたグランドゴルフのほうでも活用していただいているということがあります。指

定管理者のほうでの、いろいろな 1 年 2 年 3 年 4 年、営業していくなかで、いろいろと

見直しをされる部分があって、こちらのほうからも要望はいたしているところではあり

ますけども、当初でない計画にならざるを得ない部分、特に冬の営業であったりとか、

宿泊の関係であったりとか、そういったもんも出てきております。今後の、次のステー

ジ見直しをしていく流れのなかでそれは検討し、また反省をしていくことでないかなと

思っているところであります。よろしくお願いしたいと思います。

実績のほう、分かる範囲内で担当のほうから答えさせていただきます。

○観光商工課長(持田 隆昌君) 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長(持田 隆昌君) 先ほどは失礼しました。28 年度実績まだ出ておりませ

んので、27 年度の決算で報告させていただきます。

収入総額は指定管理料 630 万円を入れると、全額で 3,500 万円。そのうちサッカー場

の収入は 300 万円、宿泊が 2,000 万円、休憩等を含めまして 830 万円と。残りがグラウ

ンドゴルフ、野営場とか本館の施設利用といったところになっております。以上です。

○議員(6 番 米本 隆記君) 議長。

○議長（野口 俊明君） 米本 隆記君。

○議員(6 番 米本 隆記君) 指定管理していただくチュウブさん、業者さん、頑張って

やってもらってると思います。ですが、確実に年間で、ずっと改修が 23 年からすんで

今年でまる 5 年が済むようになるんですけど、これ 24 年から営業してますよね。です

からまる 5 年が経過したような状況になるんですけども。だいたいこの人工芝というの

が使えるのが 10 年というふうに当初聞いておりました。ということはもう半分折り返

しに掛かったということです。これがまた今度 5 年した時に、人工芝どうするかという

問題、先ほど町長も言われたように問題になってくると思いますが、今一番問題なのは、

当時から言われた年々減らしてきていずれその指定管理料というものも、まあ無しには

ならないというふうに私は思ってましたけど、その全体的な、トータル的なもの、町が

持ちだすものがなくなって、少なくなるというふうに考えておりましたけど、毎年毎年

1,500 万から、多い時には 2,000 万近く、まあこれはいろいろ備品を購入したりしまし

たけど、全然変わってきていない、そこが問題だと思うんです。町民の人は使えない状

況を作りながら、同じように、はっきり言いまして町民が使うべき税金を使えないとこ

ろに投入するという考え方になるんです。それはちょっとおかしいでないかと思います

んで、今お聞きしてるんです。今後、これがどういうふうに改善を今、指定管理される

業者が、頑張っておられますって言いますけど、実際に老朽化してきてどうするかとい

う問題も、建物自体ですね、老朽化してどうするかという問題出てきます。ほんとうに
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そこのところどういうふうな今お話をこの指定管理業者とされているのか再度お尋ねし

たいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 指定管理の委託料、あるいはフットボールセンターの業務委託

料という意味合いでは 520 万、110 万ということで当初直営でやっていたというところ

からすると、かなりそういった部分では軽減されてきていると思っております。ただ、

施設、先ほど触れられましたように、施設のまあ、どんどん経過するなかで、経年劣化

を含めて傷みがきています。それに修復をせざるを得ない部分があって、最小限の気持

ちとしては、修繕をかけているところでありますけども、今後の経過のなかで、正に指

定管理の期間が切れていく、次のステージはどのようにしていくか、というのはおっし

ゃるように、私どもについてもこの施設のあり方、しっかりとこれは協議をしていかな

ければならない案件だというふうに思っています。

そういったところの中で、次の指定管理需要者との契約を進めるにあたっての事前の

考え方、この部分については、我々も行政としてもしっかりと詰めていかなければなら

ないと思いますし、また議会の皆さんのほうからもご意見をいただくなかで、最終的に

は判断をしていくことが求められているというふうに思っておるところでありますんで、

その節にはまたよろしくご審査や、ご示唆をお願いしたいなというふうに思っておりま

す。現状については同じような思いを持っているところであります。

○議員(13 番 岩井 美保子君) 議長、13 番。

○議長（野口 俊明君） 13 番 岩井 美保子君。

○議員(13 番 岩井 美保子君) このフットボールセンターができる時には、私は反対

をいたしました。そうしましたけど、反対はいたしましたけど、出来上がってからは、

まあ町民みんなが利用していいサッカー場にしなくてはという思いがありました。東京

におります孫が、4 人おりますが、女の子が 1 人ですけど、1 人の女の子もサッカー部

で頑張っていましたので、夏休みにでも来たら、その当時は K 議員がフットボールの選

手が絶対に来ると、ガイナーレですね、ガイナーレが山香荘に絶対来ると、いう美味し

い話を聞かされました。私は本当にそういうもんだと思ってこれを作る時には、みんな

がそういう気持ちで進んできたもんです。そうしましたら、まあ、サッカー選手が何回

来たんでしょうか。私は出会ってません。そうしまして何年か後に、サッカー場に行く

かっていって山香荘まで行きましたら芝が剥げてたんです。おばあちゃん、こんな剥げ

たところで誰もせんよと。こんなことじゃいけん、管理がだめだよと、言ったですね。

本当に何かね、違うところに動いていってる、という思いがしております。

それで今、話を聞いてみましたら、山香荘も岐路に立っていると言いうお話でござい
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ます。これは議員、議員みんなでですね、いろいろ知恵を出し合ってどうしたらいいか

ということを今後決めていただかないと、このままではもう誰も来なくなります。

地元の人たちもグランドゴルフを使いたいといってもですね、グランドゴルフにも使

えないだそうですよ、どういうことですか。

じゃあ、地元の人でもどんどん入ってもらってね、と思います。で、入ってもお昼も

食べれません。ですからお昼になれば下の方に降りていかなければいけんというような

不便なことなんですよ。そういうことも本当に洗いざらいいい具合にしていい運営にし

ていただかないと、絶対にこのフットボールセンターは続くことはないと思っておりま

す。よろしくお願いします。どうでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） いろいろと、お孫さん含めて意見が出ているということである

ようでありますけども、芝が剥げているということの話もありました。実は、そこの部

分については人工芝ではなくてですね、いわゆる天然芝、国産芝、地元の芝を使って、

造ったグランドの部分であります。特に洋芝ではありませんので、再生にかなり時間が

掛かったりということでありまして、ただ今管理していただいておりますチュウブさん

についてはプロでありますので、いろいろな管理をしていただいておりますけど、やは

り養生をする期間が必要であったりとか、どうしてもそこに入って来られる方々の利用

を進めていくなかで、再生がなかなか難しいというのが現状であります。特に、洋芝テ

ィフトンあたりでありますと、こういった状況は解消できると思っておりますけども、

やはり地元のほうから、地元の芝産地として国産芝、地元にある芝の利用を願いたいと

いう強い思いもあって、そのようにあそこの天然芝の分はさせていただいてる経過があ

りますので、結果として、そのようになっているということについては、私どももやむ

を得ないのか、というふうに実は思っているところであります。

それから、今の岐路という話がありますけども、特に施設の関係で建物自体がかなり

経年しておりますので、今後これを本当にきちっとリセットしていくことにするのか、

本当に必要最低限の利用という施設の形にしていくのか、それによって修繕にコストを

かけない形でやっていくのか、でもそこに集われる方々っていうのは、人工芝含めてた

くさんありますので、施設グランドの利用ということについてはこれは変わらず利用さ

れるものであるというふうに実は思っているところあります。以上です。

○観光商工課長(持田 隆昌君) 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 持田観光商工課長。

○観光商工課長(持田 隆昌君) 直接のお答えにはなりません。先ほどのお問合せのなか

でデータ聞かれてお答えできなかった部分に応えさせていただきたいと思います。大山
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町の利用者の方はサッカー含めて全体 7.7％の方が、町内の利用ということでございま

す。

それから周辺に経済効果がないのではないかということでございますけれども、夕陽

の丘神田からの大山への送客は 27 年度で実績として約 500 万、492 万円ほどの実績が

あります。これは指定管理者他のトレセンとか他の体育施設もありますので、他の体育

施設の合宿を含めた大山寺の送客を含めますと、2,600 万。合わせて 3,150 万ほどの経

済効果はあるのかなというふうに思っているところです。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 21 号の質疑を終わります。

──────────────・───・──────────────

日程第 19 議案第 22 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 19、議案第 22 号 平成 29 年度大山町国民健康保険特

別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員(9 番 野口 昌作君) 3 ページでですね、3 ページお願いしたいと思いますが、

保険税の関係で、退職被保険者等の国民健康保険税が、1,100 万減っております。その

上のほうの一般被保険者のほうが 3,600 万という計算になっておりますけど、退職のほ

うが減ったというのはどういうような理由からこういうことになったかということをお

尋ねいたします。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） お答えいたします。退職者の関係ですが、被保険者の

方ですけれども、制度が平成 27 年度でこの該当になる方が終わっておりますので、被

保険者が減っていくばかりでございます。で、28 年度の被保険者数に比べまして 99 人

減になるというのが、29 年度の予算になっておりますのでその関係での減額でござい

ます。以上です。

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員(9 番 野口 昌作君) 99 人減になるということですが、それはなんていうですか、

確実な数字、役場の人も沢山退職されるというようなことを聞いたりしますけど、きち

んとした数字として 99 人というのが何かに出ておるわけですか。
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○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） お答えいたします。先ほども申し上げましたが、この

退職者保険制度と言いますのは、60 才になられて年金を支給を受けるという条件の方

が 65 歳まで対象となる制度でございます。これが 27 年度で、もうそれ以降はこの制度

の適用になる方がありませんので、今退職、これから退職される方はこの制度にはのら

ないということです。ですので 27 年度末の時点で、対象であった方が１年ずつ減って、

対象者が減っていくという状況ですので、あと 2 年残っておる状況ではございますが、

そういった制度の今ちょうど経過しておるところでございますので、新たな加入者とい

うのはございません。で、対象でなくなっていかれる 65 歳になられた方から対象外に

なっていかれますので、その方々が今回では 99 人、人数が減るといった状況でござい

ます。

○議員(9 番 野口 昌作君) 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員(9 番 野口 昌作君) 分かりましたが、そうしますとその 99 人減ったというこ

とのなかでのいわゆる療養費なんかについてはですね、減の人からよけ集めないけんと

いうことで 5,000 万よけ集めないけんというようなことに、まあ 5,000 万というわけで

はないですけども、それだけよけ付加せないけんということがおきるわけですか。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） お答えいたします。退職者の医療制度というのは、こ

この今申し上げました制度の該当の方の医療費につきましては、社会保険の診療報酬基

金のほうからまるまるお金のほうが、給付が入ってくると言いますか、そういうもので

すので、この方々の医療費の負担については、制度的なものなんですけれど、一応他の

ところから社会保険の診療報酬、基金のほうから入ってきます。ですので、保険料、こ

の方々の保険料云々ということではございません。以上です。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 10 番 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） 先ほど一般会計のほうでですね、国保会計の法定外繰

入金、歳入のほうで 2,000 万入ってくるということでしたけれど、お尋ねしましたが、

今度改めて国民健康保険税のことについて、お尋ねしたいと思います。

先ほどの話と多少重なるところもありますけれども、今回の予算では、保険税の収入

が約 2,500 万ほど増額になると、前年度に比べて増えるという見通しであがってるわけ

ですけれど、この根拠について改めてご説明いただきたいのと、午前中の話では、保険
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税の引き上げということも話のなかでは出ています。

そういったことも含めて、この増額の理由についてご説明をお願いいたします。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） お答えをいたします。国民健康保険税の増額 2,559 万

5,000 円ということになっております。

その内容ですけれども、保険税を 28 年度の料率、そのまま据え置いた状態で計算を

しますと、算定しますと、被保険者数が減りますので、減っておりますので、本推計の

被保険者数で計算をしますと、保険税自体は 9,405 万円減ると、減少するという試算に

なります。そこに先だってから申し上げておりますが、財源不足分の 3,500 万円を上乗

せをするという形で 29 年度の予算を編成しておりますので、その結果、差し引きしま

して保険税の増額が 2,559 万 5,000 円となるという予算組でございます。

それから保険税の引き上げということのご質問でしたけれども、これにつきましては、

現在当初予算でございます。昨年の 11 月の状況で予算組をしております 29 年度の本予

算でございますので、実際のところは 28 年度の決算が終わりまして、出納閉鎖が終わ

りまして収支をきちんと再計算をしまして、その時点で改めて税の関係については、そ

の数値を見ながら協議を行って決定していくといったような考え方でございます。以上

です。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） もう少し分かりやすく説明していただいてもいいよう

な気がするんですよね。まあ 28 年度 3 月の医療費の支払いが確定していないなかで、

12 月までだか、1 月までだかの分の傾向から試算をすると、要は 29 年度は、28 年度の

料率のままだと財源が不足するということだったはずですよね。試算してみたら歳入不

足が 5,500 万不足すると、その分の 3，500 万は保険税の上乗せと、要は保険税収入を

増やさなければ歳入不足を補えないということなわけですから、それはどういうことか

というと、試算としては保険税を引き上げざるを得ませんということでおそらく協議会、

運営協議会には説明しておられると思うんですよね。住民さんも聞いておられるので、

もう少し分かりやすく説明していただいたほうが、その上でですね、これはあくまで試

算であり、決算した結果、引き上げしなくてもいい場合もありますというような格好で

言っていただければある程度、住民からしてみれば上がるかもしらんなと思いつつ、う

まくいけば上がらないかもしれない。上がらないかもしれないと思っていて上げられる

となんか腹が立ちますだがん。ね、そういうもんですよね、人って。

その上でですね、一般会計の時の議論のなかで今、本当に保険税が大変、会計が厳し
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いということのなかで、住民自身がそのことにまず気が付いていないんじゃないですか

ということの話もさせていただきました。自覚するためにも、保険税本当に県下一番ダ

ントツの高い税額になるかもしれないということをやはり住民の皆さんに説明した上で、

どうすべきか、住民と一緒に考えるという姿勢が必要じゃないですかって町長に聞いた

らですね、町長のお答えは、食生活の改善を勧めたりとか町民の運動がどうとかという、

あまりデータとは関係のない情緒的な話しばかり言われたですけれども、もっと具体的

に一人当たりの医療費の推移がどうで、財源がこんだけ不足しているということを具体

的に説明すべきだと思うわけでして、そういうことを正に町報とかでお知らせ、4 月号

でもされたらどうですか、という質問したら、担当課長のお答えとしては先ほどのよう

な話もありましたけれども、そういうやんばいっていうか、やんばいっていうかね、試

算ではなくってきちんとした数字を積み上げてからお知らせしたいということだったん

ですが、それはそれで分かるんですけども、それだともう後の答は全部決まっちゃって

るんですよね。結果、引き上げざるを得ませんと。もう一緒に住民と一緒に考える間も

ないですよね。算定が出る、即、運営協議会にかける、運営協議会にかけたあと、もう

その後住民さんとお知らせしてる間がない。すぐに課税ですわ。一緒に考えている時間

もない。やはりそういうことではなくって、今後の新しい状況が見えた時点で、今の状

況はこうですと、お知らせすることが一緒に住民と考える、それが住民との協働という

ことじゃないでしょうか。私ね、今の役場、皆さんそれぞれ一生懸命頑張って仕事しと

られると思うんですけれども、住民と一緒に考えて、住民の皆さんと一緒にものごとを

決めていく、そういう協働という考えが、少し欠けているように思えてなりません。是

非こういう住民の身近な生活に密着する大事な問題だからこそ、早い段階でいろんな情

報を住民さんに提供していただきたいと思うわけですけども、改めてお考えを聞きたい

と思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 後程担当課のほうから述べさせていただきますけれども、住民

のほうへの周知ということで、いろんなパターンで話をしています。担当課長含めてい

ろいろな集いのなかで、いろいろな資料を提示をしながら、大山町の現状の報告をして

います。

そして、医療低減に向けての取り組みということも話をします。具体的に担当課長の

ほうで述べてほしいと思っていますけど、2 月あるいは 1 月に保健福祉推進員さんの合

同の会があります。これは各集落から出てこられますので、160×2 というほどの大き

な方々が集っていただきます。その中で健康づくりに向けてのことと、福祉に向けての

取り組みということを話をさせていただいて、現在の国保の現状、大山町の医療費の高
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い現状、なので皆さんで集落のほうで福祉の関係、それから保険の関係、連携をとって

集落のなかでそういった周知をしていくような取り組むをしていきましょうやという話

を続けてきています。そういったことも含めて担当のほうから述べさせていただきます。

○住民生活課長（森田 典子君） 議長、住民生活課長。

○議長（野口 俊明君） 森田住民生活課長。

○住民生活課長（森田 典子君） お答えいたします。今の国保制度の流れのなかで、会

計決算から付加をするまでの期間、そういった時期的な期間的なことを考えましても、

国の制度としての国保のなかでも住民の方との保険料についての協議をする場といった

ような設定はございません。なかなかその保険料、上がる下がるということにつきまし

ては利害関係がございますので、それを協議をして決定するというのは非常に難しいこ

とではないかというふうに思います。そういったようなことのなかで運営協議会、国保

の運営協議会が法的にきちんと設定されていてその場でお諮りしてご意見をお聞きしな

がらといったような国保の制度のなかで、運営をしているように考えております。

住民の方への広報ですけれども、6 月に最初の保険料の付加ということになります。

その時の納付通知を個人の被保険の方、被保険者の方、加入者の方に通知をするときに、

その年度の保険料についてのどういうふうになっということを非常に紙自体が A４です

のでいろんなことを網羅してお送りしますので、その時の文書っていうのは、非常にま

とめたように短い文書にはなっておりますけれども、まずそこで 6 月の最初にそういっ

たものを各それぞれの世帯にお送りするということをしまして、で、そのあと 7 月です

けれども、6 月に原稿を書きます。で、7 月の広報で医療費の状況、保険料の状況、制

度改正のこと、どういったことを加入者の皆さん、医療費低減のためにご理解とご協力

をお願いします、そういったような形でだいたい 2 ページにわたりますけれど、年に 1

回は必ずそういう情報をお伝えしておるというところでございます。いろんな問題がご

ざいますけれども、今の現状としてはそういった対応をしておるということでございま

す。

○議員（10 番 近藤 大介君） 議長、10 番。

○議長（野口 俊明君） 近藤 大介君。

○議員（10 番 近藤 大介君） いろいろ伺いますけれども、やっぱりこの国保の会計

の健全化ということについての危機感が私はちょっと不十分じゃないのかなと、町長の

答弁を伺っていても担当課長の話を伺っていてもそんなように感じてしまいます。合併

当初は、国保の基金は 4 億円近くあったんですよね。それがまあ森田町長に変わられて

からですよ、本当に 3 億、少なくても 2 億円以上、たぶん 3 億円ぐらいの基金が費やさ

れて、もうゼロですわね、現在ね。それだけの基金を使ってしまっていると。なおかつ

今後も法定外繰入れが続くという見通しがあるということの危機感、どこまで感じてい
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らっしゃるのか最後に町長のご見解をお伺いしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 近藤議員の受けとめ方かなと思って聞かせていただいておりま

す。これまでもたびたび答弁をさせていただいておりますように、本当に厳しい環境の

なかで取り組みをしているということでありますし、私がなってからというぐあいにお

っしゃいましたけれども、本当にそういうぐあいにおっしゃるんかなというぐあいに聞

かせていただきました。国も含めて近隣の市町村も含めて正に大山町ここまで法定外せ

ずにこさせていただいていますけれども、近隣の町村については、それはもう数年もか

けながら、実施をしてきてやむを得ない現状が周辺市町村にはたくさんあるということ

も敢えて御伝えをさせていただきます。

○町長（森田 増範君） 他に質疑ありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 15 ページ、一番上の疾病予防費の人間ドック健診委託料

1,726 万 4,000 円です。28 年度の質疑のなかで、腫瘍マーカーは今後検討だというふう

に私自身メモをしておりますけれども、29 年度メニューのなかに入っているのかお聞

きしたいと思います。

合わせて昨日の 28 年度補正予算でも疾病予防費を 779 万 2,000 円減額をして 1,035

万 5,000 円になりました。そのほとんどがこの人間ドック検診委託料です。29 年度予

算は、今回ここに 1,726 万 4,000 円計上されていますけれども、地方財政法に基づく合

理的な基準によって経費を算定した予算が計上されているのか、お聞きしたいと思いま

す。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 圓岡議員さんの御質問にお答えいたします。平成 29

年度、と言いますか人間ドック、今年度からはじめております町内での新しいドックを

はじめておりますけども、腫瘍関係、まあ腫瘍マーカーといいますけども、その関係に

つきましては実施を中に入れております。肝臓がんのものですとか、消火器系のがん、

前立腺がん、卵巣がん等のものが、腫瘍マーカーとして人間ドックの中には含まれてお

りますので、お伝えいたします。

あと、今年度、29 年度の予算が合理的な配慮のもとにされているかということでご

ざいますけれども、人間ドックの目的と言いますのが、国保の被保険者の方の健康の維

持ということで、たくさんの方に、人間ドックということで受診をしていただきたいと
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いうふうに考えています。今年度取り組みました人間ドックを評価をいたしまして 29

年度はより沢山の方に受診していただけるような施策というふうに考えておりますので、

合理的な配慮のもとに行っているというふうに考えます。以上です。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 実はここに 28 年度 2 月 15 日全員協議会資料というのを

持ってまいりました。これを基にですね、私はこれまでいろんな機器を買うときにも、

賛成をしてきたつもりですけども、いざ昨日のような数字を見せつけられるとですね、

本当に何だったのかと。数字ですから、本当に表現悪いですけど、鉛筆舐めればどうに

でもなるんですよね。そういった中でふたを開ければ昨日も 779 万 2,000 円の減額です。

ということですけれども、本当でこの 29 年度の予算、こうあってほしいとは思います

けれども、本当に 1,726 万 4,000 円、限りなく近い数字が執行できるのかどうかなとい

う不安を覚えるわけですけども、再度そのあたり合理的な基準によってですね、経費が

算定されているのかどうか、改めて確認をしたいと思います。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） ご質問にお答えいたします。29 年度の人間ドックの

数値と、基にいたしましたのは、今年度大山町内で新しく行いました人間ドックの実績、

途中までの実績ではありますけども、それを基にしてだいたい対象者の方の 35％くら

いの方は、人間ドックを受診していただけるというふうなことを把握いたしました。そ

れを基に来年度、同じような、同程度の方が受診されるだろうという想定のもとに、予

算化をいたしたところでございます。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。質疑の時間ですよ。いいですか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、これで議案第 22 号の質疑を終わります。

──────────────・───・──────────────

日程第 20 議案第 23 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 20、議案第 23 号 平成 29 年度大山町国民健康保険診

療所特別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。

○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 27 年度の決算審査資料をみるとですね、この大山診療所

の実質収支、これは歳入から財源補てん分を除いたものですけれども、これが 3,237 万
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7,051 円の赤字というふうに議会に報告をされています。29 年度では経営改善をするた

めにどのように予算に反映されているのか、お聞きしたいと思います。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） ご質問にお答えいたします。平成 27 年の決算におき

まして、先ほど圓岡議員さんが述べられましたような数字を報告させていただいており

ます。ただ、大山診療所に限って言いますと、平成 27 年の決算の中には、今年度から

大山診療所に実施をいたします人間ドックの医療機器を購入しておりますので、27 年

の財源補てんの部分につきましては、約 1,960 万ほどが掛かっているということであり

ますので、例年に比べますとかなり大きなものとなっておりますが、それを除いたとこ

ろにおきますとだいたい例年程度の補てん額ということになっております。

ただそういったことを勘案いたしまして、平成 28 年度の診療所の特別会計を編成い

たしまして、実際に今年度運用してまいりましたけども、当初見込みをしておりました

人間ドックの受診者数、あるいは患者数は想定のほど伸びていなかったということがご

ざいましたので、このような昨日のような補正を減額をさせていただいたところでござ

います。29 年度につきましては、先ほど申し上げましたような健康診断料、手数料を

確実なものの数字としてあげてきておりますので、そういった点から 29 年度は 28 年度

の反省を基に策定をいたしましたので、29 年度の実施計画に向けて、赤字幅が増えな

いような取り組みをしてまいりたいというふうに思います。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 診療所特別会計で、医療職が 1 名減の 29 年度予算にな

っておりますが、全体的に収入が減って医療が少なくなったということから、こういう

結果で 1,200 万ほどの給与費が減っているわけでございますが、これはまあ、非常にま

あ時期を得たところのやり方だと思ったりしますが、どういうことのですね、医療職の

減ということを実行されるかということをちょっとお伺いいたします。

○健康対策課長（後藤 英紀君） 議長、健康対策課長。

○議長（野口 俊明君） 後藤健康対策課長。

○健康対策課長（後藤 英紀君） この減につきましては、実は昨年の 3 月に主任看護師

が亡くなっておりましてその関係で 1 名減となっております。

○議長（野口 俊明君） いいですか。他に質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 23 号の質疑を終わります。
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ここで休憩いたします。再開は午後 7 時といたします。

午後 6 時 55 分休憩

──────────────・──・──────────────

午後7時再開

日程第21 議案第24号

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

日程第 21、議案第 24 号 平成 29 年度大山町後期高齢者医療特別会計予算を議題に

します。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 24 号の質疑を終わります。

──────────────・───・──────────────

日程第 22 議案第 25 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 22、議案第 25 号 平成 29 年度大山町介護保険特別会

計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 25 号の質疑を終わります。

──────────────・───・──────────────

日程第23 議案第26号

○議長（野口 俊明君） 日程第 23、議案第 26 号 平成 29 度大山町農業集落排水事業

特別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 26 号の質疑を終わります。

──────────────・───・──────────────

日程第24 議案第27号

○議長（野口 俊明君） 日程第 24、議案第 27 号 平成 29 年度大山町公共下水道事業

特別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君

○議員（6 番 米本 隆記君） 本当でしたら農業集落もちょっと関係がするんですけれ

ど、使用料、手数料のところですね、ちょっとお聞きしたいと思います。
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実は、使用料収入のほうが 1 億 1,690 万ほどありますよね、ところがこれに対しまし

て事業費につきますとやっぱり今回の 2 億からの事業量になっております。ある程度公

債費のほうはしかたないとしても、ある程度、使用料で事業のほうがある程度まかなえ

るような状況がないと、いくらでも使う町民の人はいいんですけども、ありがたいんで

すけども、やはり税金を投入するということになってきますんで、その辺についての考

え方をどのように持っておられるか、聞きたいと思います。

○水道課長（野口 尚登君） 議長、水道課長。

○議長（野口 俊明君） 野口水道課長。

○水道課長（野口 尚登君） ご指摘のように厳しい特別会計でございます。本年度事業

費上がっておりますのは、全部で 4 施設あるわけでございますが、長寿命化事業に着手

しておりまして、大山浄化センターの耐震化、長寿命化工事に着手いたします。合わせ

まして残りの 3 処理場、逢坂名和、中高、所子につきましても法の基準変わりまして基

本計画の見直し作業というのが必要になりまして、これも実施するようにしております。

また逢坂処理場につきまして耐震化対策の委託業務を計画しております。

事業計画の見直しについてはですね、補助 2 分の 1 で残りは起債の対象になりません

が、その他につきましては、起債の対象となっておりまして交付税措置もございます。

施設を長く使うためには、どうしてもそういう大規模な修繕と言いますか、そういう体

制が必要になってまいりますので、ご理解をお願いいたします。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 米本 隆記君

○議員（6 番 米本 隆記君） その大変になる、すごく分かるんです。ただ私がお聞き

したいのは、何て言いますかね、使用料が実際に事業する上で事業料かかり過ぎる。ま

あ今回は長寿命化、いろいろ掛かっておられますから、費用的に掛かると思うんですけ

ど、実際に今の下水の使用料をちょっとでも上げないけんのかなっという考えをお持ち

なのか、そういったところをお聞きしてみたいんですけど。

○副町長（小西 正記君） 議長、副町長。

○議長（野口 俊明君） 小西副町長。

○副町長（小西 正記君） 下水道料金の体系として今こちらの会計では、4 億円ぐらい

の支出がありますが、収入が 1 億 1,000 万ほど、逆に言えば料金を 4 倍にしないとだい

たい再三に合わないというふうな状況でございます。基本的には、これまで合併してか

ら下水道料金、上水道料金、各町村ばらばらでありまして、29 年度でやっと統一とい

うふうになります。この統一感をもってですね、今度は料金の改定等を同一レベルで調

製ができるというふうな段階に入ると考えております。これからの傾向として料金はど

ういうふうにあるべきかというのは、29 年度の収入状況、あるいはこれからの改修計
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画等を勘案して皆さんとご協議させていただきたいというふうに考えております。

○議長（野口 俊明君） いいですか。

〔 「はい」と呼ぶ者あり 〕

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 今、長寿命化というような事業をやっていくんだという

ことでございましたが、長寿命化という事業がですね、簡単に言ったらどういうような

事業を考えておられるのか、各浄化センターでですね、そのへんちょっと教えていただ

きたいです。

○水道課長（野口 尚登君） 議長、水道課長。

○議長（野口 俊明君） 野口水道課長。

○水道課長（野口 尚登君） 長寿命化、施設の老朽化に対する補修ではございますが、

制度は変わりまして、耐震化も合わせて行うというような指導がございまして、耐震化

の構造物に改修していくと、これ処理用ですけど、ということになります。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 長寿命化ということになると、コンクリ―ト水槽みたい

なものなんかをですね、モルタルを塗り直すとかというような工事になるですか、どう

いうような工事だかということなんです。私が聞いてるのは。

○水道課長（野口 尚登君） 議長、水道課長。

○議長（野口 俊明君） 野口水道課長。

○水道課長（野口 尚登君） 先ほどご指摘いただいたようにですね、上塗りをしたりと

かですね、そういう工法もとっております。前年度に行います耐震診断でコアを取りま

して強度を測定したりとかですね、そういう調査を行いまして必要なところにはそうい

う工法をとっております。

○議長（野口 俊明君） 他にありますか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 27 号の質疑を終わります。

──────────────・───・────────────

日程第 25 議案第 28 号

○議長（野口 俊明君） 日程第 25、 議案第 28 号 平成 29 年度大山町風力発電事業特

別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 議長、4 番。
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○議長（野口 俊明君） 4 番 圓岡 伸夫君。

○議員（4 番 圓岡 伸夫君） 4 ページの需用費の修繕料でブレード点検というのは、

提案説明の時にお聞きしましたけど、各地の風力発電の事故報告書を見た時に、タワー

の溶接部分の金属疲労が原因の事故もあります。合併前に建てられたものですから 10

年も経ってですね、点検も必要だと思いますけれども、29 年度の予算には、たぶん入

っていないと思いますけれども認識をお聞きしたいと思います。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 失礼します。先ほどの 4 ページの施設修繕料ということ

で、ブレード第 2 軸のクラックの仮処理していた部分の補修を検討しています。また、

毎回毎回補修があるんで、トータルコストがかさむため、すべての総点検も同時に行う

ようにしております。以上です。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） 実はこの風力発電、特会ですけども、以前から積立金を

ある程度ためて、何かの時に備えて解体の時に費用に使おうというような話を聞いてお

りました。

ところが、今年の 29 年度の積み立てを見ますと 12 万円ということで、昨年が 400 ぐ

らいだったと思うんですけど、ありましたけど、年々下がってくるというと、どこかで

分岐点が出てくるようになると思いますけども、そのへんのご判断的なところはどのよ

うに考えておられますか。

○企画情報課長（井上 龍君） 議長、企画情報課長。

○議長（野口 俊明君） 井上企画情報課長。

○企画情報課長（井上 龍君） 基金の残高の見込みということだと思います。平成 27

年度で今現在で 1,973 万 8,000 円の基金がございます。28 年度の補正で今年度は 120

万円の基金積み立てを予定しておりますし、この平成 29 年度の予算で 12 万円というこ

とで予算計上をしております。30 年から 32 年までの間は施設の延命化ということで、

工事の予定、それぞれ計画をしておりまして、積立金は、少なきものと予想はしており

ます。ただ 31 年で元利償還金 1,800 万ずつ払っておりますけど、それが 32 年以降はな

くなりますんで、35 年、36 年には 1 億円になるというふうには見込んでおります。以

上です。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 28 号の質疑を終わります。
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──────────────・───・────────────

日程第26 議案第29号

○議長（野口 俊明君） 日程第 26、議案第 29 号 平成 29 年度大山町温泉事業特別会

計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 歳出の温泉館費・・・

○議長（野口 俊明君） 今のはちょっとしたミスです。他にありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 自分の委員会とよその委員会と点検しながらちょっとよく点検

しながら質疑をお願いします。質疑なしと認め、議案第 29 号の質疑を終わります。

──────────────・───・───────────

日程第27 議案第30号

○議長（野口 俊明君） 日程第 27、議案第 30 号 平成 29 年度大山町宅地造成事業特

別会計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） 3 ページの財産収入についてお聞きしたいと思います。

3,400 万の財産収入が今年度見込んであるんですけども、これは何件、どのぐらい見て

あるんでしょうか。これが例えば、今大山口南団地が例えば今契約が 9 件だったかな。

それはこちらに入っているのか、それとは別にですね、この金額を出しておられるのか、

お聞きしたいと思います。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） お答えいたします。予算の計上いたしておりますのは、ナ

スパルタウン 3 区画、大山口南団地 3 区画、合計 6 区画を計上しているところでござい

ます。そして、先ほど議員 9 区画ということをおっしゃっていただきました。今年度で

9 区画の申し込みがありまして、今朝時点で正式な借り契約は 6 区画いたしておるとこ

ろでございます。以上です。

○議員（6 番 米本 隆記君） 議長、6 番。

○議長（野口 俊明君） 6 番 米本 隆記君。

○議員（6 番 米本 隆記君） っていうことは、3 区画というのは、今の 9 区画の 6 区
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画が決まったから、あと 3 区画はここに入っているってことでよろしいですか。そうい

う考え方ですね。そうすると、ナスパルが 3 区画で少ないかなというふうに思うんです

が、そのへんどうでしょうか。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） 平成 28 年度もナスパルタウンの 3 区画ということで計上

させていただいておりましたけれども、現時点でまだ正式な契約には至っておりません。

したがいまして、もっと売るべきだというのは十分分かっておりますが、あまり多く最

初から見積りましてもですね、歳出のほうでも一般会計の繰出金というぐあいにかかっ

てきておりますので、とりあえずの努力目標といたしまして、3 区画ということで考え

ております。よろしくお願いします。

○議長（野口 俊明君） 他に質疑ありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 30 号の質疑を終わります。

──────────────・───・─────────────

日程第28 議案第31号

○議長（野口 俊明君） 日程第 28、議案第 31 号 平成 29 年度大山町索道事業特別会

計予算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 31 号の質疑を終わります。

────────────・───・────────────

日程第29  議案第32号

○議長（野口 俊明君） 日程第 29、議案第 32 号 平成 29 年度大山町水道事業会計予

算を議題にします。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 9 番 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） 1 ページの特別損失 32 万 4,000 円ありますけれども、こ

ういうのはどういうような特別損失を考えて計上されているかということとですね、そ

れから 29 ページでですね、工事請負費で、監視装置更新事業工事等ということで

6,197 万とかありますけど、これはどこの工事をされるかということをお伺いいたしま

す。

○水道課長（野口 尚登君） 議長、水道課長。
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○議長（野口 俊明君） 野口水道課長。

○水道課長（野口 尚登君） まずはじめに、1 ページの特別損失、32 万 4，000 円でご

ざいますが、これは過年度損益修正損でございます。

29 ページにあります監視装置の更新ですが、更新を予定していますのは、中山地区、

及び大山地区でございます。名和地区については、平成 27 年に更新を終えています。

○議員（9 番 野口 昌作君） 議長、9 番。

○議長（野口 俊明君） 野口 昌作君。

○議員（9 番 野口 昌作君） では、中山地区と大山地区のいわゆる監視装置があると

思いますけれど、それは全体的にデジタル化でもされるわけですか。

○水道課長（野口 尚登君） 議長、水道課長。

○議長（野口 俊明君） 野口水道課長。

○水道課長（野口 尚登君） 今、現在の監視装置は、中央監視盤方式でございまして、

中山地区ですと中山支所内に監視盤を置いています。大山地区ですと、大山支所内及び

大山寺の自治会館内に置いています。

今度、導入を計画してますのは、既に名和にも導入しておりますけれども、クラウド

方式というやり方でですね、監視盤を一時担当者が今の状況では、夜中でも監視盤を見

に行って最終確認、現地確認ということになりますけども、各パソコン、役場のパソコ

ンにも入りますし、携帯電話にも今以上に詳しいデータが入ってくるということでござ

います。

○議長（野口 俊明君） 他にありませんか。

〔 「なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 質疑なしと認め、議案第 32 号の質疑を終わります。

────────────・───・────────────

日程第30 特別委員会の設置及び付託

○議長（野口 俊明君） お諮りします。ただいま質疑を行いました議案第 17 号 平成

29 年度大山町一般会計予算から、議案第 32 号 平成 29 年度大山町水道事業会計予算

までの 16 議案については、16 人の委員で構成する平成 29 年度予算審査特別委員会を

設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 異議なしと認めます。

したがいまして、議案第 17 号 平成 29 年度大山町一般会計予算から、議案第 32 号

平成 29 年度大山町水道事業会計予算までの 16 議案については、16 人の委員で構成す

る平成 29 年度予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しま
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した。

お諮りします。ただいま設置されました、平成 29 年度予算審査特別委員会の委員の

選任については、委員会条例第 7 条第 4 項の規定により、全議員を指名したいと思い

ます｡ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり 〕

○議長（野口 俊明君） 異議なしと認めます。

したがって、平成 29 年度予算審査特別委員会の委員は、議員全員を選任することに

決定いたしました。

委員長・副委員長の互選のため、平成 29 年度予算審査特別委員会を開いてください。

ここで暫時休憩いたします。

議員のみなさんは、議員控室に移動してください。

午後 7 時 23 分休憩

────────────・───・────────────

午後７時 31 分再開

日程第31 特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

平成 29 年度予算審査特別委員会委員長及び副委員長の互選結果の報告をします。

休憩中に開催されました平成 29 年度予算審査特別委員会において、委員長・副委員

長の互選が行われました。

その結果、委員長に岩井美保子君が、副委員長に吉原美智恵君がそれぞれ決定したの

で、ご報告いたします。

───────────────・───・────────────

散会報告

○議長（野口 俊明君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

次会は 3 月 13 日（月）に会議を開き、一般質問を行いますので、定刻の 9 時 30 分

までに本議場に集合してください。

本日は、これで散会いたします。

────────────・───・──────────────

午後７時 32 分散会


